
































































































































































































































































































2pE08 
ƒŠƒ“Ž_‘ãŽÓ‚É‚¨‚¯‚é‰t–E‚Ì•¶—•‹@”\‚Ì‰ð•Í
•Œ–Ð’ÒŽÔ1•A–î•è–F–¾2•A‹€ i•F̃a•K 2•A•â–ì•ŸŒ[2•A‘å‹÷—Ç“T1

�0 N¬Y'0ûeY™
0û�!�~ÿ��~ri0� �2 •²l4w�0ûu�rix��)

•y•ê‚Ì‰t–E‚Í‰ï•×–E‘Ì•Ï‚Ì–ñ 20% ‚ð•è‚ß•A‘ãŽÓŽY•¨‚âƒCƒI
ƒ“‚Ì’™‘ ‹@”\‚ÆƒŠƒ\ƒ\•[ƒ€—l‚Ì•ª‰ð‹@”\‚ð’Ê‚µ‚Ä•×–EŽ¿‚Ì•P
•í•«ˆÛŽ•‚ÉŠñ—^‚µ‚Ä‚¢‚é•B‚»‚Ì‚½‚ß‰t–E‹@”\‚ÌŒ‡‘¹‚Í—l•X‚È
ƒXƒgƒŒƒX‚É‘Î‚·‚éŠ´Žó•«‚É‰e‹¿‚·‚é•B‰t–E‚É‚ÍŠ£•d—Ê‚Ì10%
‚à‚Ìƒ{ƒŠƒŠƒ“Ž_‚ª“ÁŽê‚È•ðŒ•‰º‚É’~•Ï‚µ•A•L‚¢ŠîŽ¿“ÁˆÙ•«‚ð
Ž•‚ÂƒAƒ‹ƒJƒŠ•«ƒzƒXƒtƒ@ƒ^•[ƒ[‚ª‘¶•Ý‚·‚é‚±‚Æ‚©‚ç•AƒŠƒ“Ž_
‘ãŽÓ‚É‚¨‚¢‚Ä‰t–E‚Í•d—v‚È–ðŠ„‚ð’S‚Á‚Ä‚¢‚é‚Æ•l‚¦‚ç‚ê‚é•B
‚µ‚©‚µ•A‚»‚Ì‹@•\‚Í–¢‰ð–¾‚Ì‚Ü‚Ü‚Å‚ ‚é•B‰t–EƒRƒ“ƒp•[ƒgƒ•
ƒ“ƒg‚Ì•¶—•‹@”\‚ð—•‰ð‚·‚é‚½‚ß‚É•AƒŠƒ“Ž_‘ãŽÓ‚É’•–Ú‚·‚é‚±
‚Æ‚Í—LŒø‚ÈŽè’i‚Æ‚È‚é‚ÆŽv‚í‚ê‚é•B‚³‚ç‚É‹ß”N•A•y•ê‚Å‚Í—l•X
‚È‰h—{Œ¹‹Q‰ì‰º‚É‰t–E“à‚Å‚Ìƒ^ƒ“ƒpƒNŽ¿•ª‰ð•En•H•ì—p‚ª—U“±
‚³‚ê‚é‚±‚Æ‚ªŒ©•o‚³‚ê‚½•B‚»‚±‚Å•Aƒ|ƒŠƒŠƒ“Ž_‚Ì’~•Ï‚Æ•ª‰ð
‹y‚ÑƒŠƒ“Ž_‹Q‰ì‚Ì‰t–E‹@”\‚É‹y‚Ú‚·‰e‹¿‚É–±II ‚µ‚ÄˆÈ‰º‚Ì‰ð
•Í‚ð•s‚È‚Á‚½•B

ƒ{ƒŠƒŠƒ“Ž_‚Í•AŒ`‘Ô“I‚É–¾‚ç‚©‚È‰t–E‚ðŒ‡Ž¸‚µ‚½Š”‚â‰t–E–Œ
HŽµ AT Pa se ‚Ì•ÏˆÙŠ”‚Å‚Í–w‚Ç‘¶•Ý‚¹‚¸•A‚¢‚­‚Â‚©‚Ì•ÏˆÙŠ”‚Ì
•·‚Å•Û—§‚Á‚Ä‚»‚ÌŠÜ—Ê‚ªˆÙ‚È‚Á‚½•BƒŠƒ“Ž_‹Q‰ì‰º‚Å–ì•¶Œ^•y
•ê‚Í 2•E3•¢‘ã”|•B‚µ‘±‚¯‚é•B‚±‚ÌŠÔ‚ÌŠe—Å•×–E“àƒŠƒ“Ž_‚Ì“®‘Ô
‚ð31P-NMR ‚ð—p‚¢‚Ä‘ª’è‚·‚é‚Æ•Aƒ|ƒŠƒŠƒ“—•”ï—Ê‚É‘å‚«‚È•Ï‰»
‚ªŒ©‚ç‚ê‚½•B‚»‚±‚Å•Aƒ|ƒŠƒŠƒ“Ž_—Ê‚ÌˆÙ‚È‚é•ÏˆÙŠ”‚ð—p‚¢‚Ä
ƒŠƒ“Ž_‹Q‰ì‰º‚Å‚Ì•¶ˆç‚ðŒŸ“¢‚µ‚½Œ‹‰Ê•A•Å•I•×–EŽû—Ê‚Íƒ|ƒŠ
ƒŠƒ“Ž_ŠÜ—Ê‚É‚æ‚Á‚Ä‹K’è‚³‚ê‚é‚±‚Æ‚ª–¾‚ç‚©‚É‚È‚Á‚½•B‚³‚ç
‚É•A‰t–E“àƒvƒ•ƒeƒCƒi•[ƒ[Œ‡‘¹Š”‚ÍƒŠƒ“Ž_‹Q‰ì‰º‚É‹…•ó‚Ì•\
‘¢•¨‚ð‰t–E“à‚É’~•Ï‚µ‚½•B•¶‰»Šw“I‰ð•Í‹y‚Ñ“dŽqŒ°”÷‹¾‚ð—p
‚¢‚ÄŒŸ“¢‚µ‚½Œ‹‰Ê•A‚±‚ê‚ç‚Í’‚‘fŒ¹‚Ü‚½‚Í’Y‘fŒ¹‹Q‰ìŽž‚ÉŠÏ
Ž@‚³‚ê‚éŽ©•H‘Ì (Autophagic ‰Ády) ‚Æ“¯•[‚Å‚ ‚é‚±‚Æ‚ªŽ¦‚³‚ê‚½•B
Ž©•H•ì—p‚ÍƒŠƒ“Ž_‹Q‰ì‚É‚æ‚Á‚Ä‚à—U“±‚³‚ê•A•×–E‚Ì•¶‘¶‚É•K
•{‚Å‚ ‚é‚±‚Æ‚ª–¾‚ç‚©‚É‚È‚Á‚½•B

2pFOl 
•…’†•À‚Ñ‚É‹C’†”|—{ƒCƒl—c—t•â‚Ì•¬’·‚ÆƒAƒvƒVƒWƒ“Ž_ŠÜ—Ê

”Õ•®—²Œs•C‘•“c–F—YI P. E. Pilet2 (‘å•ãŽs‘å•E—••E•¶•̈ •C

l ’ é ’ Ë Ž R ’ Z ‘ å • E • H • i ƒ • • [ ƒ U ƒ “ ƒ k ‘ å )

ƒCƒl—c—t•â‚Ì•L’·•¬’·‚Í•…’†‚Å’˜‚µ‚­‘£•i‚³‚ê‚é•B‚±‚Ì

•…’†‚Å•A‚Ì‘¬‚¢•L’·•¬’·‚Í•A’áŽ_‘f”Z“x•A“ñŽ_‰»’Y‘f‚Ì’~•Ï•A

•‚—Í‚É‚æ‚éŽ©•d‚ÌŒyŒ¸‚È‚Ç‚É‚æ‚è•”•ª“I‚É•à–¾‚Å‚«‚é•B‚±

‚ê‚ç‚ÌŠÂ‹«—vˆö‚Ì•Ï‰»‚Í•A—l•X‚È•A•¨ƒzƒ‹ƒ‚ƒ“‚Ì‘ãŽÓ‚â•ì

—p‚Ì•C•ü‚ð‰î‚µ‚Ä•¬’·‚É‰e‹¿‚·‚é‚Æ•l‚¦‚ç‚ê•A•]—ˆ‚Æ‚­‚É

ƒGƒ`ƒŒƒ“‚âƒI•[ƒLƒVƒ“‚ÌŠÖ—^‚ªŽw“E‚³‚ê‚Ä‚«‚½•B‚µ‚©‚µ•A

•¬’·—}•§ƒzƒ‹ƒ‚ƒ“‚Å‚ ‚éƒAƒuƒVƒWƒ“‘à(”ª B A) ‚Ì“­‚«‚É

‚Â‚¢‚Ä‚Í‚Ù‚Æ‚ñ‚Ç‰ð–¾‚³‚ê‚Ä‚¢‚È‚¢•B‚»‚±‚Å•A G C - M S

‚ð—p‚¢‚Ä A B ”ª“à•¶ƒŒƒxƒ‹‚Ì’è—Ê‚ðŽŽ‚Ý‚½•B

—¼•M—{•ðŒ•ƒh‚Å•¶ˆç‚³‚¹‚½ƒCƒlŒ¶j —t•â‚É 'H •C- A B A ‚ð

“à•”•W•€‚Æ‚µ‚Ä‰Á‚¦•A•í–@‚É‚æ‚è A B A ‰æ•ª‚ðtlll •o‚µ‚½Œã•A

G C - M S ‚ð—p‚¢‚Ä’è—Ê‚µ‚½•B—c—t•âl –{“–‚½‚è‚Ì A B A

—Ê‚Í•¬’·‚É”º‚Á‚Ä‘•‰Á‚µ‚½‚ª•A•¶•d—Ê‚ ‚é‚¢‚ÍŠ£•d—Ê“–‚½

‚è‚Å‚Í’á‰º‚µ‚½•B A s A ƒŒƒxƒ‹‚Í•A‚Ç‚Ìƒx•[ƒX‚ÅŒ©‚Ä‚à•A

•¬’·‚Ì’x‚¢‹C'1'•è—{—c—t•â‚Ì•û‚ª•‚‚­•A—¼ŽÒ•·‚Ì•·‚Í“Á‚É

•¬’·‚Ì•‰Šú‚É‘å‚«‚©‚Á‚½•B‚Ü‚½•A A B ”ªƒŒƒxƒ‹‚Í•A‹C'1 1!{ Žç
™
�Ýÿ��) �J�~ —i�f�1 0g0o�Ýÿ��) �J „I—˜0nQHzï0f�-šØ0O0�Wú•è0kT�0K0F0k0W0_0L

‚Á‚Ä’á‰º‚µ‚½‚ª•A‚»‚Ì‚æ‚¤‚ÈŒù”z‚Í•A•…’†”|—{—c—t•â‚Åt
lƒŠJI Žˆ‚Å‚È‚©‚Á‚½•BˆÈ•ã‚ÌŒ‹‰Ê‚æ‚è•A•…’†‚É‚¨‚¯‚éƒCƒl—c—t

•â‚Ì•¬’·‘£•i‚É‚Í•A A B A ‘ãŽÓ‚Ì•Ï‰»‚É‚æ‚é‚»‚Ì“à•¶—Ê‚Ì

’á F‚ªŠÖJ—^‚µ‚Ä‚¢‚é‚Æ•l‚¦‚ç‚ê‚é•B
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ƒAƒJƒoƒ“ƒJƒs‚ÌŒ´ŒŽ̀¿—¬“®‘¬“x‚É‚̈ ‚æ‚Û‚·ƒI•[ƒLƒVƒ“•A

ƒWƒxƒŒƒŠƒ“‚̈ ‚æ‚ÑƒTƒCƒgƒJƒCƒjƒ“‚Ì•ì—p
•x“c•••D•A—é–Ø”ü••\•‚̂ æ—zŽq 1 •A’†‘º‘ì‘¢•A’†‘º‹PŽq 1

(•º˜a–ò‘å•A•¶•¨“ú•—‘å•A—••A•¨•¶)

‚±‚ê‚Ü‚Å‚É•AƒAƒJƒoƒ“ƒJƒs‚Ì•ª•¶Žq”­‰è‰ß’ö‚̈ ‚æ‚Ñ”­‰è‚É
‘±‚­Žá‚¢‹ÛŽ…‚Ì•L’·‚É•AƒI•[ƒLƒVƒ“•AƒWƒxƒŒƒŠƒ“‚̈ ‚æ‚ÑƒTƒC
ƒgƒJƒCƒjƒ“‚ª•A”­‰è‚ð‚Í‚â‚ß•A‹ÛŽ…‚Ì•L’·‚ð‘£•i‚·‚é‚±‚Æ‚ð
•ñ••‚µ‚½•BƒAƒJƒoƒ“ƒJƒs‚Í•AƒCƒ“ƒh•[ƒ‹•|Ž_ (IAA) •AƒWƒxƒŒƒŠ
ƒ“A) (GAJ) ‚̈ ‚æ‚ÑƒAƒvƒVƒWƒ“Ž_ (ABA) ‚ð•¶ŽY‚·‚é‚±‚Æ‚ª•AƒK
ƒXƒNƒ•ƒ}ƒgƒOƒ‰ƒtƒĈê̂êƒ}ƒXƒXƒyƒNƒgƒ•ƒ•ƒgƒŠ•[ (GC-MS) ‚É‚æ
‚èŠm”F‚³‚ê‚Ä‚¢‚é•B‚Ü‚½•AƒTƒCƒgƒJƒCƒjƒ“—l•̈Ž¿‚Ì‘¶•Ý‚à•‚
‘¬‰t‘ÌƒNƒ•ƒ}ƒgƒOƒ‰ƒtƒB•[ (HPLC) ‚̈ ‚æ‚Ñ•¶•̈ŒŸ’è‚É‚æ‚èŠm”F
‚³‚ê‚Ä‚¢‚é•B•¡‰ñ‚Í•A‹ÛŽ…•L’·‚É”º‚¤Œ´ŒŽ̀¿—¬“®‚É’•–Ú‚µ•A
Œ´ŒŽ̀¿—¬“®‘¬“x‚É‚̈ ‚æ‚Û‚·ƒI•[ƒLƒVƒ“ (IAA ƒ€4-D ‚̈ ‚æ‚Ñ
NAA) •AƒWƒxƒŒƒŠƒ“(GA •C)‚̈‚æ‚ÑƒTƒCƒgƒJƒCƒjƒ“ (KIN •Ct-Z ‚̈‚æ
‚ÑBAP) ‚Ì•ì—p‚É‚Â‚¢‚Ä’²‚×‚½•BŠ¦“V•ã‚É‚̈ ‚æ‚» 10 ŒÂ‚Ì•ª•¶
Žq‚ð•ÚŽí L •A26 "ĈÃ••’†‚Å•A 22 ŽžŠÔ”|—{‚ð•s‚Á‚½Œã•A‚»
‚ê‚¼‚ê‚Ì•¬’·’²•ß•̈Ž¿‚ð‰Á‚¦•A 2 ŽžŠÔŒã‚ÉŒ´ŒŽ̀¿—¬“®‚Ì‘¬“x
‚ðƒsƒfƒIƒVƒXƒeƒ€‚ð•Ú‘±‚µ‚½Œ°”÷‹¾‚ð—p‚¢‚Ä•A‹ÛŽ…‚Ì•æ’[‚©
‚ç‚̈‚æ‚» 25 0ƒÊm‚̈‚æ‚Ñ 75 QƒÊm‚ÌŒ´ŒŽ̀¿—¬“®‚ð‘f‘•‚­
ŠÏŽ@‚µ‘ª’è‚ð•s‚Á‚½•B IAA •C2•C4 -D ‚̈ ‚æ‚Ñ NAA (1•E1Op.M)•A
GA) (l QƒÊM) •AKIN •Ct-Z ‚̈‚æ‚Ñ BAP (l Q-l00ƒÊM) ‚ÍŒ´ŒŽ̀¿—¬“®‘¬
“x‚ð‚Í‚â‚ß‚½•B•RƒI•[ƒLƒVƒ“ 2•l 6-T (l OOƒÊ M)‚Í•AŒ́Œ̀Ž¿—¬“®
‘¬“x‚ð’̃ ‚µ‚­—}‚¦•A‚±‚Ì—}•§Œø‰Ê‚Í IAA (1•‡ ƒÊM)‚É‚æ‚è‰ñ•œ
‚³‚ê‚½•BŒ´ŒŽ̀¿—¬“®‘¬“x‚É‚̈ ‚æ‚Û‚· IAA( lO ƒÊM)‚Æ t-Z(l00 ƒÊM)
‚Ì‘ŠŒÝ•ì—p‚Í•A‘Š‰Á“I‚Å‚ ‚Á‚½•B

2pF03 
ƒGƒ“ƒhƒE‰è•¶‚¦‚ÌŒs•L’·•”ˆæ‚É‚¨‚¯‚éƒWƒxƒŒƒŠƒ“‚É‚æ‚é“œ’~•Ï

‘£•i‚ÆƒCƒ“ƒxƒ‹ƒ^•[ƒ[Šˆ•«‚Ì•ã•¸ˆêƒCƒ“ƒxƒ‹ƒ^•[ƒ[‚Ì•¸•»ˆê
•é—¦Œ’•••A‹•Œ´•G•A•ã‰ñ•ƒˆê•A•_•ã•·ˆê˜Y1

(‘ÎŒ©‘¶—§‘å•E‘•‰È•E•¶–½•A 1‘å•ãŽs‘å•E—••E•¶•¨)

‰‰ŽÒ‚ç‚Í•AƒGƒ“ƒhƒE‰è•¶‚¦‚É‚¨‚¢‚ÄƒWƒxƒŒƒŠƒ“‚ªŒs•L’·•”ˆæ
‚É‚¨‚¯‚é“œ‚Ì’~•Ï‚ð‘£•i‚µ•A’~•Ï‚³‚ê‚½“œ‚Í•Z“§•¨Ž¿‚â•×–E•Ç
‘½“œ‚Ì•‡•¬ŠîŽ¿‚Æ‚µ‚Ä‹@”\‚·‚é‚±‚Æ‚ð–¾‚ç‚©‚É‚µ‚Ä‚«‚½•B‚³‚ç
‚É•A GA‚É‚æ‚é“œ’~•Ï‘£•i‚ÆŽtŠÇ‚©‚ç‚Ì“œ‚Ì unloading ‚ÉŠÖŒW‚·‚é
‚Æ•l‚¦‚ç‚ê‚Ä‚¢‚é‰Â—n•«ƒCƒ“ƒxƒ‹ƒ^•[ƒ[Šˆ•«‚Æ‚Ì–â‚É•‚‚¢‘ŠŠÖ
ŠÖŒW‚ª‚ ‚é‚±‚Æ‚ðŒ©‚¢‚¾‚µ‚½•B‚»‚±‚Å•AƒWƒxƒŒƒŠƒ“‚É‚æ‚é“œ’~

•Ï•§Œä‹@•\‚É‚¨‚¯‚éƒCƒ“ƒxƒ‹ƒ^•[ƒ[‚Ì–ðŠ„‚ð–¾‚ç‚©‚É‚·‚é–Ú“I
‚Å•AƒCƒ“ƒxƒ‹ƒ^•[ƒ[‚Ì•¸•»‚ð•s‚Á‚½•B

ƒGƒ“ƒhƒE•ã’_Ž²‚©‚ç‰Â—n•«ƒCƒ“ƒxƒ‹ƒ^•[ƒ[‚ð’Š•o‚µ•A—°ˆÀ‰–
•Í‚ÌŒã•A Butyl-Toyopearl •CConcanavalin (Con) A Sepharose •C 
Hydroxyapatite •C‚̈ ‚æ‚Ñ Superd ”bx 200 ƒJƒ‰ƒ€ƒNƒ•ƒ}ƒgƒOƒ‰ƒt

ƒC•[‚ð•s‚¢•A”äŠˆ•«‚Ä•£ 150 ”{‚Ü‚Å‚É•¸•»‚µ‚½•BƒCƒ“ƒxƒ‹ƒ^•[ƒ[
Šˆ•«‚ª Con AƒJƒ‰ƒ€‚É‹z’…‚·‚é‚±‚Æ•A‚¨‚æ‚ÑƒQƒ‹•\‹ÉƒNƒ•ƒ}ƒgƒO
ƒ‰ƒtƒB•[‚ÌŒ‹‰Ê‚©‚ç•AƒGƒ“ƒhƒE‚Ì‰Â—n•«ƒCƒ“ƒyƒ‹ƒ^•[ƒ[‚Í•A•ª
Žq—Ê‚ª‚¨‚æ‚» 70 •C000 ‚Ì“œƒ^ƒ“ƒpƒNŽ¿‚Å‚ ‚é‚Æ•„’è‚³‚ê‚½•BŠˆ•«
”Ÿ•ª‚ð‚³‚ç‚É•A HPLC —pHydroxyapat i te ‚̈ ‚æ‚Ñ Mono QƒJƒ‰ƒ€

‚ð—p‚¢‚Ä•¸•»‚µ‚½Œã•A“™“d“_“d‹C‰j“®‚ð•s‚Á‚½Œ‹‰Ê•A“™“d“_‚ª
–ñ 6.8 ‚Æ 7.1 ‚Ì 2Ží—Þ‚ÌƒCƒ“ƒxƒ‹ƒ^•[ƒ[‚ª‘¶•Ý‚·‚é‚±‚Æ‚ª‚í
‚©‚Á‚½•B SDS-PAGE ‚ÌŒ‹‰Ê•A‚¢‚¸‚ê‚àƒTƒvƒ†ƒjƒbƒg•\‘¢‚ð‚Æ‚é‚à
‚Ì‚Æ•„’è‚³‚ê‚½•BŒ»•Ý•AƒCƒ“ƒyƒ‹ƒ^•[ƒ[‚Ì‚³‚ç‚È‚é•¸•»‚ðŽŽ‚Ý
‚Ä‚̈ ‚è•A‚»‚ÌŒ‹‰Ê‚ð•¹‚¹‚Ä•ñ••‚·‚é•B



2pF04 
トウモロコシ芽生え葉のインベルターゼ活性の発現と

ジベレリンとの関係

二重~室、持俗勇治 (理研・フロンテイア・ホルモン機能)

植物ホルモンのジベレリンは、種々の植物の茎の生長に重

要なf交割を果たしていることが知られている。しかしながら、

同じ生長現象でも棄の伸長・展開生長におけるジベレリンの役

割は、よく解かっていない。茎の生長ではシュークロース代謝

に関連する酵素群の活性と生長に相関関係があることが報告さ

れており、これらの酵素が業の成長にも関与していることが予

怨された。今回は、業の伸長・展開生長時のシュークロース分

解酵素、インベルターゼ、について、この酵素の活性発現とジ

ベレリンとの関係について報告する。材料は、トウモロコシ(

CV. W64A)芽生えの葉を用い、ジベレリン生合成の阻害剤ウ

ニコナゾール(lO-SM)は、種子吸水時に9時関与えられ

た。種子発芽後、第2葉の長さとインベルターゼ活性を測定し

た。その結果、発芽5日目では、コントロール区と比較し、葉

の長さに大きな差は認められなかった。その後、コントロール

区では、 8日目まで葉の伸長と生重量の増加が続くが、これら

は、ウニコナゾール処理によって阻害された。たとえば、発芽

後7日目には、伸長の40%、生重量の30%阻害が見られた。

一方、酸性インベルターゼ活性は5日目に高活性が見られ、そ

の後、徐々に減少した。この活性もまたウニコナゾール処理に

よって阻害された。この阻害率は、生重量における阻害と一致

していた。

2pF05 
イネ由来インベルタ ゼのモノクロ ナル抗体の作製

石沢公明 (東北大・理・坐物)

エチレンは、イネ (Oryzasativa L.)芽生えの脹盤か
ら幼葉鞘ヘのスクロースの転流量を増加させる。幼葉鞘

でスクロースは、インベルターゼ(INV)により加水分解
される。乙の糖含量の増加は、幼葉鞘の成長促進と密接

に関連している。イネ幼葉鞘での糖転流の調節を解明す

る上で、 INVの性質を理解するごとが重要となった。

幼葉鞘は、ゲルi慮過法により分けられる 2種の可溶性
の酸性INVと、細胞墜に強く結合したものを持つ。その

中で、成長に伴い異る活性変動をする 2種の可溶性INV
の精製試料は、 SDS-PAGEにより複数のポリペプチドに分

離する。この可溶性INVのポリペプチド構成を決定する
ために、 INVのモノクロ ナル抗体の作製を試みた。

部分精製した可溶性INVのSDS-PAGEで分離される主要
ポリペプチドを溶出し、マウス (BALV/c)を免疫した。

その牌臓B細胞をミエローマ細胞 (Sp2/u-Ag14，JCRB細
胞バンクより入手)と融合、 ELISA法でスクリ ニング

することにより、 7種類の抗体産生ハイブリド マをク

ロ ニンゲした。その内5つの抗体は、多数のポリペプ

チドと交差反応することから、糖鎖を認識している可能

性が高い。これら抗体を用いた、イネのインベルタ ゼ

分子についての検討結果を報告する予定である。
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2pF06 
ダイコン座軸における重力屈性の聯帥鱗

三田高志、三好泰博1 (静岡県立大・食品栄養・ 1国際関係)

植物の根は、正の重力属性を示すが、この場合には根冠部の

デンプン粒を含むアミロプラストが重力方向に移動することに

より重力刺搬を感知しているとされ、その機構について多くの

仮説カ喰出されているa 一方、植物の茎は、負の重力屈性を

示すが、その場合には維管来組織に隣俊する細胞中のデンプン

粒を含む葉緑体が重力を感じているとされている。 しかしな

がら、植物の茎における重力感知の機構についての研究は、根

における研究に比べると、ほとんどなされていない。 本研究

では、顕微鏡観察により重力変化に伴う植物の茎の糊包内構造

の変化を捕らえるととを通して、重力の感気機構を解明しよう
と試みた。

材料はダイコン芽生えを使用した。 明条件、暗条件のどち

らで成育した芽生えでも、維管束組織のすくす峨IJに位置する、

皮膚の最内部の特定の細胞にのみ、重力府蹴により移動する特

別な色素体が含まれるととが明らかになった。 この色素体の

移動は、重力の方向の変化によって茎が屈曲し始めるよりも以

前に起こった. これらのことは、との色素体の移動が腔輔の

重方感知機構の一部として働いているごとを示唆している。

しかしながら、ごの色素体には、従来いわれているようなデン

プン粒は含まれていなかった。 このごとから、重力期臓の感

知にデンプン粒は必要なく、重力刺激は、色素体と他の細胞内

オJレガネラとの位置関係や相互作用を通して感知されると考え

られる。 とのような鋭長から、従来の重力感知の仮説を慌正

した結果について述ベる。

2pF07 
シロイヌナズナの茎の重力屈性反応の解析
深城英弘、国抵昌生、藤津久雄 (京大・理・植物)

植物の茎は重力刺激に対して負の屈性を示す。この反応は
(1)重力刺激の感受、 (2)刺激の伝達、 (3)茎の伸長成長
反応という 3つの段階から成り立つが、それぞれの過程にお

ける分子機構についてほとんどわかっていない。そこで私た
ちは茎の重力屈性を制御する分子機梼を理解するために、シ
ロイヌナズナを用いて遺伝学的解析を進めている。本研究は
その第一段階として、この植物の茎の重力屈性反応につい
て、その基本的な生理学的性質を解析した。ロセ、ット形成後
に伸長する花茎を23'C暗条件下で水平方向に倒して重力刺激を
与えると、 90分間で重力とは反対方向(上方)に約90度の屈
曲反応が起こる。この花茎の屈曲は先端下部の最も伸長が盛
んな部位でまず観察され、刺激を与え続けると屈曲部分は花
茎の基部へ移動した。根・葉・花・花芽・茎頂を取り除いた
伸長部位を含む花茎の切片も同様に屈曲した。これらは花茎
が重力刺激を感受することを示唆している。またこの反応に
必要な最小刺激時間は短く(10分以内)、しかも最初の反応
が現れるまで与え続ける必要はなかった。さらにこの反応は
4'Cで阻害されたが、 4'Cで重力刺激を感受した茎を23'Cへ移す
と刺激がなくても反応した。これは刺激の感受は4'Cでもでき
るがその後の段階に低温 (4'C)で阻害される過程があること
を示している。またこの2裏切片の反応は外からオーキシンを
与えると促進されるが、オーキシン移動阻害剤で抑制され
たロこのことは茎の内生オーキシンの量と移動が刺激の伝達
か茎の伸長成長に関与することを示唆する。なお屈曲反応中
の茎の伸長を調べたところ、屈曲は伸長部位における成長の

差によって生ずることもわかった。



2pF08 
シロイヌナズナの茎の重力屈性異常突然変異株の単離

盗雄茎弘、田坂昌生、藤津久雄 (京大・理・植物)

植物の茎が重力刺激に対して負の屈性を示すことはよく知

られているが、その分子機構についてほとんどわかっていな

い。そこで私たちは茎の重力屈性を制御する分子機構を理解

するために、シロイヌナズナを用いてこの反応過程に異常を

持つ突然変異株の単離を試みた。

野生型株では花茎と脹軸が負の重力屈性を示す。特にロゼ

ット形成後に伸長する花茎を23'C暗条件下で水平方向に倒して

重力刺激を与えると、 90分後には重力とは反対方向に明瞭な

屈曲反応が起こる。そこでこの花茎の反応を指標として、

EMS処理をしたMl種子約4500個の次世代のM2植物約80000株

から、 90分間の重力刺激に対して全くあるいはわずかしか反

応を示さない変異株を12系統単離した。このうちすでに遺伝

学的解析を終了した5系統は3つの異なる遺伝子座の劣性変
異によるものとわかり、変異株をそれぞれ sgrl、sgr2-1、sgr2・

2、sgr2-3、sgr3 主.hootmavitropism)と名付け、対応する遺伝

子座を SGRl、SGR2、SGR3とした。 sgrlは花茎の伸長率が

野生型より小さく、花茎も脹軸も重力屈性を示さない。 sgr2-1

も花茎、経軸ともに重力屈性を示さず、花茎は屈曲しながら

伸長する。それに対してsgr3の花茎は重力屈性をほとんど示

さないが怪軸は正常な負の屈性を示す。このことは花茎と匹

軸の重力に対する反応機構の一部が遺伝的に同一ではないこ

とを示している。さらにこれら 3つの変異株はすべて、根の
重力属性・花茎と経軸の光屈性は正常であることから、 SGR

遺伝子群は茎の重力屈牲に特有な反応過程の制御に関わると

考えられる。

2pGOl 
乾燥により誘導されるシロイヌナズナのカルシウム依

存性プロテインキナーゼのクローニングと機能解析

片桐健'，'、補尾剛'，3、溝口剛'，'、篠崎和子..，、林田信明 1、平

山隆志¥遠藤織太郎2、篠崎一雄， ('理研・植物分子、 2筑波

大・農林、 3大同ほくさん、 4筑波大・生物、'農水省・国際農研)

乾燥ストレスの受容から遺伝子発現に至るシグナル伝達系には、

ABAを介する経路とCa2+等の 2次メッセンジャーを介する経路が

あると考えられている。本研究では、乾燥ストレスにおけるCa2+の

作用機序を分子レベルで解明することを目的に、 Ca2+を介する情

報伝達に重要な役割を呆していると考えられるCa"結合タンパク

質の解析を進めているo 今回報告するのは、乾燥ストレスにより

活性化するCa"依存性プロテインキナーゼ (CDPK)である。

CDPKは、植物特有のキナーゼであると考えられており、 Ca"結

合領域を持つ。既知のCDPK問でよく保存された領域に相当する

合成オリゴを用いてPCRを行い、得られた断片をプロープとし、

乾燥処理をしたシロイヌナズナcDNAライプラリーをスクリーニ

ングした車古果、 n重のcDNA(ATCDPKl，ATCDPK2)をクローニ
ングした。 ATCDPKl、ATCDPK2共にN末端側に既知のプロテイ

ンキナーゼと高い相向性をもっ触媒領域と、 C末端側にCa"の結

合に関与するEF-h叩d構造を有する調節領域をもっていた。ノー

ザン法による解析の結果、乾燥処理及び高塩濃度において急速に

誘導されたカえ ABA処理においては顕著な誘導が見られなかった。

大腸菌で発現したATCDPK2タンパクは、 Ca2+-依存的にカゼイン、

ヒストン、 MBPをリン酸化した。さらにATCDPKl、ATCDPK2

に対する抗体を作成し、乾燥による誘導に関してタンパクレベル

の解析を進めている。
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2pG02 
葉緑体ribonucleopro防in(RNP)・mRNA複合体の生理機能調節に
おけるカゼインキナーゼII(CK-II)の果たす役:割

金勝一樹.道家建二郎，宗像治川上一茂大槻健蔵Z

布置実議養生物J東北大厨仁北里大衛生・遺伝生化)

前本学会(金沢1993)で、転写調節において重要な生理的役

割を演じているCK-IIが、葉緑体に存在する分子量34kDaの

DNA結合性タンパク質(p34)を特異的にリン酸化することを

報告した。今回、葉緑体遺伝子の発現制御におけるCK-IIお

よびp34の生理的役割を明らかにする目的で本研究を行なっ

た。ホウレンソウの葉緑体(約lkg)より1.0MKClを含むBuffer

(pH7.4)で抽出されたタンパク質画分から、各種カラムクロマ
トグラフィーで部分精製したp34を、 DNA-cellulos巴および

Mono Q(HPLC)により単一polypeptideまで精製した。精製p34

は、 (I)RNAおよびDNAに対して結合活性を持つこと、およ

び(2)N末端のアミノ酸部分配列が、葉緑体mRNA3'末端の

in verted repeat配列を認識し3・プロセシングを制御するRNA結

合因子[28RNP(28kDa)]の配列と95%以上の相同性があること

から、 RNPファミリーの一つであると同定された。またin
vitroでのCK-IIによるp34のリン酸化はdsDNA(caIfthymus)存在

下で約12倍、 poly(rG)で約4倍促進された。 CDスペクトルの

解析から、この促進効果はp34とRNAまたはDNAとの結合に

よるp34の立体構造の変化によって誘導されることが明らか

になった。さらにp34の特異抗体を用いた実験で、 RNPは植

物種に共通して葉緑体に存在するCK-IIのリン酸化polypept泌e

として検出された。以上の実験結果から葉緑体mRNAの転写

後制御の過程でRNP-mRNA複合体の生理機能の調節に、 CK-

IIが重要な役割を演じていることが示唆された。

2pG03 

Arabidopsis MAP kinas巴familyの解析

溝口岡IJ'、z、林田信明¥篠崎利子1、3、鎌田博2、篠崎一雄 1

('理研・植物分子、 2筑波大・生物、 3農水省・国際農研)

MAP kinaseは種々の細胞増殖因子の刺激で共通に素早く活性化

する40-45KDaのセリン/スレオニンキナーゼである。さらに細胞

周期のM期にも活性化するなど広くさまざまなシグナル伝達系で

機能することが明かになってきている。

我々は高等植物ArabidopsiS1J、らPCR法を!tlいて、 MAPkinaseと

相向性をもっ2種類のcDNA(ATMPK1，ATMPK2)を単離し、大腸

菌内で発現させた不活性型ATMPKl' ATMPK2は、 XenopusMAP

kinase kinascによりセリン/スレオニン/チロシン残基がリン酸化さ

れ、 MBPkinase活性が上昇することを示した(昨年度日本植物生

理学会)。さらに我々はMAPkin出eと相同性をもっcDNAを新た

に5種類似TMPK3-7)ArabidopsiS1J'ら単離し、高等植物において

MAP kinaseがgenefamilyを形成していることを明らかにした(昨

年度日本分子生物学会)。今回我々はMAPkinaseと相向性をもっ

cDNAを新たに2種類(ATMPK8，9)単離した。 ATMPKI-9はアミノ

酸西日列レベルでは相互に45-85%の相向性を示し、動物や酵母で

今までに報告されているMAPkinaseと42-52%の相同牲を示した。

これら9種類のMAPkinaseの転写産物量は植物の各器官において、

またさまざまな外界刺激によってそれぞれ異なる制御を受けてい

ることをNor出em法を用いた解析から明らかにした。



2pG04 
イネ由来の低分子量GTP結合タンパク質遺伝子導入タノtコ

で観察される傷ストレス異常応答

単島広蓋ニ佐野浩2 S.Yousscfian2，大島正弘仁木智前，石塚

時造大橋祐子3 。筑波大・応生化，弓k田県立農短大・生工研，

'農水省・生物研)

現在，我々は境死病斑形成ストレスに伴って誘導される

PR・1タンパク質遺伝子の発現調節に関する研究を行なって

いる。イネより単離されたGTP結合タンパク質遺伝子.rgpl 

を発現させたタバコではサイトカイヱンの代謝異常を示唆す

るような形態変化が観察された。そこで，サイトカイニン

による転写活性化が報告されている多数の遺伝子の発現量を

この組換え体を用いて調べたところ，元々発現していない筈

の酸性PRタンパク質遺伝子群のみが多量に発現し，通常傷で

効率的に誘導される筈の塩基性PRタンパク質遺伝子群はこの

組み換え体ではその発現が抑制されていた。この組換え体に

おける傷によるPRタンパク質遺伝子発現のシグナル伝達機構

を調べるために，業に傷をつけサリチル酸(SA)とその配糖体，

サリチル酸-s-グルコシド(SAG)を経時的に定量したところ，

傷処理業では両者の顕著な増加が起こり， しかも，これらの

増加は処理葉の上下の無傷菜でもPR-lタンパク質の増大と共

に認められた。また，傷処理した組換え体中ではその発現が

抑制されている塩基性PRタンパク質の誘導剤であるエチレン

についてその生合成経路が阻害されているかどうかを調べた

ので報告したい。

2pG05 
シロイヌナズナ低分子量GTP結合タンパク質の生化
学的特徴

広差是.!!B.，エパロル・ T・アスプリア松井市三
内宮博文1

(北大・理・植物東大・分生研・細胞機能，

2日本医大・老研・分子生物)

本研究では、シロイヌナズナからw離した低
分子量GTP結合タンパク質遺伝子(仰)がコードす
るARAタンパク質の生化学的性質を明らかにした。

すなわち部分欠損および点突然変異を導入したミュ

ータントタンパク質を作製し、 GTPに対する結合性
および加水分解活性を検定した。その結果、 ARAタ
ンパク質はGTPを特異的に結合し加水分解する活性
を示すが、 Asn'25をlleへ置換したものではGTPの結合
活性が減少し、 Gln

71
をLeuへ置換したものではGTPの

加水分解活性が減少することが切らかになった。

また、シロイヌナズナおよびタバコ培養細胞

中にこれらのタンパク質のGTP1Jn水分解活性を増大
させる因子が存在することを見いだした。

さらに、蛍光抗体法により ARAタンパク質は、
細胞内小胞に局在することが示された。
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2pG06 
原形質連絡を通じた植物細胞聞の核酸、

タンパク質の移動

産昼j盈， 1 Donna Giesman-CooIaneyer， 1 Steven Lommel， 

2Biao Ding， 2William J. Lucas (東大・農・農化，INCSU，

2UCD) 

多細胞生物である高等植物の個体維持、機能発現

には多くの細胞の協調が必須であり、個々の細胞間

での情報の交換が重要である。高等植物には原形質

連絡と呼ばれる細胞壁を貫く構造体があり、細胞聞

の車唐、イオンなど低分子物質の輸送経路となって

いることが示されてきた。高分子物質であるRNAを
ゲノムとして持つ多くの植物ウイルスは細胞聞の移

動に原形質連絡を用いることが知られており、

movement proterin(MP)と呼ばれるRNA分子を原形質連
絡を通過させる機能を持つタンパク質をコードして

いる。一部のウイルスではMPが原形質連絡に局在し、
RNA結合能を持つことが知られている。演者らはRed
Clover Necrotic Mosaic VirusのMPを利用したマイクロ
インジェクションによって原形質連絡を通じてタン

パク質， RNAが通過出来ることを直接的に証明した
ので報告する。本実験はタンパク質やRNAの情報、
機能を担うことの出来る物質が細胞聞を往き来する

ことが出来ることを示しており、多細胞生物ではこ

れまで例の知られていない機構による、細胞機能の

相互制御が行われていることを示唆している。

2pHOl 
光阻害光化学系II(PS II )に対する還元側電子伝送系の再活性化

星田自車、豊島喜則(京大大学院、人間・環境学)

PS IIを強光にさらすとその電子伝達活性が不可逆的に減少
する。この光損傷の現象は光化学反応中心の酸化側と還元側

いづれかの可逆的不活性化によって誘導され、いくつかの段

階を経てDH'ン/1'ク質の不可逆的崩壊を引き起こすためであると

考えられている。酸化側が保護されている場合、 DHン}¥'ク質崩
壊はQA部位での電子伝達阻害により起こるとされるが、これ

までそれを直接証明した実験例はない。本研究では、ほうれ

ん草からDekkerらの方法により単離したpsn複合体を用いて、
酸化側の電子移動が起こる条件下では、還元組Ijの電子移動阻

害がDHンハ・ク質の分解に先立つて起こる事をQAの再構成法によ
り実証する事を試みた。

ドデシル71レトシド処理で得たQA還元活性を持つpsnJ7複合体を、
好気的およびN2置換による嫌気的条件下で強光を照射(LI-
PS II)、続いて混合可溶化部j系を用いて、反応中心(RC)から、
低分子量タンハ・ク質、キ/ン、脂質(E)を遊離させた。光照射を行わな

いPSIIも同様に処理し、それぞれの条件において得られたRC
とEを組み合わせ、 QAの再構成を行った。嫌気的条件下でも強

光照射によりPSIIのQAを介した電子移動活性は殆ど消滅する
がLI-RCにEを再構成すると、それが回復した。この結果は光
化学反応中心の不活性化に先立ってQA部位の損傷が生じるこ

とを示している。さらに解析を進めた結果を基に、 DHンハ・7質
の崩壊に先立つて起こる光阻害初期過程の還元側電子伝達阻

害機構について考察する。



2pH02 
クラミドモナス葉緑体遺伝子psbAの部位特異的形質転換;光

化学系II反応中心タンパクD1のC末切断部位のアミノ酸置換

内海恵一郎 l、高橋裕一郎L 、佐藤公行 2 (岡山大・ 1自然科

学研究科、 2理・生物)

光化学系II反応中心タンパクDlは光照射下で速い代謝回転

を行うことが知られている。このタンパクは葉緑体遺伝子

医主正当こコ ドされ、業縁体で前駆体として合成された後、そ

のC末が特異的な切断を受け成熟化する。

本研究ではこのC未の切断反応と D1の光f負傷と修復反応の

関係を旦V1VOで解析するH的で、 D1の前駆体の切断部位のC
末側のアミノ酸残基を置換した形質転換体を緑藻クラミドモナ

ス {C'hlamvdomon出¥:E且辺監)より作出した。形質転換ベクタ

ーは抗生物質耐性を与える選択マ カ を含み、医bAの大部

分を欠損したクラミドモナス葉緑体変異株FuD7を宿主に尉い

たu ベクタ はパーティクルガンで葉緑体へ導入し、形質転換

体はスベクチノマイシン耐性会指様に選択した。我々はDlの

切断部位のc--kl~のSerをそれぞれGly、 Cys、 V叫、 Pheへ置換

した形質転換体を作出した G これらの形質転換体はすべて通常

の培養条件下では野生型と同様の光合成的生育会示し、蛍光の

誘導期現象の測定でも野生株と光化学系lIi首性の変化は認めら
れなかった a 現伝、 D1の代謝回転が著しく速くなる強い光照

射下での形質転換体の光合成的生育速度やパルスチェイスラベ

ル法によるDlのプロセッシンゲの速度の解析を行っている ω

2pH03 
架橋反応を利用した光化学系II反応中心o1 .02タンパク
質の接触部位の解析

EιJ主:tE.， 佐藤公行(基生研，岡山大・理・生物〕

光化学系II反応中心は、D1，D2タンパク質，aおよび日サブユ

ニットで成るシトクロムb559ならびに殴単遺伝子産物の 5
つのタンパク成分を含む複合体として単離される。本研究
では、ホウレンソウより調製した光化学系II反応IいL、複合体
を用い、架橋実験によりその構造の解析を試みた。反応に
は、架橋距離1.1nmの架橋剤、 HMDI(Hcxamethylcne-

diisl川町late)を用いた。光化学系II反応中心複合体にHMDI

を添加すると、その濃度の増加に伴ってo1とD2タンパ
ク質のバンドが減少し、同時に、二量休に相当する位置の
バンドが増大した。一方、特呉抗体を用いる解析で、新た

に生ずるこのバンドは、 o1とD2のヘテロダイマーであ
ることが司、された。架僑部位を調べるため、この架橋産物

を抽出した後、 CNBr処理により切断し、スモールボア逆相
カラムを)甘いた高速液体クロマトクラフィーでその分解産
物のプロファイルを分析した。ついで、 o1および02タ
ンパク質単独では生じない架橋産物に独特なバンドを分取
し、そのアミノ酸配列を決定したところ、その一つはD1 

および D2タンパク質のチラコイドルーメン側に位置する
と考えられるC 木端側のアミノ酸配列の -ffsと一致した。
以上の結果にもとづき、光化学系II反応'j'心の構造について

考察した。
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2pH04 
合成オリゴペプチドを用いるDl蛋白質C末プロセ
ツシング酵素の作用機構の解析

且旦亘蓋王1、 山本由弥子1、 山下光治1、
佐藤公行1、2 (1岡山大・理・生物、 2基生研)

光化学系II反応中心の中核を担うD1蛋白質は、 C
末端に延長部分を持つ前駆体として合成され、合

成直後チラコイド内腔に存在するプロセッシング

酵素の作用で成熟化する。他方、 Dl蛋白質のC末
に相当する合成オリゴペプチドは、 invitroでこの

酵素の基質として利用され、その反応機構の解析

に用いられる。本研究では、酵素の切断部位のC末
側に位置するAla・345およびその近傍のアミノ酸を

置換した数種のオリゴペプチドを合成し、基質の

認識および切断におけるこの部位の役割を解析し

た。ホウレンソウ葉緑体から部分精製した酵素を

用いた実験で、 Ala・345のProへの置換では切断が

おこらず、 Yalへの置換では初速度が約1βに低下し

た。しかし、 Ser，Cys， Pheへの置換では切断速度に

はほとんどコントロールと差異が見られなかった。

また、 L巴u-343と11巴・346を共にAlaに置換した基質

では切断は見られず、前述の結果と総合して、切

断部位近傍の二次構造と疎水性がこの酵素による

認識と切断に大きな意味を持つことが示唆された。

2pH05 
D1タンパク質前駆体C末端プロセッシング酵素の精製

1彊逗宣霊松本哲山本由弥子 1，2佐麗公行 ( 1基生研，

2岡山大学・理・生物)

光化学系11反応中心のD1サプユニットは、 C末場側に延長ペ

プチドを持つ前線体タンパク貨として合成され、この延長部分

はチラコイド内腔に存在するプロテアーゼの作用により切断除

去される。本研究では、酸素発生系の構築に不可欠と考えられ

るこの過程に関与するプロテアーゼの純化を試み、最終的にそ

のN末端アミノ酸配列を明らかにした。

精製は、ホウレンソウ・チラコイド穣の超音波抽出物を出発

材料にし、 QAE-Toyopearl を用いた陰イオン交換クロマト、

ハイドロキシアパタイトクロマト、および銅イオンを結合させ

たキレートクロマト、ならびに、D1タンパク質前駆体のC末端

配列をリガンドとするアフィニティークロマトを組み合わせる

ことで行った。

精製標品は、 SDS-PAGE後の銀染色の分析で、 45kDa.

37kDa， 23kDaの3成分からなることが示されたが、低分子容

の2成分はStaphylococcusaureus V8 proteaseを用いたペプ

チドマッピングにより、 45kDaタンパクの分解産物であること

が判明した。

そこで、 45kDaタンパクをPVDF膜にプロッティングし、パ

ルスリキッド法 (ABItype 476A)でアミノ酸配列の分析を行

ったところ、 N末靖より27残基の配列が決定された。現在、本

酵素の遺伝子をホウレンソウ緑葉cDNAライブラリーからスク

リーニング中である。



2pH06 
エンドウ単離葉緑体を用いたDlタンパク質合成の光に
よる制御機構の解析

墨田産量・枠山博之 1・佐藤公行 1.2 岡山大・自然

科学、 l岡山大・理・生物、 2基生研)

光化学系H反応中心のDlサブユニットは光照射下で
高速度の代謝回転を行っており、この際、その合成は

翻訳の段階で光により制御されている。本研究は、こ

の光による翻訳制御の分子機構と生理的意義の解明を

目的として行われた。

エンドウ単離葉緑体に35S-J(etを添加することによ

り、光依存のDlタンパク質の合成が確認される。一方、

単離葉緑体に外部からATPを添加しでも、暗条件下で

は成熟サイズのDlタンパク質は認められず、代わりに、

翻訳中間産物が検出される。この中間体の蓄積は、光

照射下でもアトラジン等の光合成電子伝達阻害剤と

ATPを同時に添加した条件下では認められる。一方、

単離葉緑体を白色光で前照射すると、暗条件下におい

てもATPを添加することにより成熟型のDlタンパク質
の蓄積が認められるようになる。

以上の結果は、成熟型のDlタンパク質の蓄積を制御

する因子が光合成電子伝達反応の進行により形成され

ることを示している。

2pH07 
過酸化水素による光化学系IIDl蛋白質の暗所での分解

徳富光恵 (農水省・生物資源研)

光化学系II反応中心のD1蛋白質は強光照射下で損傷を受

け分解される。単離した系II標品に強光を照射すると、 D1 

蛋白質が分解を受けi刀VIVOと同様な23-kDaフラグメントを生

成するが、このフラグメント生成は活性酸素スカベンジャー

で大きく抑制される(Miyao-Tokutomi，M.， IBC1993)。活性酸

素自身がD1蛋白質を分解するかどうかを検討するため、暗

所での活性酸素処理の効果を調べた。

活性酸素のひとつ過酸化水素は光照射下で系II還元側で生

成することが知られている。単離系II標品(LHCIIを除いた

PSII標品、コア標品、反応中心標品)を印刷過酸化酸素で

30分間処理すると D1蛋白質と D2蛋白質が特異的に損傷を

受けた。ウエスタンブロット解析から、強光照射下と同様に、

D 1蛋白質の23-kDaフラグメントおよびD1蛋白質とチトク

ロムb559αサブユニットの架橋産物が生成することがわかっ

たO 同様のフラグメント・架橋産物生成は系Il掛票品でも観

察された。過酸化酸素自身はペプチド結合を切断できないが、

Fe2+など、の金属イオン存在下でより活性の高いヒドロキシル

ラジカル・アルコキシルラジカルを生成する。これらのラジ

カルを特異的に除くスカベンジャー(刀 propylgallate)で過

酸化水素によるフラグメント・架橋産物生成が抑制されたo

以上の結果から、光化学系II近傍で過酸化水素が生成すると

D 1蛋白質が特異的部位で切断される可能性が示唆された。
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2pH08 
光化学系IIから種々のベン、ノキノン誘準体への電子f己主反応の
角科一)r
小池裕幸、大橋美保、菓子野康治、佐藤和彦(姫工大、 I里、生

命科学)

我々は以前、単離した光化学系II複合体を用いて、種々のベ
ンゾキノン誘導体が光化学系IIのQB部位に結合し、 QAから直

接電子を受け取る事を示し、報告した。本学会ではプラストキ

ノンプールを有し、かつ光化学系II複合体が膜に埋め込まれた
1大態になっているチラコイドを材料に種々のベンゾキノン誘導
体が光{i洋系11からどのようにして電子を受け取るのか、また

QB部位への親和性は単離系II複合体と異なっているのか否かを

調べたのでその結果について報告する。

材料;説子費対生ラン色細菌Synechococcusvulcanusから調裂し

たチラコイドと粗光化学系II標品を用いた。酸素発生速度を添

加するキノンの濃度を変えて測定すると、不思J義な事に多くの
ベンソキノン誘導体で高濃度側で活性の悶害が観察された。ご

の事はベンゾキノンが遊離のプラストキノン及びQBの両方から

電子を受け取り、高濃度側での阻害はQB部位ヘベンソキノンが

結合する事によるQBから遊離のプラストキノンへの電子同室反

応が阻害されたためと考えると良く説明できた。酸素発空速度

のベンゾキノン濃度依存性からベンゾキノンのプラストキノン

及びQB部位への親和性及びそれ等との反応速度が計算できた。

チラコイド膜と単離系II標品での上に述べた測定の比較から、

基本的には両+嘉弘で同様な反応が同様な逸度で進行している事

がわかった。

2pIOl 
ヒャクニチソウ管状要素分化に関連した植物ホルモン誘導遺伝
子単離の試み
直盛皇ム、中平洋一、出村拓、福田裕穂(東北大・理・生物)

ヒャクニチソウの芽生えの第一葉から機械的に単離した葉肉
細胞は、植物ホルモンを含む分化誘導培地で培養すると高頻度
(30-40 %)かつ同調的(培養開始後 60-即時間)に管状要
素に分化する。培養開始後48時間目に、二次唆肥厚に先立って
発現景の噌加する遺伝子 (TED2-4)に関してはすでに報告され
ているが、分化初期過粍での遺伝子発現に関しては、ほとんど
明らかにされていない。管状要素分化の誘導には、オーキシン
とサイトカイニンの両ホルモンが必須であることが知られてい
るので、我々は両ホルモンがそろって初めて発現してくる遺伝
子を単離することにした。
オーキシン (NAA) のみを含む非分化誘導培地 (CN培地)で
28時間培養した細胞と、 CN培地で M 時間培養した後にサイ
トカイニンを添加し、更に 4時間培養した細胞から、それぞれ
poly(A)+RNAを抽出し dscDNAを合成した。目的とする遺伝子
は後者でのみ発現しているはずであるが、両者の違いが、培養
時間にしてわずか 4時間しかないこと、及びこの時期には分化
に伴う細胞の形態変化がまだ全く起こっていないことから、両
者のcDNAの組成はほとんど共通していることが予想された。
そこで我々は PCRを利用した subtraction法何'angand 
Brown， 1991) を用いて、両ホルモンにより up-regulation， 
down-regulation をそれぞれ受ける遺伝子を単離することを目
指した。まずPCRとsubtractionの条件を検討し、その後遺伝
子の単離を試みた。今回はこれらの実験の概略とともに、現在
とられている up-regulation 及び down-regulation を受ける
cIoneの候補の解析結果について報告する。
合 z.Wang and D.D. Brown (1991) PNAS. 88: 11505 



2pI02 
arcA遺伝子の BY・2における発現と才}キシン応答領

減の同定

五旦宣呈互主、高橋陽介、長田敏行〈東京ス学夫学院

理学系研究科〉

分子レベルでの才一キシン作用僧梅解明の第

一歩とレてタパコ活賃細胞 BY-2株よりオーキシンに

より制御される遺伝子を単離し、その骨量能及び発現制

御纏摘を解析レている。 BY-2は極めて速くi昌殖レ、

均一な細胞集団より成立する生化学的解析に適レた細

胞であり、高度な同調系ち確立されている。さらに、

万ーキシン飢餓を与えた BY・2細胞に方ーキシンを再

添加レた時の応答とレて細胞分裂が観察されるので、

細胞分裂における方ーキシンの刻果を解明するための

適レだシステムとなると期待される。 arcAはこの BY-

2細胞よりオーキシン応答遺伝子とレて単離された。

縄造解析の結果、 WD-40リピー卜を持つGタンパク

質βサブユニットファミリーに属する事が明らかと

なった。本夫会では BY-2細胞内における、ノーザン

解析による arcAの発現僚式とトランジエントアッセ

イにより同定された arcAプロモーターのオーキシン

応答領減について報告する。

2pI03 
オーキシンによって誘導される遺伝子 parCの転写に関わ
るシス領域の解析 酒井達也、高橋陽介、長田敏行(東

京大学大学院理学系研究科)

我々はオーキシンによる植物の成長制御の機構解明を目
的として、オーキシン誘導遺伝子に着目し研究を進めてい
るが、これまでにタバコ葉肉プロトプラストにおいて、
オーキシンにより発現が誘導される遺伝子をいくつか単離
している。今回はそのうちのーつ、 parC遺伝子の転写に
関わるシス領域の解析を行い、従来の他の遺伝子と併せて

オーキシンによる遺伝子発現制御機構について考察した。
parC遺伝子の転写開始位置より上流約 2kbと GUS
レポーター遺伝子との融合遺伝子を作成し、アグロパクテ
リウムを介してタバコ植物体に導入した。得られた形質転
換体の葉組織をオーキシン処理すると、 GUS活性の1-.昇
が認められた。 5'側欠失変異プロモーターと GUS遺伝
子の融合遺伝子を用いて解析した結果、転写開始位置より

上流 227bpまでをもっ融合遺伝子では、オーキシンによ
る GUS活性の上昇がみられたが、上流 84bpまで縮める
とオーキシンによる GUS活性の上昇はみられなくなった。

これより、 parC遺伝子のタバコ植物体におけるオーキシ
ン誘導に関わるシス領域は、転写開始位置上流ザ227bpか
ら-84bpまでの 143bp内に存在することが示唆された。
現在、さらにこの領域を細かく解析し、 parC以外の
オーキシン誘導遺伝子の解析結果と併せて、シス領域を絞

り込むべく研究を進めている。
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2pI04 
par8遺伝子の万一キシンに関するシス領i或の決定と

タパコ値物体での発現

重畳堕fr、長田敏行(東京大学大学院理学系〕

領物における愚ち重要な生理活性物質の一つであるオ

ーキシンは細胞分裂、形態形成等、値物の生活環の

織尽な局面に決定的な役割を果たしていると誓えられ

ており、その作用織持層の解明は値物科学における患重

要課題の一つである。我々はタバコ裳肉細胞プロトプ

ラストとタバコ活量産細胞 BY-2から才一キシンで発現

が誘導される遺伝子 parA，par8， parC， arcAをクロー
ン化して解析レてきた。

このうちpar8はその産物がグルタチオン$トランス

フエラーゼの活性を有することが明らかになっている。

また愚近シロイヌナズナの膜圏分より見出された才一

キシン結合蛋白質と parB産物とは57.4%の相同性が

容をすることが示され興味を集めている。本夫会では

par8遺伝子のオーキシンによる遺伝子活性化を司る

シス領爆の決定、タパコ値物体での発現分布と才一キ

シンに対する応答性の発生段階における変化について

報告する。

2pI05 
シカクマメ・プロテアーゼインヒピター遺伝子 5・上流領

域に存在するMARの解析

直一品孟、飯 哲夫、岩淵雅樹 (京都大・理・植物)

核マトリックスは細胞核中に見出される骨格様構造であ

り、転写、複製等の様々な核の機能に関与することが示唆

されている。また、核マトリックスに結合するDNA領域

はMAR(Matrix a<isociated region)と呼ばれ、非常にA-T塩

基対に富むことが知られている。高等植物における遺伝子

の発現調節において、核マトリックスの果たす役割を明ら

かにするためには、核マトリックスと遺伝子近傍に存在す

るMARの相互作用の解析が必要である。コムギ培養細胞

から調製した核マトリックスとの結合能を指標にして、

MARを検索したところ、シカクマメのキモトリプシンイ

ンヒピター遺伝子 (WCI-3b)S'上流領域に広範囲にわたり

核マトリックスと結合するMAR(WC1-3 b-MAR)を見出した。

WCI-3b-MARは既に報告されているMARと同様にA-T塩基

対に富み、 MARに頻出するそチーフを数多く含んでいた。

また、サウスウエスタン法により、コムギ核マトリックス

中に、このMARに結合する複数の夕ンパク質を検出した。

このWCI-3b

コ培養細胞BY-2を用いた一過性の発現系により調べたと

ころ、転写活性を上昇させることが解った。現在、この

MARの位置効果に及ぼす影響を明らかにする実験を行っ

ている。



2pI06 
シカクマメKunitz型キモトリプシンインヒピター遺伝子の
発現制御機構の解析
様帯、坂田洋 l、船田良2、安部久2、土生瑚1、

(北大、農、応用生命科学1、森林科学2)

シカクマメの成熟種子および塊根中には多量のKunitz型
キモトリプシンインヒピター (WCI)が蓄積され、また茎
においても少量のWCIタンパク質の蓄積がみられる。 WCI
の生理的役割については、まだ明らかにされてはいないが、
(1)内在性プロテアーゼの制御、 (2)昆虫などに対する
生体防御、 (3)種子貯蔵タンパク質のーつ、などが考え
られている。これまでにWCIタンパク質は少なくとも 7穫の
遺伝子からなる多重遺伝子族によってコードされているこ
と、およびシカクマメ中での主要なWCIタンパク質である
WCI-3タンパク質は極めて相向性の高い二つの遺伝子、
WCI-3aiヨよぴWCI-3b遺伝子によってコードされていること
が示されている。今回我々は、 WCI遺伝子の発現制御機構
の解明を目的として、シカクマメおよびトランスジェニッ
クタバコにおけるWCI遺伝子の発現の組織特異性を解析し
た。
抗WCI-3抗血清と蛍光色素FITCでラベルした二次抗体を
用いたシカクマメの成熟中期の種子および茎の切片の免疫
染色の結果、種子においては目玉軸、子葉の両方でWCIタン
パク質が蓄積されていること、茎では維管束組織にWCIタ
ンパク質が局在していることが示された。また、 WCI-3b遺
伝子の5'上流域とレポーター遺伝子である s-グルクロニダ
ーゼ(GUS)遺伝子を融合させたものをタバコに導入し、得
られたトランスジェニックタバコの種子および茎において
組織染色を行なった結果、シカクマメ中でのWCIタンパク
質の発現と同様なGUS活性の局在がみられた。このことか
ら、種子および茎におけるWCI遺伝子の組織特異的な発現
は転写レベルで制御されていることが示された。

2pI07 
イヰ種子発芽時におけるセリンカルボキシベプチダ ゼ遺伝子

の組織特異的発現

堅星笠重、石川 鎖(北大・地際環境科学・環境分子生物学)

セリンカルボキシベプチダ ゼ(C B P) はセリン残基を活

性部位に持つベプチド分解酵素であるが、その存在は多くの生

物に知られている。穀物植物の発芽種子においては 5種類の異

なる CBP (I-V型)が存在することが知られており、我々

の研究室においてはイネ未熟、及び発芽種子より調整した cD 

NAライプラリ より I型、 E型、及び新規の E型様 C B Pを

コードするクロ ンを同定している。これらの CB Pに対する

mRNAの種子発芽時における変動を調べるためノ ザン法、

in situ hybridization法を用いた解析を行ったところ、いず

れの CB Pもその発現時期は発芽後期に集中していたが、発現

部位においては組織特異的な傾向を示した。 I型 CB Pは茎糞

とJff盤上皮において高い発現が見られ、 E型様 CB Pについて

は発芽Jff全体で弱い発現が見られた。 E型 CB Pはジベレリン

酸誘導性遺伝子の産物として同定されたものであるがその発現

は糊粉層細胞に集中しており、区、盤上皮、茎葉、根においても

若干の発現が見られた。遺伝子解析の結果、 I型、 E型 CB P 

遺伝子ともにイネ・ゲノム内において単一に存在していること

が示されたが、イントロンの挿入部位、活性部位の比較などに

ついて両者の遺伝子についての関連性は見られなかった。これ

らの C B Pの持つ類似した触媒活性を考止ると、各々の遺伝子

が時期特異的、組織特異的な発現を行う事により良好なベプチ

ド分解活性を植物体に提供しているものと恩われる。
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2pI08 
倍数性の異なるコムギにおけるWポ童伝子のドースと結
合型デンプン合成酵素活+生の関係
O藤岡直子、和問野晃¥平知明(大阪府立大学・農学
部・閣農、 1炭化)

デンプン合成に関与する酵素の1つである結合裂デン
プン合成酵素 (Wxタンパク質)の遺伝子I士、J!f乳デン
プンのウルチ性、モチ性を支配している。しかし、コ

ムギにはそのモチ性の突然変異遺伝子は存在していな
い。この研究は、倍数性の異なるコムギにおける Wlci宣
伝子のドースと酵素活性の関係を明らかにすることを
日的した。
用いた値物は、四倍体コムギ (2n=28、AABB) 、六
倍体コムギ (2n=42、AABBDD) とその祖先種であると
されている二倍体コムギ (2n=14、AA、ss、DD)である。
開花後13日目の未熟脹乳からデンプンを精裂し、デン
プンに結合した酵素によって遊離したADPを測定する
ことによりその酵素活性を測定した。
Wx遺伝子はそれぞれのゲノムに1佃存在している。二
倍体ではゲノムによってこの酵素の分子量が若干異な
り、比活性も異なることから、構造遺伝子が異なって
いるものと恩われる。{音数体ではそれぞれのゲノムの
Wが患伝子が共優性的に発現している。 Wx遺伝子のドー

スが二倍体の2倍である四倍体コムギの酵素活性は二倍
体コムギより高い値を示したが、六倍体ではWx遺伝子
のドースが凶倍体の1.5倍であるにもかかわらず四倍体
より低い彼を示した。この結果から、四倍体にDゲノム
が加わり、六倍体が形成されてから現在までの聞に酵
素活性が調節されるような機構を獲得したととが推測
される。



一般講演

第 3E 3月30日(水)
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一般講演

第 3日 3月30日(水) 午前の部

A会場 光合成細菌(1 ) 

B会場細胞壁(2 ) 

D会場 環境応答(5 ) 

E会場 形態形成(2 ) 

F会場 成長調節物質(1 ) 

G会場 蛋白質・酵素(1 ) 

H会場 遺伝子発現(5 ) 

I会場 遺伝子発現(6 ) 
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3aAOl 
Rhodobacter sulfidophilus光捕集性色素蛋白質複合体の分光

学的特徴
土井道生，岡山繁樹(九大・教養・生物)

Rhodobacter sulfidophilusは明鎌気的生育条件下だけでな
く暗喜子気的にも機能ある光化学系を形成することができ，他

の光合成細菌あるいは好気性光合成細菌とは異なった機構で色

素および光合成器官の合成が酸素分圧によって調節されている

と考えられる.この細菌の光化学系は反応中心と二種類の光捕
集性色素蛋白質複合体 (LH1， LH 11)から構成され， Rhodo 
bacter属の細菌と共通した光吸収特性を示す.我々はこれま
で生育条件に依存して形成される光化学系の特徴を明らかにす

るため，暗喜子気的および明ー嫌気的条件下で生育した薗体より

色素蛋白質複合体を単離し分光学的特性，色素および蛋白質組

成などについて研究をすすめてきた.本細菌膜画分から両性界

面活性剤IJLauryldimethylamine-N-oxideを用いて可溶化し単
離したLH11は，他の光合成細菌から得られるLH11標品と問機
に二種類の低分子ポリペプチドα，β(52，50アミノ酸残基)

からなり，パクテリオクロロフィルa(Bchl a)とカロテノイド
を2:1の比で含んでいた。しかしこの LHII標品は， Bchl a 
ダイマーに由来すると考えられている近赤外部の長波長側吸収
帯がinvivoに比べ短波長側にシフ卜しており (852nm→
825nm) ，塩の添加、界面活性剤濃度の減少，アルカリpH
へのシフトにより可逆的に長波長側へシフ卜する (825n肝今
852nm)特徴を示した。本講演では単離 LH11で見られる塩
およびpHに依存した可逆的な吸収帯のシフトは， Bchl aが配
位していると考えられているポリペプチドのヒスチジン残基の

プロトン化のレベルにより調節されていることを報告する.

3aA02 
緑色硫黄光合成細菌生担辺恒旦民医虫E反応中心粒子の分
光学的研究

楠元範明，井上和仁¥富岡厚、桜井英博(早稲田大・教育

・生物神奈川大・理・応用生物〉

われわれは好熱性緑色硫黄光合成細菌C.tepidumより、嫌気

性の維持に細心の注意をはらうことにより、光化学的に活性

な光化学反応中心 (Rc)複合体を精製した。 RC複合体は

室温閃光照射によって酸化されるCytC55Iと 3種のFe-Sセン

ターを結合している。閃光により、また連続光により酸化さ

れるCytcはいずれも化学的に酸化されるCytcの約60%で、あ

った。室温における連続光照射実験より、 Cytc/P840=1. 7 

or 1. 2、Bchla/P840=70 or 50と計算されたoP840の60%が

光化学的に活性だと仮定すると、 Bchla/P840=42 or 30とな

るo(仮定:Cyt c B 551=20、P840 B 830=90 or 64、Bchla 
ε810=100mM-1・cm-1) 

閃光照射後の551nm(こおける吸光度の戻りは、単一成分より

なり、その速度は5mMAsc存在下ではt1/2-400msで、 O.lmM 

DPIP+ 5mM Asc存在下ではt1/2-16msで、あった O この戻りの

速度はDPIP濃度に一次反応的に依存した。また420nm-440nm

近辺における吸光度の戻りはZ成分により近似された。この

波長域における戻りの速度は、 DPIPの濃度に依存するCytc成

分と、 DPIP存在下でもっとゆっくり戻る他の成分 (Fe-Sセン

ターと思われる)から成っていた。 O.lmM DPIP+ 5mM Asc存在

下での605nmにおける吸光度の戻り (P840の酸化に対応)は、非

常に早く (t1/2<lms)で我々の測定装置の分解能以下であった。
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3aA03 
EMS処理によって得られた Roseobacterdenitrifト
£主盟突然変異株の性質

高宮建一郎，倉屋芳樹，島田裕士，塩井祐三(東工大

生命理工)

好気性光合成細菌 Ros.denitrificansは強い好気

条件下でも光合成色素を多く蓄積する。我々はこの細

菌の色素合成系の制御機備を研究するために，エチル

メタンスルフォン酸 (EM S)処理をして得た突然変
異株の性質を調べている。今回は，これらのうち興味

ある株の性質について報告する。

野性株を1.5 % EMSで 2時間処理することによっ

て，野性株より赤色の濃い株を全コロニーあたり約

0.1 %のオーダーで得た。平板培養を繰返し純粋に単

離した後も，液体培地で培養後平板に多数播くと，緑

色や黄色などの色調の異なるコロニー (0.1-10引が

生じた。また，一個の赤いコロニーの中に扇形の緑色

や黄色のセクターを含むものもかなり存在した。緑色

や黄色の株から赤色株への復帰は見られなかった。

これらのことから，この突然変異株は増殖中にさら

に変異を起こしやすく，とくにその色素蓄積の表現裂

の変異に特徴があると思われる。この変異の機構につ

いては現在までのところ不明である。色素組成など生

化学的性質についても触れる予定である。

3aA04 
光合成細菌ロドシュードモナスピリディスのクロマトホアのカロチ

ノイドの電場依存性パンドシフト

星正之内 C.C. Moser'. P. L. Duttonl 通産省・工技院'生命工学
工業技術研究所、 ペンシルパニア大学・医1)

他の紅色光合成細菌ではクロ 7 トホア中のカロチノイドが示す電

場依存性パンドシフト (Starkshift)が光照射法や塩添加法で詳しく
研究されているのに較べて、 Rhod盟竺盟盟旦笠ヱ江辺~ ではこの
様な報告は無い。 我々は~ユ江辺~のクロマトホア膜に含まれ
るカロチノイドの吸収スベクトルの電場依存性パンドシフトを検出

するため直接電場印加法を用いて実験を行つむ

デロマトホア膜を電気泳動的にITO透明電極上に固定化し乾燥させ
た後、 ポリエチレン層で被覆し、 さらに白金を蒸着して対極とした

サンドイァチ型の素子試料(電着膜)を作成 Lた。

電着膜はクロマトホア懸濁液と類似の吸収スペクト Jレを有し 30 

-IOOVの直流電場を 25ミリ秒間両電極に印加すると 400-
5 0 0 n mのカロチノイド吸収領域において電場の強さの 2乗にほ

ぼ比例したパンドシフトを示した。 このパンドシフトによる差スペ

クト Jレの形は電着膜の吸収スベクトルの一次微分成分及び 2次微分

成分を含むものと考えられた。

以上の結果より、~叫工当~のクロマトホア中のカロチノイド
分子 l立電場依存性のパンドシフトを起こす性質を有しており、今ま

でにカロチノイドのパンドシフトの測定が報告されていないのは主

としてクロマトホア膜の形状がシート状もしくは閉じていない小胞

状であるためと考えられた。



3aA05 
嫌気及び好気J音養した光合成細菌也注単盟主監坦且盟盟の
色素蛋白複合体 (LH1とLH2)の色素組成

高直皇二，嶋田敬三1 (日本医大・生物都立大・理・生物)

嫌気培養したfu!.包担註盟盟主に比べ好気培養したものは

色調が肴ミ紫色になることが知られている.そこで光合成膜を可

溶化し，電気泳動により 2種類の色素蛋白複合体 (LH1と

LH 2)を分離精製し，その色素車白或を分析した.

全てのカロテノイドを同定したところ，好気培養では既に知

られている diketo-spirilloxanthinばかりでなく monoketo-

spirilloxanthinの存在も確認できた.嫌気及び好気培養共に

B875 (LHl)と B800-860(LH2)が存在し，バクテリオクロロフ

ィルの近赤外部吸収スペクトルは培養条件によらずに各々同ー

であった.一方カロテノイド領域の吸収スペクトルは同じ培養

のLHlとLH2ではほぼ同一であり，カロテノイド車曲或もほ

ぼ同一であった.嫌気培養では spheroidene.OH-spheroidene 

が 90%近くを占め， spirilloxanthinが 10%あった.好気培

養ではケト型の spheroidenone.OH-spheroidenoneが 9側近

くを占め， monoketo-. diketo-spirillo哨 nthinが 10%近く存

在した.両方の複合体共に spheroide(no) neより OH-sphero-

ide(no)neが 2-10倍量存在した.嫌知者養で生育した菌体

を好気条件に切り替えると，複合体に結合した状態でカロテノ

イドのケ卜化が起こり，特にLH2においてLHlより早く起

きた.昨年の本年会で発表した Rhodops凶 d蜘 nas箆辿曲込旦

の場合はLHlとLH2のカロテノイド組成が大きく異なり，

今回とは違う結果であった.

3aA06 
C仏'hバ山山Irυ川j

異fが的H内Jノtクテリアルマ yト様クラス夕一形成
主以立、、r1JlijJl、嶋[lJ敬ミ、松浦克美
(都ウ大・玉里・生物、):1ニシ環境バイオ研)

[;:1内温泉より単離きれた好熱性糸状緑色党合成制的MD66
株およびY19株は、形態的 .f十周的・ j宣伝的解析から

011οrof!exus(Cfx.)属の新種であると判断されることを先に報告

した f この新種の〕色合成~宵の分光学的性質は Cfx
al1l刀打tiacllSのそれと類似していたが、その反応中心を構成し

ているベブチドの遺伝fを配列決定したところ、アミノ酸で
約百%、 DNAレベルでは約16%の走異が見られた内 HPLCによ

るカロチノイド分析から、この菌がCfx 山 r;Jntl丘CUSとは異な

り、。 carnIt'neでもy問 roteneでもないカロチノイドを主に合

んでいるのが明かとなったけこれらの結果も踏まえ、新l岩株
をCfx.aggl・egansと命名した。

Cfx. aggregansの一番の特徴はそのバクテリアルマット僚

の細菌宛(クラスター)の形成であるのこの独特な運動は卜数

分という短い時間内に起きる現象であり、 Y色合成または呼吸

によって得られるJーネルギーに依存していた。また、このク

ラスター形成速度はこの菌の成長の最適温度で最も早なっ

た。このような速い運動性はこの菌株の採集場所が温泉の流

水中のバクテリアルマットであることを反映しており、そこ

での固着生活において有利な性質であると考えられる。この

運動速度が cyclicnuc1eotide phosphodiesteraseに対する阻害物

質である IBMX(3isobutyl1methylxanthine)の添加により速
くなったことからこのクラスター形成運動の調節に環状ヌク

レオチドが関与していることが示唆される。
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3aA07 
ヘキサノール史民里クロロソームを用いたパクテリオクロロフィ

ルc高次構造再構成の時間経過
盤i臨E讐，広田雅光，三室守1，M.Mill巴1・ R.Cox2
(都立大・理・生物基生研，20denseUniv.，Biochem.lnst.) 

緑色光合成細菌の光捕集色素構造体であるクロロソームは，

パクテリオクロロフィル~の高次構造形成にタンパク質が直接
には関与していない特徴を持つ.この高次構造形成の過程を明

らかにするために，ヘキサノール即璽で高次構造を破壊したク

ロロソームからの高次構造再構成の時間経過を調べた.

材料は緑色イオウ細菌血lorolu.塑包副哩から単離したクロ

ロソームを用い，速い測定にはストップトフロー装置を用いた.

飽和濃度のヘキサノール処理により，パクテリオクロロフィ

ルcの近赤外吸収帯は747nrnにピークのある集合体型から

670nrnにピークのある単量体型に変化した.処理後ヘキサ

ノールをゆっくり除くと， 670nrnの吸収得は中間型を示さ

ずに直接749nrnの吸収帯に戻った.一方，ヘキサノール処

理クロロソームを急激にヘキサノールを含まない等量の緩衝液

で希釈すると，中閥抗態のスペクトルが観察された.中閥抗態

は， 6ミリ相磯にまず710nrn付近の肩として検出され，そ

の後ピークは710nrn(750ミリ秒)， 718 nrn (10 

秒)，733nrn (5分)， 738nrn(7時間)と変化した.

これらの結果は，ヘキサノールの急激な除去で高次構造が再

構成されるときは，まず少ない分子数のオリゴマーが形成され，

それが時間経過とともに大きく成長することを示す.ゆっくり

した除去では，ほとんどの色素分子が単量体型から直接大きな

集合体型に再構成されることを示唆する.

3aA08 
緑色光合成細菌のクロロソームの構造と機能におけるカロチノ

イドの役割

辻一公煙，高市真ーに松浦克美，嶋田敬三 (都立大・理・生物、
1日本医科大・生物)

緑色光合成細菌のカロチノイドについては存在および組成に
関する報告はすでにあるがj)、その機能、存在状態については

ほとんど調べられていない。緑色細菌の光捕集構造体であるク
ロロソ ムは、パクテリオクロロフィル(BChl)旦、 BChl旦、

カロチノイドを含み BChlcはクロロソーム内部に自己集合体

として、 BChlaは細胞質膜との接合部分であるべ スプレート
にタンパク質との複合体として存在していることがすでに示唆
されているが、カロチノイドの役割については不明である。我
々はこのクロロソ ムにおけるカロチノイドの機能、存在状態
に興味を持ち、カロチノイドと BChlの定量的関係の有無およ

びカロチノイドの光捕集色素としての機能について調べた。

クロロソームは Chl旦oflex坦坦旦旦t1盆堕から単離したが、
この菌では強光条件下では BChl(!の合成が抑制されカロチノ

イドの相対含量が増大することが知られている。光条件の異な
る培養菌体全体の色素組成を調べたところ強光培養のものでは

相当量の遊離状態のカロチノイドが見いだされたが、クロロソ

ーム中のカロチノイドの相対量も弱光培養のものに対してやは
り増加していることがわかった。すなわち、クロロソ ム中の

カロチノイドと BChl(!の量比は変化していることが示された。
一方、クロロソーム内のカロチノイドの光エネルギーの捕集

に対する寄与について調べるため蛍光の励起スベクトルを測定

した結果、カロチノイドから BChl(!への励起エネルギ一転移
があることが確認された。
j) Schmidt. K. (1980) Arch. Microbiol. 124. 21-31 



3aA09 
紅色光合成細菌の光化学反応中心複合体遺伝子の PCR;去を
用いたクローニングと一次構造に基づく系統解析

永島賢治、平石明 1、嶋田敬三、松浦克美(都立犬・理・生

物、 1コニシ環境バイオ研)

紅色光合成細菌は、 16SrRNAおよび可溶性チトクロム c
に基づいた系統分類により、 α、β、 yの3つの亜綱に分け
られている。これまで、紅色光合成細菌の光化学反応中心複

合体をコードする遺伝子の一次構造は、専らαグループの細
菌で調べられてきたが、我々はSグループの Rubrivivax
gelatinosusの反応中心遺伝子の一次構造を決定し、 αグ
ループの細菌と比較することにより、過去においてαグルー
プの細菌から Ru.gelatinosusの祖先種への反応中心遺伝
子の種間移動があった可能性を指摘した。この可能性を更に

検討するために、 α、β、yの各グループに属する6種の光
合成細菌の反応中心遺伝子の一次構造を決定した。反応中心

複合体のLサブユニットのN末端側、およびMサブユニット
のC末端但IJに保存された配夢IJからプライマーを作成し、 PC
R;去によりそれぞれの遺伝子の約90%の範囲をクローニン
グし塩基配列を決定した。これら2つの反応中心蛋自の一次
構造に基づく系統樹を作成したところ、 8およびTグループ
の細菌のものはRu.gelatinosus問機に、 αグループの中に
まとまって位置付けられた。このことは、 βおよびyグルー

プの祖先種が、光合成器官をコードする遺伝子を、 αグルー
プの祖先種から種間遺伝子移動によって受け取ったこと可能

性をさらに強く示唆している。

3aAlO 
スフヱロイデンのシスートランス異f生f本の S。ラマンスペク
トル
直直一直差，大橋直人，菱月順，九鬼導隆¥小山泰
(関西学院大・理J神戸高専・応用化学)

R. spbaeroides 2.4.1から抽出精製したall-fransス
フエロイデンに光増感剤hを添加し、 20分間光を照射して光
異性化を行い、このシスートランス異性体の混合物から高速
液体クロマトグラフィーで各異性体を分離・精製した。この
ときの充填弗j は水酸化カルシウム、展開溶媒は 7~8% アセ
トン/lJ-ヘキサンであった。光異性化混合物のうち、 5つ
の異性体の構造を 'H-NMRを用いて決定している a 一方、
R. sp/ia♂rOldes 2.4.1の粗製光反応中心(以下、 RCと略す)
から、光を完全に遮断した状態でカロテノイドを摘出し、高
速液体クロマトグラフィーで精製した。
これらの異性体のうち、光異性化による 7つの異性体'及び
RCから得たlつの異性体の n-ヘキサン浴液について、液体窒
素温度において 488.0nmの励起光を用いて共鳴ラマンスベ
クトルを測定した。シスートランス構造の違いを最も顕著に
反映しているのは 1100~1300 cm-1の領域のスベクトルで、
この領域はc-cの伸縮振動に基づいている。これまでの研
究で、 (a)1160 cm-1のうマンバンドの強度はall-Ir仰 s>
13-C I sとなること、 (b)1140 cm-1のうマンバンドの強度は
13-C1S> alト Iransとなることがわかっており、今回の結果
と一致している。また、 RCに結合したカロテノイドは
15-C isであることがNMRによって結論され(Lutz他 1987)、
light harvesting complex (LH)に結合するのはall-trans
であるとされてきた。今回RCから得た異性体はやはり
15-C 1 sだということが、 1240cm-1に特有のうマンバンドが
見られることから確認される。これらのうマンバンドの特徴
に留意し、 (1)対称形である βーカロテンと非対称形である
スブエロイデンとの問にどのようなラマンスベクトル上の遠
いがあるのか、 (2)RC、LHに結合したスフエロイデンに分子
構造の歪みがあるのかを検討する。
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3aAll 
Spheroidene単量体と会合体の蛍光スペクトル

渡辺泰堂、輝吉栄治、加嶋睦之、董一旦.m、

小山泰(関西学院大・理)

渡辺らは、 170Kにおける all-tJ・M ・s-spheroideneの

CS2溶液の蛍光・蛍光励起・吸収スペクトルを測定し、 4
つの電子状態の存在を報告した [Y.Wat釦 abe，T. K釧巴ya
ma， Y. Miki， M. Kuki組 dY. Koyama， Chem. Phys. Lett. 

206 (199) 62-68 ]。それらは Level1 (21Ag-)、Level

II(1Bu-)、LevelIII (1 Bu +)、 Levelp{ (31Ag-)で、エネ

ルギーは 14600，18000， 18700， 23400 cm-1であった。今

回、濃度依存性の実験を行い、前回発表したスペクトルは

170Kで存在する会合体に由来するもので、溶液を希釈す

ると単量体に由来する新しいエネルギ 準{立が検出される

ことがわかった。例えば1.34x10-5 Mまたは、1.87x10-6 

Mでは Level1 (21 Ag-)からの発光が 14100(0→0)、

12600(0→1) cm-1 に観測され、 Levelp{ (31Ag-)への吸

収が 21100(0←0)、22600(1←0)、23980(2←0)に観測

された。従って単量体の LevelI (21Ag一)と LevelP{ 

(31Ag+)は、 14100cm-1 と 21100cm-1 となり、会合体よ

り低いエネルギー値をもつことになる。 all-trans-sphero

ideneの Rーヘキサン溶液及びシス異性体についても報告を

行う予定である。

3aA12 
NMR分光 i去によるパクテリオクロロフィル C
(BChl c) の溶媒効果
温旦一~、 Leenawaty LIMANTARA、栗本 宣孝¥
古川 憲治¥小山 泰 (関西学院大・理、
1コベルコ科研)

緑色硫黄細菌 ChJOfObJilJ1J 'JlI!lJCOraが持つ
farnesyl Bchl cは、側鎖の異なる数種類の同
族体を含んでいるといわれている. これらを Cb.
JlmJCOra より メタノール/ジエチルエーテル
/石油エーテルを用いて抽出し、 充填弗jシリカ
ゲル、 展開溶媒 20%アセトン / nーヘキサン
を用いた H P L Cで、 主成分である 2つの同族
体を分離・精製した. 主成分 2つを NM R ( 1 H 
-lH COSY、 'H-1H NOESY) で同定
した結果、 4-ethyl.5-ethyl farnesyl Bchl c 
(以下 EEF-Bchlcと略す)、 4-n-propyl.，5吟
ethyl farnesyl Bchl c (PEF-Bchl c) であっ
たロ

これらの同族体のうち EEF-Bchlcを用いて、
溶媒との分子間栢互作用(中心金属 Mgへの配
位、 カルボニル基との水素結合等)を解明する
ため Bchlcの中心金属 Mgの配位状態に注目し、
それを評価し得ると考えられる α、 β 位の水素
について NMR分光法で溶媒に対する依存性を
測定し、化学シフトの位置によって考察した。
配位力の強い順に、 ピリシン>T H F >メタ
ノールの 3種類の溶媒中で Bchlcの α-'Hの
化学シフトは、それぞれ、 9.68、9.90、 10. 57 
ppm、 β-IHは、 9.46、9.57、 10.13ppmであっ
た。従って化学シフトは、溶媒の配位力のみに
依存し、配位力の強い溶媒ほど低磁場シフトす
る傾向が見られる.



3aBOl 
イネ幼葉鞘の成長と細胞壁に対するケイ皮酸誘導体

の影響

駈隼星，若林和幸，保尊隆享，神阪盛一郎(大阪市大・

理・生物)

イネ科植物の幼葉鞘細胞壁のマトリックス多糖類

に結合しているフェルラ酸(FA)とジフェルラ酸(DFA)

量の増加に伴い細胞壁の伸展性が低下することが報

告されてる。本研究では水中型イネ芽生えを用い、

ケイ皮酸誘導体類を外から与えた時の幼葉鞘の成長、

細胞壁の力学的性質及び細胞壁結合性フェノール化

合物量を分析し、細胞壁の伸展性の制御におけるフ

ェノール類の役割jについて検討した。

FA、pークマル酸(p-CouA)、ケイ皮酸(T-CinA)は

イネの成長を抑制したが、コーヒー酸、フェニルア

ラニン、チロシンは効果を示さなかった。成長抑制l
を示す 3種の誘導体の内、 FAと p-CouA処理では細

胞度が固くなっていたが、 T-CinAでは変化はなかっ

た。現在、 DFA架橋仮説(Fry1979)との関連で細胞

壁の化学的特性を分析中である。

3aB02 
コムギ幼葉鞘細胞壁結合性フェルラ酸及びジブエルラ酸量

に対する水ストレスの影響

若林和幸、保尊隆享、神阪盛一郎 (大阪市大・理・生物)

60mMのポリエチレングリコール(PEG4000漣理による水

ストレス(吸水ストレス)条件下では、コムギ芽生え幼薬

事官の成長は著しく抑制された o 1日間PEGで処理した芽生

えを水に戻すと、幼業鞘の成長は対照と同レベルまで回復

した。細胞壁の力学的性質を調べると水ストレス条件下で

は成長が抑制されているにもかかわらず、幼葉鞘細胞壁は

緩んだ状態で維持されていた。一方、水ストレスから回復

させた場合には、成長の回復に伴い細胞壁は硬くなり、ほ

ほ対照と同程度となった。この時の細胞壁結合性フェルラ

酸(E'A)とジフエルラ酸(DFA)量を分析したところ、 FA量と

DFA量は水ストレス処理下では増加が抑制されていたが、

水ストレスからの回復に伴い急激に増加しほほ対照と同程

度となった。対照、水ストレス処理、回復処理の3つの場

合ともFA'DFA量と細胞壁の力学的性質の変化との閑で高

い棺関が認められた.以上の結果より、 FAとDFAは幼葉鞘

細胞壁の力学的性質を規定する一因となっており、水スト

レスでの細胞壁の緩みの維持はFA'DFA量の増加の抑制に

よるものと考えられた。
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3aB03 

イネ幼葉鞘の気中における成長抑制

と細胞壁変化
河村幸男，若林和幸，保尊隆享，神阪盛一郎

(大阪市大・ E里・生物)
イネ幼葉鞘の水中での伸長成長は空気中に比

べると速いことが知られている。本研究では、

気中、水中、および水中培養して適当な時期に

空気中に出し、その後水にもどして育てたイネ

幼葉鞘を用いて、細胞壁の変化を調べた。播種

3日目に、空気中に一旦出すと成長速度は減少

するが、水中にもどすと水中型と同様の速度に

回復した。しかし、播種3.5日目では同様の処
理をしても成長速度は回復しなかった。細胞壁

の伸展性も成長と同様の傾向が見られた。この

ことは、空気中では細胞壁の伸展性が低下し、

これが成長速度が低い原因となっていることを

示している。最近、マトリクス多糖分子に結合

しているフェルラ酸およびジフェルラ酸量と細

胞壁の伸展性との間に相関があることが報告さ

れている (Ka m i s a k a， e t a 1. 1則)。現在、

フェルラ酸およびジフェルラ酸量について分析

中である。

3aB04 
イネ幼葉鞘切片のオーキシン誘導成長と(1→3)，cl→4)グ

ルカン分解に対するコンカナパリンAの阻害作用

壁蔓墜!l， 増田芳雄大阪市大・理・生物帝塚山短大
.食品)

ある種のレクチンは、細胞壁多糖と結合し、その代謝を

妨げてオーキシンによる細胞壁のゆるみを阻害する。コン

カナパリンA CConA)は、双子葉植物並びに単子葉イ

ネ科植物のオーキシン誘導成長を阻害する。しかし、この

レクチンはαーマンノース及びαーグルコース残基を認識す

るので、細胞壁多糖ではなく、糖タンパク質である酵素と

結合し、その(動きを1fllえる可能性がある。本研究では、イ

ネ幼葉鞘の(1-3)，cl .4)グルカン分解酵素の作片]に対す

るConAの影響について検討した。

イネ幼業鞘切片に ConAを与えたところ、オーキシン

によって誘導される invivoでの(1→3)，cl→4)グルカン

分解が阻害された。この多糖の細胞壁酵素による自己分解

や、細胞壁より高濃度の NaCIで遊離された酵素標品によ

るグルカン分解反応も ConAにより阻害された。また、

グルカン分解活性のかなりの部分が、 ConA-Sepharos巴

カラムに吸着した。これらの結果と、細胞壁のゆるみに対

する ConAの阻害作用より、 ConAは(1-.3)，Cl -~4) グ

ルカン分解酵素と結合し、その作用を妨げるためにオーキ

ンンによる細胞吹のゆるみが起こらなくなり、成長が阻害

されると考えられる O



3aB05 
しだれ性のサクラのGA3による屈曲阻止に

おける組織学的変化

昼皇畳二J、足立香織2、武輝美2、伊東隆夫¥中村輝子2
('京大・木研、 2日本女子大・理)

しだれ性のサクラ、ヤエベニシダレ(Prunus 

spachiana)の当年枝にGA3処理を行なうと、しだ

れることなく上方へ向かつて成長するようになる。

今回我々は、この屈曲阻止現象が起こっている時に

枝の組織がどのように変化しているのか、ヤエベニ

シダレのGA3処理を施した枝、施さない枝および

立ち性の品種であるエドヒガンの枝から組織切片を

作製し、顕微鏡観察を行なった。しだれ性の枝にG

A3を処理すると枝の直径が大きくなり、木部組織

の増加が認められた。また、 GA3処理枝の上側で

引張あて材に相当する組織が形成されていた。一方、

GA3未処理の技にはあて材の形成は認められなか

った。これらの結果から、 GA3処理における屈曲

限止は、形成層における細胞分裂の頻度を高め、枝

を太く丈夫にすることに加え、あて材を形成するこ

とによって、枝を上方へと引っ張り上げることによ

って起こる現象であることが示唆された。

3aB06 
7エ加イMげ糖の成長阻害作用
亙差阜、西島隆明 1、掛川弘一、枝重有祐(農水省、森林総

研、 1野菜、茶試)

植物や微生物の細胞壁に由来するオリゴ精が種々の生理

活性を持つことが知られている。例えば、双子葉植物由来

のキシログ帥)t9J'糠は成長阻害作用を持つことが報告されて
いる。しかし単子葉植物の細胞墜に由来するオI}コ'糖の作用

については、報告は少ない。本研究では狩/コより単醸した

7J.仰イルラピjキ行)3糖の成長阻害作用について検討した。

タケノコ細胞壁より7I!vロイル7ラピ/キシラン3糖(FAXX)を単臆した。
ウニコナγ-!v処理したわVンボゥrを5日間暗所で生育させ、GA3
および7.r.!vtl{!v糖を投与した。 3日後に第2薬幼革首長を測定

した。 GAョのみ処理したものに比べて、 GA3とFAXX(20司170
nmollP lant)処理したものは伸長成長が10~30%阻害された。

細胞壁に以刊結合したゲイ7l!v'j酸の割合は、 GA3のみとGA3+
FAXXの聞で差はなかった。また、ハ.ヲ71-可溶のハ.イキシ'J'-t'
の7イソザイム}¥'~-ンに差はなかった。以上の結果より FAXXの阻
害効果について考察した。
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3aB07 
カボチャの根の力学的性質と細胞壁多糖類に

対するア Jレミニウムの影響

Hoa LE VAN.桜井直樹(広島大・総科・自然)

アルミニウムで処理したカボチャ根の成長帯の

細胞壁の力学的性質を.応力緩和法で測定した.

アルミニウムは.処理後1時間で根の成長を阻害
する.しかし力学的性質を表わすパラメーターの

中で. Tm (最大緩和時間)だけが，アルミニウム

処理3時間後から減少した.この結果は.応力結
和法ではアルミニウムの成長阻害効果を測定でき

ないことを意味する. Tmの減少は.細胞壁の粘性

的性質が失われていることを意味し.根の細胞壁

が脆くなっていることを示唆する.次に.ベクチ

ンとへミセルロース多糖類の量的変化と分子量分

布を測定した.アルミニウム処理後1時間で.根
の成長帯のベクチンの酸性糖量が増加した.へミ

セルロースは.処理後6時間で有意に増加した.
アルミニウムはこれら多糖類の分子量を顕著に変

化きせなかった.根の成長帯ではアルミニウムは.

ベクチンおよび、へミセルローの多糖類の分解を阻

害するか.合成を促進するかの.どちらかで量的

増加を引き起こしていると忠われる.

3aB08 
カボチャとトウモロコシの根カち子泌する多糖類の糖組成と

土壊微生物に対する影響

星旦圭盤、棲井直樹、掘越孝雄(広島大・総科・同然環境)

植物と微生物問の相互認識機構に、細胞壁成分の多糖類

が大きな役割を果たしていることが明かとなってきた。植

物の根の分泌する多糖類が、土壌微生物にどのような影響

を与えるかを、トウモロコシとカボチャを用いて調べた。

カボチャとトウモロコシはいずれも蒸留水中で水耕栽培

した。栽培後、水耕液を1慮過し、濃縮後、分泌多糖類の単
糖組成をガスクロマトグラフ、分子量分布をHPLCで調
べた。

主要中性構成単糖は、トウモロコシではグルコースとガ

ラクトース、カボチャではアラピノースとガラクトースで

あった。また、 トウモロコシではフコース古f、カボチャで

はラムノースの比率が高かった.全糖量に対する酸性糖量

は、 トウモロコシ約20%、カボチャ約45%であった。両者

の分泌多糖類の分子量には著しい差があった。トウモロコ

シの分泌多糖類は高分子と低分子ーからなるが、カボチャの

は低分子が主であった。

希釈平板法を用いて、土嬢中の糸状菌、細菌・放線菌の

生育に対する根の分泌多糖類の影響を観察した結果につい

ても報告する。



3aB09 
タケノコ細胞壁からの(1→3，1→4)-s-rrGlu伺 nの単離
並重宜輩、石井 忠(農水省森林総合研究所)

植物細胞の伸長成長には細胞墜に生ずるゆるみが不可欠であ

る。細胞壁のゆるみの一部は細胞壁多糖類が部分的に分解され

て起こると考えられている。単子葉植物では不明な点が多いが、

子葉鞘の伸長時lこ(1→3，1→4)-s-rrGlu伺 nの含量が減少する
ことから、この多糖類が単子葉植物細胞のゆるみに関与してい

ると推定されている。本研究では、単子葉植物細胞の伸長成長

機構解明のための基礎的知見を得るため、タケノコ細胞監から

(1→3，1→4 )-s-rrGlucanを単離し、その化学構造の解明を試
みたり

タケノコを粉砕、アルペン抽出し、細胞壁試料を得たっこの

試料を 0.05MCDTA (20oC， 2回)， 0.05M N~α)3 (l6h， 

1 OC & 3h， 20oC)， 1 M KOH (2h， 1 oC & 2h， 20 oC)， 4M 

KOH (2h， 20"C)， 4M KOH+2-3% boricacid (2h， 20oC)で

抽出し、細胞壁多糖類を得た。(¥→3，1→4)-s-D-Glucanは

1M KOH (2h， IOC)薗分に多く含まれていた。この画分をイオ

ン交換カラム(QAE-S叩hadexA-25)、GPC(Bio-GelA-5m) 

で精製したn 精製物は約90%がグルコース残基で、その4位

(58.2-67.6%)と3位 (¥8.7-24.8%)で結合していた。

3aBlO 
形態形成能力/細胞接着性の異なる
ニンジン培養細胞におけるべクチン多績の構造

費並--'九佐藤忍、校重有祐1、石井忠1、藤伊正
(筑波大・生物、 1農水省・森林総研)

ニンジン培養細胞のうち不定隆形成能力や細胞の接着性に差
のあるE.bryogeniccallus(EC)とNon-ωbryogeniccallus(NC) 
の2材料を用いて細胞壁ベクチン多糖の解析を行い、細胞の分化
能や接着性をペクチン多糖の構造を基lこを考察した。
日本植物生理学会1993年度年会において我々は、 ECとNCのベク
チン多績(シュウ酸アンモニウム抽出)を分析したところ、メ
チル化をほとんど受けていない酸性糖を含む多糖質に量的な違
いが認められ、またこの多糖質の構成糖分析を行ったところ、
NCではガラクトースが、 ECではアラピノースが最も多い構成糖
として検出され、アラビノースとガラクトースの存在比に大き
な違いがあることを報告した。
本講演では得られたペクチン画分をゲル櫨過及びイオン交換
カラムにより精製し、メチル化分析による糖構造の推定を行っ
たので報告する。その結果ECでは5-Ara、3，5-Araが、 NCでは4-
Gal、6-Gal、3-Araが特徴的に検出された。さらにエキソ型アラ
ピナーゼ郷里を行ったところ、全アラビノースのうちECでは1/
4程度の、 NCでは大半のアラビノースカ対削じされずに検出された。
これらの結果をもとに、両細胞におけるペクチンの中性糖構造
を推定し、モデルを作製した。
またCOTA、Na2C03抽出のペクチン画分の分析結果によると、
細胞墜に強く組み込まれていると考えられる画分になるにつれ
アラピノース含量の増加がECで顕著に認められ、ペクチンの結
合性とアラピノース含量に正の相関が認められた。これらの結
果から細胞墜ベクチンに含まれるアラピノースが細胞接着牲に
重要な役割lを果たしていることが考えられた。
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3aBll 
低温グリセリン奥田ササゲ駐車曲中空円筒細胞壁の， pH依存性臨界

降伏張力 (y)

盟主且.岡本朱根 (横浜市大-総合理学・分子認識)

in vivoの細胞壁には臨界降伏圧 (Y)があるが invitroには

無い，したがってYは physiologicalな係数であり，細胞壁州開

定数ではない (Cosgrove，1985)カめような議論がなされてきた。

演者らは，ー1ちOcで2-3週間ち0%グリセリン水溶液中'::7憂し
たササゲ魅輪中空円筒に 2ラOcで荷重をかけ，その可塑的伸長速
度と荷重との関係をもとめ， pHι0では 75g，pH 6.2てかは 130g

に，明かな臨界降伏張力 (y)の存在する事を見いだした。細胞壁の

展性 (φ)も，酸性化によって8倍に増加する。これらのパラメー

タのpHによる変化は可逆的であり， pH 6. 2とpH4. 0との簡のy

の変化偏(55g)は換算するとオーキシンによるYの崎小幅(70kP 

a)と一致する。今までinvitroの伸長実験に用いられてきた細胞

壁標品，たとえばメタノールで繋撤した細胞壁は変性し過ぎている

のに対し，冷グリセリン処理細胞壁にはより生体に近い構造と機能

カ滞陣されていると考えられ，この実験系は invivoの状態と In 

vitroの状態との聞をつなく1重要な架け橋となると思われる。

3aB12 
グリセリン処理ササゲ佐軸の細胞壁における

伸長成長パラメーターに対する熱処理の効果

且主主主邑同本尚(横浜市大.総合理学.分f認識)

f民温グリセリン処理ササゲ駐車ulにおける
S tres s-S train 実験より、グリセリン処理細
胞壁にはpH依存性の伸長成長パラメーター
調節機構の存在が示唆される。

伸長成長パラメーターの調節に対する細胞

壁結合性蛋白質の関与を知るために、熱処理

(90'C，l分間)を施したグリセリン処理サ

サゲ匹軸の伸長成長パラメーターを測定した C

熱処理の結果、臨界降伏張力(y )の酸性
化による変化は全く失われ、 pH4.0、pH6.2
のいずれにおいても 130gであった。熱処理に
より蛋白質は変性するため、 yは酸性条件下

で活性化される酵素的反応により調節される

と考えられる。

一方、細胞壁の展性(世)は熱処理を施し

た材料においても酸性条件下で 2倍に増大し
た。この結果は yと世の調節機構が異なるこ
とを示唆している。



3aB13 
オクラ下脹軸切片における水の移動のンミュレー ν ョン

山本良一(帝塚山短大・食品)

植物細胞の吸水成長は外部から細胞内への水の取り込み

によって起こる O 水は細胞壁、細胞膜等を通して細胞に

取り込まれる。このような経路を通つての水の移動を理

解するための一つの方法として、植物器宮切片からの高

張i夜による水の流出をモデルとして検討を行った。オク
ラ下経軸切片をもちい、高張液による水の移動にHagen-
Poiseulleの法則が適用できるかどうか調べた。オクラ
下匹軸切片をソルビトール溶液に浮かべ切片の縮みを測

定した O いろいろな濃度のソルビトール溶液を用いたと

ころ、縮みの率は切片内外の水ポテンンャルの差に比例

することがわかった。また、いろいろな温度で測定した

ところ、縮みの率は水の粘性lこ反比例することがわかっ

た。これらの結果は、高張液による水の移動にlIagen-Po
i seulleの法則が適用できることを示している。そこで、
水の通り道を円筒形であるとシミュレートした。その結

果、水の通り道の径がサブナノメートルのレンジにある

と計算された。そこで、オクラ下駐軸切片をオーヰシン

処理し、ソルビトール溶液に移し、縮みを測定したとこ

ろ、オーヰシンは水の通り道の径を大きくすることがわ

かった。

3aDOl 
低温誘導性転写因子をコードするトウモロコシ

遺伝子菅原和幸、ThomasBerberich、鈴木信弘、

Kripamoy Aguan、草野友延(秋田農短大・生工研)

我々はイネ匪盤由来の培養細胞を低温処理し

た際に発現が誘導あるいは促進される 3種のcD

NAを単離した。このうちのlクローン(lip19)がb

ZIPをコード、することが明らかとなった。今回ト

ウモロコシの1ip19相同遺伝子を単離し構造解

析をおこなったところ、mlip15と名づけたこの

遺伝子はOBF1遺伝子とは異なるものであること、

両遺伝子の転写物は低温にさらされたとき共に

蓄積することが判明した。

ウサギ網状赤血球無細胞翻訳系で合成された

遺伝子産物(mLip15)は小麦ヒストンH3遺伝子プ

ロモーターに結合する。上記結果よりmLip15は

低温誘導性の転写因子である可能性が強く示唆

された。
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3aD02 
ABAを含む培地て培養したコムギ培養細胞の耐夜牲と
夜結障害

査藍圭之，菅原康剛{埼玉大・理・生体制御)

植物の培養事蹴包では， ABA(アブシジン酸)培地で培養する
ことによって耐凍性が増大することか報告されている o我
は々，コムギ培養昇、問包(Triticummonococcum し)を用いて，
ABA培地で培養した時の耐凍性の増大と凍車部章害について調
べた。
培養事耐包の;購読蛸者愛の生存率は廿c;吾1-5去で調べた。
ABA培地では， t吾妻頴寺間に伴し耐性力、著しく増大し，培養6
日後には耐凍性は最大になり，この時のABAの最適農度は
10~20mg/l であった。 ABA培地で培養前の車問包の 400Cの生
存率は数%で‘あったが， 10mg/lのABAを含む培地で培養した
棚包では，'.賠訴併による生存率の低下はほとんと認めら
れなかった。また， ABA培地で培養した時の*.slJI包の増殖は，
2，4-0培地に比べ低下したが， ABAの濃度か盲くなるに従い
イ思量され， 10~20mg/lのABAで最大になった。
ABA培地で培養した棚齢可溶性タンパク質を電気通力で
角務庁したところ， ABAで舗す|惜対寺のタンパク質のバンド
の1'¥ターンは無処理のものと大きく異なっていた。ABAによ
って増加ある~¥1ま淀かしたタン1'¥ク質があり，また， ABA!ll!， 
理に特F有のタンパク質は45kOaと31kDaのもので‘あった。
ABA培地で培養した車問包では， -400Cでの生存率は融解直
後は高かったが，時間とともに波l、した。この船、は，温
度や培地の漬君王などによって異なり，この棚包では，障
害力満蛾新愛に除々 に進行しているごとがわ力、った。

3aD03 
コムキ、懸濁培養細胞のアブシジン酸による耐凍性誘導と細胞

膜タンパク質の組成変化

小池倫也，荒川圭太，占日静夫(北大・低温研)

ある種の高等植物，あるいはその組織由来の培養細胞は」

定期間の低温処理(低副順化)により，凍結傷害に対する抵

抗性(耐凍性)を増すことが知られている.また培養細胞に

はアブシジン酸(ABA)により常温で耐凍性が高まるものもあ
る.これら低温J順化やABA処理に伴って耐凍性が増加するメ
カニズムを明らかにしようとする研究が数多く行なわれてい

るが，未だ不明な点が多い.

今回我々は徐々な培養条件の設定が可能な培養細胞を用い

て，耐凍性の獲得機構を解析するための実験系の確立を試み

た.材料としてコムギ懸濁培養細胞(T.aestivum L. cv 

じhihoku)を用い，低温処理及びABA処理による細胞の耐凍性
の変化を調べた.耐凍性は凍結融解した細胞の電解質漏出を

測定することで評価した.その結果， ABAを与えない細胞の
耐凍性は 5.2"Cであったのに対し， ABA処理細胞(50μM，7日
間)は 18.2"Cまで耐凍性が増加した. 一方，低温処理 (2"C，
2週間)では 13.2"Cの耐凍性を示した.
このコムギ培養細胞のABA処理に伴う耐凍性増加の機構を
解明する上で，我々は凍結傷害に深く関わる部位である細胞

膜に着目し，特に細胞膜タンパク質の果たす役割について研

究を開始している.現在， ABA処理細胞，未処理細胞から細
胞膜を単離し電気泳動により細胞膜タンパク質の組成の変

動について比較検討しているのでその結果を報告したい.



3aD04 
低温によるヤエナリ培養細胞の液胞pHの変化

吉田静夫(北大・低温研〉

対数増殖初期のヤエナリ培養細胞は低温低温感受性が最

も高く、低温 (0OC)を与えると細胞質pHが速やかに低

下することを報告してきた。低温傷害初期過程では、細胞

質の酸性化:こ先だって液胞H'-ATPaseの著しい活性低下が

見られることから、本酵素が細胞質pHの調節に重要な役

割;を持つことが推察される。このことを裏付けるため、本

研究では低温によるi夜胞pHの変化について、蛍光レシオ

画像解析I去を用いて実験を行った。 pHプローフとして採

用したCDCF-DA{5-(and 6-)carboxy-2' ，7・dichlorofluo

rescein diac巴tate}は、酸性pHの測定に適したpKai直

を有し、かつ液胞内に選択的に蓄積することから液胞内p

Hの測定に最適と考えられる。低温下において液胞pHと

細肪質pHは時間と共に互いに反対方向に変化した。すな

わち、液胞のアルカリ化と細胞質の酸性化が同時的に進行

した。この結果から、低温による細胞質の酸性化は液胞膜

プロトン給送機能の損傷による液胞内部から細胞質へのプ

ロトンまたは関連イオンの漏出によることが強く示唆され

る。

3aD05 
観量耐性型液胞蹄トATPaseの存在
量産一亜日，吉田静夫 (北大・低温研)

広〈生物界に存在する波胞型H+-ATPase(V-type ATPase)は
その特徴のーっとして、証主註担においてchaotropic叩lOnお
よひ基質であるMg-ATPの存在下で低温条件を与えるとperipher
alなサフeユニットがE葉から遊離し、活性を失うことが知られて
いる。高等植物の液胞聖~W-ATPaseにおいても同様ι洋新幼年R主
し、これが植物の飯島傷害機構の一因で・はないかと考えられて

いる。しかし、この低温下における液胞型W-ATPaseの失活の機
構は、 chaotropic 加 ionに対する感受性なと・の面で、低調耐性
の異なる植物では差異のあることが近年の研究で明らかにされ

てきた。そこで、我々はE科植物で低温耐性が異なり、サフユ
ニット倦成も若干異なるヤエナリとエンドウの液胞膜を用いて、

それぞれの樹包盟j+-ATPaseの低温条件下て‘の繍館下に関して
擬すを行った。

暗黒下で4-7日間生育させたヤエナリとエンドウの黄化実生
のそれぞれ下座軸と上座軸からfloating法を用いて液胞膜サン
プルを調整した。また、 lysophosphatidilcholinによる可溶化
と似E-Toyopearlを用いて液胞型W-ATPaseの精製を行った。低
温処理はいずれも1時間で、 3副惚-ATPの存在下で行った。
Cl-.悶2-.N03-に対する感受性は、エナリて‘のr鞠送活性の
低下が起こる温度では、エンドウでの活性低下は認められなか

った。特に、 N02-に対する感受性の違いでは、ヤエナりでは25
酬で50%!;え土の低下を示すのに対し、エンドウて・は300阻月 間2ーで
もr輸送活性の低下は10%程であった。また、ヤエナリ培養細胞
の漉胞蹄トATPaseに対する抗体を用いて、これらの活性低下の
駒脚ip恥ralなサプユニットの遊離に関しても様持行った。
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3aD06 
In Yitro実験系を用いた凍結傷害機構に関する研究

I . P. EFRE門OY1，圭旦萱去 (lYakutsk Inst. Biology. 

北大・低iE研〉

植物細胞の凍結傷害は凍結脱水による細胞膜の梅造と機

能の変化によってもたらされることが知られる。しかし、

凍結による膜損傷とその防止に関する分子機構については

十分に解明されていない。低温引|化過程で保護効果を有す

る糖やアミノ訟など、あるいは保護効果が期待されるLEA

CORなどの特別な蛋白質が細胞内tこ蓄積することが知られ

ている。一方、細胞膜の脂質や蛋白質の組成も大きく変化

することも事実である。耐i東性の増加が、単に保護物質の

増加によるのか、あるいは細胞膜自体の性質の変化による

のか議論の多いところである。我々は、凍結脱水による膜

傷害の機矯を分子レベルで理解するため、耐i東性の異なる

植物から分離された細胞膜小胞の懸濁液を用いた in vit 

ro実験系により研究を進めている。膜損傷の指標として

H'-ATPase活性とプロトン輸送、半透過性、膜凝集をとり

あげ、凍結温度、膜小胞濃度、保護物質、特に熱耐性蛋白

質について得られた知見を紹介する。

3aD07 
越冬中の小麦の耐寒性と水の物性との関係:1 H-NMRによる研究
主旦金と立、阿部二朗、森山真久、中村義男1 (農水省・北海

道農試、 1北大・理・液体化学)

小麦は秋からのハードニング過程で組織内の水分量を減少さ

せながら耐寒性を獲得して行くが、品種間に見られる耐寒性の

差異は組織内の水分量とは必ずしも一致しない。本研究は、冬

期に約120日間雪に覆われる自然条件下で育てた冬小麦3品種
(Valujevskaja，チホクコムギ，P.1. 173438)の10月から4月ま
での耐寒性 (LT50)と水分量の変動を調べるとともに、その
クラウン中の水の物性を'H-NMRで分析し、耐寒性との関連

を調べた。水の物性に関してはクラウン中の水のプロトンの緩

和時間(longT" shortT" longT2， shortT2)を測定した。
LT50とクラウンの水分量は3品種とも低温順化中に減少し、
12月に最低値に達した。積雪下でそれらの値は春まで徐々に増
加した。試験期間中、耐寒性はValujevskajaが最も高く、次い
でチホクコムギ、 P.1. 173438の順であったが、クラウンの水分
量はチホクコムギ>Valuj巴vskaja > P. 1. 173438であった。 P.1. 
173438は水分量が少ないにもかかわらず、耐寒性は最も低かっ
た。 T，、 T2もLT50及び水分量と同様の変動を示した。品種
間差異はT2よりもT，に明白に表れ、その順位はチホクコムギ
>P.1.173438>Valujevskajaであった。 T2ではshortT 2にお
いてチホクコムギ>Valujevskaja=P.I.173438となった。これ
らの結果から、小麦はハードニング中にクラウン組織内の自由

水を減少させることが明かになったが、品種間の耐凍性の差異

は、組織内の水全体の物性よりもむしろ、束縛水の絶対量によ

って決定付られる可能性が示唆された。



3aD08 
低温下での葉のクロロフィル蛍光と酸家発生速度の変化

本1ill豆え盗、金子誠ー((株)ジャパンターフグラス)

低温感受性の植物では、低温下で比較的fJj;ぃ光照射により

光合成器官の損傷が起こることが匁lられている。本報では牧

草や芝草として利用されている暖地型でC4植物であるノシパ

(Z且llIJ!見且旦旦主且.Steud.)と、寒地理でC3梢物であるトールフ

ェスク (E阜話且且且紅且且昼辺起鎧l:Schreb.)の低温感受性の差異を

業の酸素発生とクロロフィル蛍光を用いて比較した。屋外で

栽培すると気温の低下にともないノシバの酸素発生速度は低

下し、冬期に光合成能の低下が起こることが観察された。特

に酸素発生速度を弱光下(PFD;70μmo1m.2s.1)で測定した時

に、著しい低下がみられ、葉の光量子収率が低下していると

考えられた。そこでノシパを光照射 Fで低温処理(10"C、

PFD;230μmo1m-2s-1) を行なったところ、 24-48時間の低温

処理で、寒地型のトールフェスクと比較して酸素発生速度と

クロロフィル a蛍光 (Fv/Fm)の著しい低下が起こり、光化

学系の活性が光と低温の組み合せにより阻害された。酸素発

生速度とクロロフィル a蛍光 (Fv/Fm)の低下は暗条件下で

は起こらなかった。また同様な酸素発生速度とクロロフィル

a蛍光 (Fv/Fm)の低下はファイトトロン内で10/7"C(12時間

日長、 230μmo1m-2s-1) で1週間処理することで起こり、引

続き1遣問25/20"Cに戻すことにより回復した。以上の結果か

らノシパは低温下での光による損傷を受けやすく、それが冬

期の光合成活性の低下をもたらしている可能性が示唆された。

3aD09 
フラボノイド合成関連遺伝子とダイズの耐冷性

高橋良二(北海道農業試験場)

白日ダイズ(燐色が黄色、毛茸が白色)は外観品質が

優れているが耐冷性が低いため、冷害年における収量と

品質の低下(開花期の低温による種子の隣周辺の褐変)

が褐目ダイズ(瞬色と毛茸が褐色)に比べて甚だしい。

この胸色と耐冷性の連鎖は白日耐冷性品種育成の障害に

なっている。毛茸色と種皮色を支配する遺伝子Tと色素

の分布を支配する遺伝子 Iのどちらかが耐冷性機能に関

与していると考えられるため、 IとTに関する 2組の
Isogenic lineを供試して耐冷性検定を行った。

①燐周辺着色における褐目品種の耐冷性(着色程度の低

さ)は遺伝子T (またはそれに密接に連鎖した遺伝子)
に起因すると考えられた。また遺伝子 Iにも着色を抑制

する作用があると考えられた。②主茎長は褐毛系統が白

毛系統や褐日系統に対して有意に高い値を示した。③開

花始より 15
0
Cで4週間処理した結果、有限伸育型のIso-

lineにおいては、褐毛系統が白毛系統に比べて障害型耐

冷性がまさっていた。

以上の結果より、ダイズの毛茸色と種皮色を支配する

遺伝子T (3' -flavonoid hydroxylaseをコードしている
と推定される)、またはそれに強く連鎖した遺伝子が耐

冷性機能(燐周辺着色を抑制する機能、生育量を増大さ

せる機能、一部の系統において障害型耐冷性を高める機

能〕を有することが示唆された。
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3aDlO 
クロレラのハードニングによるカロチノイド含量の変

化

盆且益、吉元誠、波多野昌二(九州大、農、食化工)

Chlorella ellipsoidea Gerneck (lAM C-27)は低温処

理(ハードニング)により、蛋白質合成が誘導され耐

凍性を獲得する。環境ストレスによる植物の耐凍性獲

得にアプシジン酸の関与が報告されているが、クロレ

ラ中のアプシジン酸の有無や耐凍性との関係について

はほとんど検討されていない。今回、クロレラの耐凍

性とアプシジン酸の前駆体であるカロチノイドとの関

係について報告する。

ハードニングによるカロチノイドの変化は逆相

HPLCにより分析した。 C-27株において、ハードニン

グ24時間で少なくとも8種類のカロチノイドの増減が

観察された。このうちアプシジン酸の前駆体であるピ

オラキサンチンや9・シスーネオキサンチンの増加が顕著

であった。一方、低温感受性株のC.ellipsoidea C-I02 

では低温処理によりこれらのカロチノイドの減少が観

察された。カロチノイド合成匝害剤のフルリドン添加

は耐凍性獲得を問害した。以上の結果はクロレラの耐

凍性獲得にカロチノイドが重要な役割を演じているこ

とを示唆している。

3aEOl 
シロイヌナズナ プロトプラストからの倒体再生

山藤誠司、後民事伸治(宮城教育大、生物)

演者らは、シロイヌナズナ (Arabidopsis 

th alian a) WS系統を用いて、プロトプラストから

の個体再生を試みた。 Dammand Willmitzer(1988) 

の手法をいくつか改良したところ、安定的に再生

個体を得ることに成功した。改良点は以下の通り

である。

(1)プロトプラストを単離する際に用いる酵素液

を0.5%セルラーゼY-Cと0.05%ペクトリアーゼ Y-23

の組み合わせとする。これによって酵素処理の時

間を約50分に短縮することが出来る。

(2)プロトプラストおよびカルスの培養の際に用

いるオーキシンをαーナフタレン酢酸とする。

(3)プロトプラストの培養は、弱い白色光ド

(8μW/cm2) で行う。

これらの改良の結果、シュート誘導培地に移し

たカルスのうち約60%のものが個体を再生し、止

常な種子をつけた。



3aE02 
シロイヌナズナの器官再分化に対するブロモデオキシウリジンの

効果

杉山宗隆(東北大・理・生物)

シロイヌナズナの組撒音養においては、下旺軸や根の断片を C

1M (カルス誘導培地)て数日培養した後に S1M(苗条誘導培地)

あるいは R1M(発根誘導培地)に移植すると、高い頻度で紫富再

分化が誘導される。 C1Mでの前培養を行わずに直接 S1Mや R1M

に置床した場合には器宮再分化は全く見られないか、極めて限定

されたものとなることから、前培養期間中に器官再分化能の獲得

が起きると推定される。この過程を撹乱する薬剤を求めて、前培

養時にいくつかの薬剤処理を行い器官再分化への影響を調べたと

ころ、ブロモデオキシウリジン (BrdU)が器官再分化に対して興
味深い作用をもつことを見いだしたので報告する。

まず下目賛自断片を種々の濃度の Br・dU;を含む CIMで 4日間培養
し、 Br・dUを含まない S1Mおよび R1Mに移植して、それぞれ苗条
再分化と根再分化に対する影響を見た。 1~10μH の BrdU は苗条

再分化に対しては促進的効果を示し、印刷以上では根再分化に

対して阻害的に働いた。 100J.lMの Br・dUで処理した場合には、苗
条再分化、根再分化のいずれもほぼ完全に阻害された。根外植片

を材料に用いたときにも BrdUの苗条再分化促進効果は認められ
たが、 100μ刊の BrdUによる苗条再分化の阻害は極めて軽微であ
り、この点で下目賛妙4植片と大きく異なっていた。 BrdUの効果は
高濃度のチミジンを同時に投与することにより打ち消された。現

在、 BrdUの器官再分化に対する作用様式を明らかにするために、
各種温度感受性突然変異体への BrdU投与実験等を行っている。

3aE03 
シロイヌナズナにおける葉身の変異株angustifoliaを用いた葉形

態形成の解析

担盈去日産、塚谷裕一、内宮博文(東京大・分子細胞生物学研

究所)

双子葉植物の業の形態形成のモデルとしてシロイヌナズナ

(Arabidopsis的aiiana)を用い、 Columbia野生株 (wt)と紛葉の変異

株であるangustifoli ;(an)変異株とを比較解析した。その結果、

m変異株の本業はwt株と比べ主脈方向(縦)の長さに異常は

認められなかったが、主脈に対し垂直な方向(横)の長さが

著しく短〈、厚さも増していたo an変異株の業の成長段階を

追った解析結果からは、 ANGUSTIFOLlA遺伝子が作用を開始
する時期は葉の縦の長さが0.5-1.0mmの時期と推定された。

この時点を境にm変異株で葉は横の成長率がwt株に比べ一貫

して抑えられており、いわゆるneot巴nyの性質を示した。解剖
学的解析からは、 m変異株の棄を構成する細胞数は縦方向で

wt株と同数であり、横方向で少なく、厚さ方向で多いことが

明らかとなった.またm変異株では、柵状組織の第一細胞層

を構成する細胞においてwt株に比べ横方向の伸長に欠擦があ

り、むしろ厚さ方向に発達することが観察された。従って

ANG USTIFOLIA遺伝子は細胞増殖と細胞伸長の両面において

業の様方向の発達を促し、厚さ方向の発達を抑制する機能を

担っているものと結論づけられた。

またANGUSTIFOLIA遺伝子を葉の形態形成に関与する遺伝

子ネットワークの中に位置付ける目的で、 m変異株とacaulis1
変異株を含むその他の変異体とのこ重変異株を作成し、解析

した。その結果、 ANGUSTIFOLIA遺伝子は少なくとも
ACAULISl遺伝子と独立に働くことが判明した。
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3aE04 
シロイヌナズナのサイトカイニン高感受性突然変異体およびオー

キシン高感受性突然変異体の分離の試み

t車生忌!t、久保稔、佐藤圭祐、柴|苛弘郎 (大阪大・理・生物)

サイトカイニンやオーキシンの耐性笑撚変異体の報告はあるが、

高感受性突然変異体の報告はない。植物ホルモンのシグナル伝達

系の研究にこれらの研究が役にたつと考え、その分離を試みた。

サイトカイニン高感受性突然変異体:基本となる系はシロイヌ

ナズナの妊軸をカルス誘導培地(オーキシンとサイトカイニンを

含む)でカルスを誘導した後、シュート誘導培地(サイトカイニ

ンを含む)でシュートを誘導する。カル〉ぇ誘導培地中のサイトカ

イニンの濃度が高ければ緑色のカルスが誘導され、低ければ淡黄

色のカルスが誘導される。 21，000個体のEMS処理M2植物の匪

軸を低獲度サイトカイニンのカルス誘導培地でカルスを誘導し、

緑色のカルスとなるもの選ぴ、さらに二次スクリーニングとして

シュート誘導培地中のサイトカイニンの濃度が野生株ではシュー

トを再生できないような低濃度でもシュートを再生する個体をサ

イトカイ二 J高感受性突然変異体候補として2個体選んだ。

オーキシン高感受世突然変異体:8，000個体のM2の膝軸より、

カルス誘導培地中のオーキシンの濃度が里子生株においてカルス誘

導に必要な濃度以下でもカルスを誘導するものを4個体選んだ。

こららの個体より種子をとるため、現在シュートを誘導して培

養中である。

3aE05 
ニンジン肥大根からのカルス誘導および植物体再生

水江由佳、保田浩、増田宏志(帯広畜大・生物資源化学)

ニンジン肥大根切片のカルス誘導系において、従来では植物

ホルモンのオーキシンやサイトカイニン存在下でカルスを誘

導し、さらにその植物ホルモン要求性の細胞として継代培養

が行われて来た。我々はニンジン怪軸切片において、24時間と

いう短時間2，4-Dで処隠した切片を2，4-Dのない培地に移し棺

養を続けるとカルスが誘導され、次いで植物体が再生される

ことを見いだした。今回はこの誘導系をニンジン肥大般に応

用した。その結果、匹軸切片と同憾に植物ホルモンが存在しな

い条件下でカルス誘導、次いで不定!民の発生、植物体が再生さ

れること確認したので報告する。

ニンジン肥大板切片を2，4-Dを含むMS固体培地で2411年1m処即
した後、2，4-Dを含まない固体培地に移し培養すると、2，4-D存

在 Fで培養を続けたものと比ベカルス誘導はやや活発で頻度

も，~百かった。肥大根組織では形成層部分で活発なカルス形成

が見られ、次いで皮層部分で、さらに遅れて中心部分でわずか

に形成された。特に形成層と皮層部分で形成された柔らかい

カルスからは頻度は低いが不定脹が形成され、収i物体が再生
された。またこのカルスは2.4-Dの含まない培地に移しでも増

殖し、思iI化細胞としての性質をもっている。そこで培養過程に

おけるニンジン肥大級の各組織のタンパク質と糠タンパク質

組成の変化を検討した結果、組織別に違いがあることが分か

ったo-.)j、2.4 -D{ U!:ドで収廷した場合iこは刷物Ilj生は観察
されなかった。



3aE06 
ニンジン匹軸切片における不定臨形成について

大福伸一、水紅白佳、増凶宏之，;(帯広畜大・生物資源化学)

我々は昨年の本大会においてニンジン匹軸切片を2.4Dで24

時間処理し、その後2.4-Dを合まない培地に移植することに

より組織からの単細胞の離脱、細胞塊および不定肢が!順次形

成することを報告した。今回は組織に筏おしている細胞から

高頻度で不定限が形成することについて報告する。回休明地

でJ]f，由切片を2.4-D処理後、2.4-Dがない条件下で応養すると

組織の細胞どうしが媛着した状態で分裂しカルスを経ないで

高頻度で不定!院を形成する。組織から細胞が離脱しカノレスが

形成される場合は不定版形成の頻度は低い。一方、液体収養に

おいても同じ傾向を示した。すなわち、2.4Dで処座した切れー

を2.4-Dのない条約二下で培養すると単細胞が多く離脱する。

この単細胞の一部は分裂して不定阪、を形成するが、一部は分

裂して単細胞になる場合もあり相対的に不定住f形成の頻度は

低い。一方、単細胞として離脱しないで組織と接着した状態

で細胞分裂、、細胞塊形成、高頻度の不定肝分化が順次起こり

、不定匹集団として府地1/'に離脱する場合がある。また、細胞

どうしが段着している大きな細胞集団として離脱し、この細

胞集団から高頻度に不定院が形成される場のもある。この不

正!日5が形成される絢I ll'èl~1吋は表皮付近の細胞であると思われ

る。坑養条件として、液体.t;'ifiでは匹軸l;IJ!i"を短時Im2.4Dで
処PI!した後、2.4-Dを含まない収地で培養を継続するよりも、
AElgIIBJ.t丹養後さらに新しい2.4D;を合まない収地に移航し

て坑iをした時の方が、不定IJf形成が平く、また細胞~1'Jjの離
脱が促進される。

3aE07 
ニンジン妊軸の不定佐形成におけるc01 c h i c i n eとConAの影響

宣主主豆、地EH宏志(帯広畜産大・生物資源化学)

我々はニンジン妊軸切片を短時間2，4-0で処理すると、その

後2，4-0が存在しなくとも細胞分裂が起こり、細胞塊が形成さ

れ、さらに不定妊が発生するという不定肝誘導系を見いだした。

この方法は植物組織に様々な生理反応を引き起こす2，4-0の影

響を少なくし、不定匪形成』こ必須な因子を研究するのに効果的

であると考えられる"今回はこの誘導系を用いてc0 1 c h i c i n eお

よびConAの不定妊形成におよぼす影響について報告する。

ニンジン目玉軸切片を2，4-0で24時間処理し、次いで2，4-0を含

まないMS液体培地で培養すると 15日後の培地には単細胞、細胞

塊および不定妊の細胞集団が混在する。これらをナイロンフィ

ルターで細胞の大きさにより分両した。分画した単細胞、細胞

塊および不定怪を細胞分裂の阻害剤である c0 i ch i c i n eの存在下

で崎養し、不定匪誘導および植物個体再生に対する影響を検討

した coi c h i c i neによりいずれのステージの細胞も球形仁肥大

し不定妊形成および植物個体再生を阻害したりしかし、 c01 c h-

lClneで処理して得た肥大した細胞塊を、 c01 ch i c i neを含まな

い培地lこ移して溶養すると、肥大した個々の細胞から不定降が

形成され、次いで植物個体が再生された。単細胞からは不定J[{

が形成されなかった。一方、 ConA存在下で細胞塊から植物個

体が再生するが、その成長は抑制され、組織の一部に再び不定

l圧が多数形成された η しかし形成された不定佐はConAf1イ'EF
で植物個体には再生しなかったn 二次不定腔をConAを含まな
い培地に移して椅養すると正常な植物個体仁成長した。
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3aE08 
ニンジン塙養細胞における不定妊形成能と IAA代謝の関係

佐々 木和生、*-[-"村講郎、鎌田博、原田宏(筑波大・作物、*国立f好品筑波)

ニンジンの組織塙養においては、オ キシン処理によって、体細胞小定版形

成が誘導されることが知られている。しかし、百プラスミドのIAA令成醇素遺

伝fを導入することで活発にIAA合成をしているニンジン桁養剤閉包においては、

体細胞不定妊形成は誘導されなかった。 IAA合成酵素遺伝fを導入したこの細

胞においては、合成されたIAAがインドールアセチJレアスパラギン駿OAAsp).こ

代謝されることにより、内中のIAA合量が低いレベルに保たれていることが示

されている。そこで、不定妊形成能とオーキシン代謝の関係を探るため、

2，4-Dを;;;-む培地で継代培養されている、不定妊形成能をイiする細胞

(embryogeniccclls:EC)と不定肝形成能を失った細胞(non-embryogcniccells:NE) 

における、内r生以A含量とIAA代詩Iについて検討した。その結果、配の内位以A

含量はNEのおよそ15併高い値であり、また、 NEのIAA含量はIAA合成両手会遺伝

子を導入した細胞とほぼ同じレベルであったc また、 NEにおいては、 IAAが

IAAspにイt謝され、さらにオキシインドールアセチYレアスパラギン酸(oxIAAsp)

に代謝されていること、および、生成されたoxlAAspはさらに代謝分解され

ていることが明らかとなった。 NEにおいては、この代謝系によりIAAが不可逆

的に分解されることで、内生の遊離IAA含量が低いレベルに保たれており、

IAAspが従来考えられていたような遊離IAA.の貯蔵型として機能しているので

はないと考えられる η 方、 ECにおいては、 IAAsp生成は見られるものの

oxlAAspは検出されず、このため遊離IAAレベルはNEよりも高いレベルに保た

れていると考えられた。このような結果は、 ECにおける高いIAA含量が不定脹

形成において重要な役割を呆たしていることを示唆している。

3aE09 
ニンジンの不定座形成能獲得とタンパク質のリン酸化

タン・センキ一、鎌田博、原因宏 (筑波大・生物)

ニンジンの外殖片を2，4-D存在下で培養することで、不
定妊形成能を持つembryogenic ∞lls(EC)を誘導すること
ができ、このECを植物ホルモン無添加培地に移植するこ
とで、不定症が分化する。特定の機能を持つように分化
した細胞が不定底分化能を獲得する際には細胞内で大き

な変化が起こることが予測され、このような変化を誘導

する機構として、特定タンパク質のリン酸化が関与して

いることが考えられる。そこで、不定脹形成能の獲得と
タンパク質リン酸化の関係を調べるため、まず初めに、

ECと不定経形成能を失ったnon-embryogeniccel1s(NC)を用
いて各々のリン酸化タンパク質の違いを調べた。

ECとNCに32p無機リン酸を充分量取り込ませるため、

雨細胞をリン酸無添加培地で3時間培養した後、 32p無機
リン酸を加え、さらに 3時間の血vivolabelingを行ったo
h山。labelingの後、抽出バッファーで潰し、官CA不溶性
画分を得た後、二次元電気泳動で分離し、両者のリン酸

化タンパク質の違いを調べた。その結果、 NCでは見られ

ないが、 ECで見られるリン酸化スポットが9個存在した。
この 9個のリン酸化スポットのうち、銀染色によっても
検出できたものは3個であった。この3個のスポットは、
リン酸飢餓処理しなかったECでも同様にその存在が確認

できた。このようなリン酸化スポットについて、不定圧

形成能獲得との関係をさらに裏付けるため、ストレスに

よる不定座誘導系を用い、ニンジン実生の茎頂部を2，4-D、
suαose、 NaCl、 CdCI2等で一定期間で処理し、同様なリ
ン酸化タンパク質の存在の有無を比較検討中である。



3aElO 
アブラナ属種間キメラにおける形態形成

金谷潔、野口貴 1 、平田豊(農工大・一般

教育、 1 東京農試)

植物の形態形成を組織レベルで調べるために、

in vitro接木法によるキメラ形成法を確立した。

材料には、アブラナ属の種、 Brassicacampestrl 

s (小松菜)と B.oleracea (紫キャベツ)を用い

た。無菌的に発芽させた両種の駐軸を寄せ接ぎし

てガラス管に挿入し、カルス形成を経て不定芽を

誘導後、発根培地に継代し、多数のキメラ個体を

得た。こうして得られた種々のキメラを材料に外

部形態、アイソザイムパターン、 RAPD法による DN

A多型によって、異種植物組織聞の相互作用、特

に器官形成や、植物組織の層構造の決定メカニズ

ム等について考察する。

3aEl1 
新たな突起形成不能株の単離とその解析

盟議盈阜、大隅良典 (東大・教養・生物)

酵母星誕生但岳民皇呈鎚旦足並11奇体細胞ム、 .!Lは、瓦いに相
手の分i必する性フェロモンの作用により、接合能を獲得し2
倍体ム/ム細胞を生成する。ム細胞は、..fL細胞が分泌する α
フェロモンの作用によりプロジェクションと呼ばれる鋭い突

起を形成する。この極性成長のメカニズムを明らかにするた

めに突起形成不能変異株を単離解析し、少なくとも 3種の遺
伝T-PPFl虚 g PPF2， PPF3がこの過程に関与していることを
見いだした。前回、これらの遺fi't-における変異の、接合効
率およびフェロモンに対する細胞の適応能に与える影響につ
いて報告した。

突起形成には数多くの遺伝 fの関与が予想されるため、さ
らに多数の突起形成不能株を顕微鏡下で単離した。取得され

た27株について相補性テストを行った結果、これらの株の
持つ変異はすべて上記の3つのいずれかの相補性グループに
属することが明らかになった。この結果から、形態を指標と

した変異株の単離は、ほほ飽和していると考えられる。また

突起形成には栄養増殖期にも必須の遺伝子が多数関与してい

ることを意味しているのかも知れない。次にこれら変異株の

栄養増殖期における形態をノマルスキー顕微鏡などを用いて

観察した。その結果、即2細胞では、母娘細胞聞の正常なくび
れを欠損した細胞、および出芽痕の直径の増大した細胞があ

る割合で現れることが判かった。そのため即2細胞は弱い細胞
質分裂異常を示し液体培地中では若干凝集して増殖する。ま

た皿旦細胞では出芽パターンにも異常がみられた。これらの変

異形質は 1Mソルピトールを添加した高張培養液中でも抑圧

されなかった。現在これら形態的変異形質を利用してPPF3遺

伝子のクローニングを行っている。
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3aFOl 
イネにおけるホリアミン、 IAA、ABAの師管転流

0横田孝雄、中山真義、原J尺泉、佐藤守1、且原真木1、

河町通 遁 1(帝京大・理工・八イオ、 1蚕糸昆虫研)

イネにおける植物ホルモンの研究は数多くなされてきたが、そ

の師管液転流に関しては報告が全くない。本研究では、イネ師管

液について、含まれるホリアミン、 IAA、ABAの同定・定量

を行った。

イネ師管液は吸J十中のトピイロウンカの日針をYAGレーザー

で切断し、溢泌する師管液をガラスキャヒ。ラリーにて採取した。

分析はC18-HPLCでfiい、ボリアミン (FMOC蛍光誘導

体として)と IAAは蛍光検出器で、 ABAは紫外検出器で分析

した。

そι斥古果、1)ボリアミンとして、 purtrescme、cadaverine、
spermidine， spermineが各々皿1当り 7llIlol、3nmol、1llIlol、

痕跡量同定・定量された。植物体のボリアミン漉度と比較するこ

とにより、アミノ基が多くなると師管へ移動しにくくなることが

示唆される。 2)IAAは 0.2日皿01と定量された。これは植物

体湯度と近いことより、 IAAの師管移動は自由であると考えら

れる。 3)ABAは 0.70001と定量された。これは植物体濃度

より約20倍も高いことより、 ABAは師管に積極的に分泌され

ていると考えられる。

3aF02 
シロイヌナズナを用いた種子登熱過程の遺伝学的解析

車車基亘1，2、KallieKeith3、PeterMcCourt3、内藤哲2(名古屋大・

農・生化学制御1、北海道大・農・応用生命科学2、トロント大・植物3)

種子は組物固有の膝発生過程の産物であり完熟種子に至る
までには複雑な遺伝プログラムを要すると考えられるが、この種子

登熟過程に関する知見はほとんど得られていない。我々は種子登熱

過程を支配している遺伝因子の検索とそれら遺伝因子のネットワー

クを遺伝学的に理解するためにシロイヌナズナを用いて種子登熟過

程に異常を生じた変異株の単離と解析をおこなっている。

EN3変異株(abi3-3変異株)とPG1変異株は共に、種子ーが耐乾

燥牲を獲得できない、穂子貯蔵蛋白質の蓄積が減少しているなど似

た表現型を示すが、植物ホルモンであるアブシジン酸(ABA)に対す

る種子の応答牲が異なり、 EN3変異株はABA非感受性変異株である

のに対してPG1変異株はABA感受性である。これらの J重変異株の

表現型は付加的であり未熟長角果中で極端な穂発芽ーをノI、す。この結

果から各々の原因変異が生じた遺伝Fは野生株では独立に種子特異
的な現象を支配していることが示唆された。そこで、シロイヌナズ
ナの主要な種子貯蔵蛋白質である128グロプリンをコードしている

遺伝j-(CRA，CRB， CRC)を用いてEN3変異株とPG1変異株について

ノザン解析をおこなった。 EN3変異株ではCRA遺伝子とCRC遺伝f
1包来のmRNAの蓄積は種子登熟過粍を通して著しく減少していたの
に対して、 CRB遺伝子については野生株と同程度にmRNAの蓄積し

ていた。-)]、 PG1変異株ではCRB遺伝子由来のmRNAの蓄積が著
しく減少していたのに対して、 CRA遺伝子とC配遺伝子については

mRNAの蓄積があまり減少していなかった。この結果は、 EN3変異

株とPG1変異株で変異が生じた遺伝子は各々独立に種子登熱過程を
調節しているという二重変呉株の表現型から得られた知見と矛盾し
ない。



3aF03 
メロン果実の成熟初期過程のエチレン生成について

山本光章、石木康史、平林哲夫人中川弘毅、佐藤隆美

(千葉大園芸、 1園芸生産研)

目的 メロン果実は成熟に伴いエチレン生成が著しく増

加するクリマクテリック型の成熱をする果実である。高

等植物においてエチレンはメチオニンを前駆体としてSー

アデノシルメチオニン (SAM)、1-アミノシク口プロパ

ンー1-カルポン酸 (ACC)を経て生合成される。この経

路では、 SAMからACCへの変換を触媒するACC合成醇棄

が律速醇素であるとされているが、 ACCからエチレンを

合成するACCオキシダーゼも果実の成熟に伴いその量が

増加する。本研究ではヱチレン生合成系の調節機構を解

明するため、果実において発現量が多く検出が容易な

ACCオキシダーゼのcDNAと抗体を用いて果実の成熟に

伴うそれらの変化、また成熟初期の果実内におけるヱチ

レン生成の変化を検討した。

結果 果肉部分種子、胎座、果肉節分からRNAと租抽出

液を調製しRNAプロット及びイムノプロット解析した結

果メロン果実の成熟初期に胎座でACCオキシダーゼ

mRNA及びタンパク質量が増加した。またACC合成信棄

のmRNAも成熟初期に飴座で検出できメロン果実のエチ

レン生成は果実の内部、胎腹部分からはじまることを示

唆している。

3aF04 
cDNA Cloning for Auxin-inducible ACC S戸lthase

from Mungb伺nSeedlings 

I.S. Y金鍾>H. Mori， B.G. KaJ】19*掴XIH. 1m踊eki
Sch. Agr. Sci.， Nagoya Vniv.掴XI・Dept.Biol. Sci.， Yonsei Univ. 

Ehylene production in higher pl組 tis regulated by the differential 
induction of isozymes of ACC synthase， a late-Iimiting enz戸田 for 
ethylene biosynthesis， by different signals. Due to the specificity of 
isozyme induction， the auxin-stimulated ethylene production system 
ωn a1so be a gl∞d model system to investigate the action 
mechanism of auxin at the molecular level. Towards this end， we 
have isolated four different cDNA cIones for ACC synthase (PMB-
1ム3，4)from auxin-treated hypoむotylsof etiolated mungbean 
担諮盟国単的関edlings.
ωle of the cDNA cIones， pMB-l， which contains組 openread泊g
frame of 1434 nucleotides was ch紅前terized.百le<k治献対aminoac副
総quenceshow high similarity (80.6 %) to that of auxin-induced 
ACC synthase gene fromωcumber and tomato， but， was 
significantly different from that of other types， i.e.， w佃 nd-or 
m蹴 ence-induc吋 enzymes(with similarity of卸 und50 %). Th巴
result indicates that there might be a gene family specific to auxin-
inducible ACC synthase. Basal expression level of MB-l was very 
low， but greatly enha目白dby auxin with a regular dose-response 
curve. Kinetic study indicated that the transcript was det配飽dwithin 
30 min after auxin treatment.百leauxin-induced expression of MB-l 
was suppressed by ethylene and ABA， respectively. 
There is a reportσMB 199232:1153) on a cDNA for auxin-
inducible ACC synth酷 C企omthe same tissue， but its田quenceis 
identical to that of MB-3， expression of which was not auxin 
specific. We ∞ncluded凶記don the民quenαdata組dnorthem blot 
analysis that MB-l repr回 enetsa geneおrauxirトinducibleACC 
synthase in mungbean田edlings.
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3aF05 
短半減期の反応機構依存性不活性化反応を受けるACC

合成酵素のトマト緑色組織における存在

住盛---1主(東北大・農・生物生産)

エチレン合成経路の鍵酵素であるACC合成酵素は，

反応中に基質のAdoMetによって不可逆的に不活性化さ

れる(反応機構依存性不活性化反応， MBI) • MBIは組
織中でのACC合成酸素の分解反応の初発反応として働

いている.傷害誘導を受けた成熟トマト果実のACC合

成酵素の半減期は，in vitro. in vivoともに 1-2時間
である.

一方， トマトの緑葉切片や緑熟果肉組織でのACC合

成酵素の活性減少の半減期については約 30分の値が
得られおり.上記の値では説明できないことから.こ

れらの組織での酵素の活性減少にMBIが関与しているか

どうか疑問が持たれていた.

そこで，この疑問に答えるために， トマトの緑色組

織から得た酵素のMBIの半減期を検討した.この結果.

健全緑葉， IAA処理緑業および緑熟果肉から得た酵素の

半減期がいずれも 30分以内であることが明らかにな
り.これらの緑色組織でもMBIが機能していることが示

唆された.また，傷害誘導した緑葉やIAA処理緑業から

得られた酵素試料は，半減期の短い酵素と長い酵素の

混合物であることが明らかになった.

3aF06 
キュウリのサイトカイニン抑制遺伝 (CNリとCN2υの発現

いくつかの特徴とその比較

寺本;阪J事.述111知1(¥竹集剛i、辻英火(京都大.JIM .植物、

I J;(/fI¥)f-f大・ 'f.}fi科学・応用生物)

サイトカイニンによって抑制される:つの遺伝子CNりと

CU211は、光と傷'gにも迅速に応符することが、ノザンブロ

y トおよびドソトブロット解析により砂lらかとなった。切り

取ったキュウリ黄化子葉をH庁所中でベンジルアデニン処目立す

ると、これらのmRNAi土、 2時rmから 411年1111にかけて大きく
減少する。また、キュウリ必化f策をド1色光ドに移した場合、

または、暗所インキュベーシヨン中に子葉をさらに切断する

と CR9mRNAi土、これらの処地後にー時限Jに減少した。

このことから、 CNリは、光条件や傷害などのストレスに対す

る適応開始の引き金を引いているのではないかと思われる。

砂jf情周期で育てた純物体の頂穿、本;葉、 子菜、脈納、根にお

けるCR9mRNAのレベルは、員一化子葉に比ベて非常に少な

かった。 CR9の作定アミノ酸配列は、イネの光誘導遺伝子

lirl (Reimmann and Dudler 1993， Planl MoL BioL 22: 165-170) 

のものと高いホモロジーを示した。両者には、それぞれ、ア

ミノ酸18残基 (CR9)、15残基 (lirl)のよく似た配列が2筒所

にみられ、この付近のホモロジーが特に高い。 CR20につい

ても、光や傷害に対する応答、各器'f守における発現について

調べたが、 CR9とはいくつかの点で異なっていた。



3aF07 

サイトカイニン処理2時間で抑制される遺伝子のクロー

ニング

遠山知子、寺本陽彦、竹葉剛1、辻英夫(京都大・理・

面高アマ京都府大・生活科学・応用生物)

我々はサイトカイニンの作用機構を明らかにする研

究の'環として、サイトカイニン処理後短時間内に抑

制される遺伝子に若円した。キュウリ黄化子葉におい

てサイトカイニンの A種であるベンジルアデ、ニン(BA)

により抑制される2つの遺伝子のcDNA(CR9とCR20)

を単離し、その解析を進めてきたが、今回はそれらと

は臭った遺伝子のcDNAを単離したので報告する。

CR9とCR20はBA処理4時間とその未処理区との聞で

のデイファレンシヤルスクリーニングによりt(f-られた
ものである。しかし、より短時間で減少するmRNAが

あることがinvitro translatio口実験 (Teramotoet al. 1993， 

Physiol. Plant. 87:584-591)により示されている。そこで、

BA処珂2時間と未処理医との聞でディファレンシヤル
スクリーニングを行なった。未処理[正の子葉から作製

したAファージのcDNAライブラリーを用いて、プラー

クハイブリダイゼーシヨンによって10万プラークをス

クリーニングした。その結果、 BA処理2時間で減少す

るmRNAのcDNAクローンが86倒得られた。このけ1に

はCR9が6個、 CR20が1個合まれていた。また残りのい

くつかのクローンについて、 BA処理後のmRNAほの時

間的変化をノザンプロットにより調べた。

3aF08 

サイトカイニンレセプターとみられる高親和性サイトカイニン

特異的結合蛋白

丞E益二二.矯本祐首藤紘一(東大・薬東大・分生研〉

サイトカイニンの作用機構の中心的役割を担うサイトカイニ

ンレセプターは，①全てのサイトカイニンとその活性発現濃度

に見合った結合定数で結合し，②細胞内に必要十分量=極微量

存在する，とし、う規範を満たすべきである。

演者らは4PU30や4PUI080など非常に強力なサイトカイニ

ン活性を持ったピリジル尿素誘導体を開発してきた(下図)。

今回， 4PU30の放射標識体をプローブ.として黄化ヤエナリ芽

生え全細胞抽出液中のサイトカイニン特異的結合蛋白(岱BP)

を陰イオン交換，疎水的相互作用，およびサイズ排除回目

で分析したところ，いずれの場合も CSBPは単一のピークと

して検出された。 CSBPは各種サイトカイニンと特異的かっ

競合的に結合し.総じて各種サイトカイニンのCSBP"¥の親

和性と生理活性との間には良い相関が見られた。またCSBP

に対する4PU30の結合定数は4X1010 M・ 1細胞あたりの

CSBPの含量は3，000分子と求められた。岱BPの見かけの分

子量はサイズ排除HPUごから 21kDaと見積もられた。

以上， CSBPはレセプターの規範を満たしており，サイト

カイニンレセプターの有力な候補であると言えよう。

X Y op山町田白血四回lion.
H a 4PU30 4 x lO-'M 
a a 4PUI080σ13 -10一'M

E畑巧1.血n凪e7XlO-'M
ひNH凹 NH-G

・:包白 TobooooCalI田ar-tbT~乱
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3aF09 

タバコのサイトカイニン結合蛋白質の構造と局在
三井真一、若杉達也桜甫昌弘(名大・遺伝子)

サイトカイニンは葉に作用してクロロフィル合

成および葉緑体の発達の促進などの作用を示すが、

レセプターの同定はされていない。レセプターの

候補として我々が単離したタバコのサイトカイニ

ン結合蛋白質複合体CBP130は、 57kDaと37

kDaのサプユニットから構成される。 57kDaサブ

ユニット (CBP57)の構造を明らかにするために、

CBP57をコードするcDNAをクローン化してその

塩基配列を決定した。予想されるCBP57のアミノ

酸配列は、様々な生物のS-アデノシルーしホモシ
ステイン (SAH)ハイドロラーゼと高い相同性を示

した。さらに、精製したCBP130画分中に本酵素

活性を検出した。また、抗CBP57抗体を用いた組

織染色により CBP57の局在性を解析したところ、

根端及び茎頂付近に強い発現が認められた。

SAHハイドロラーゼはメチル基転移酵素を阻害

するSAHを可逆的に分解する酵素であることから、

CBP130によってメチル基転移反応が調節され結

果として葉緑体におけるクロロフィル合成が調節

されている可能性が示唆された。

3aFI0 

トウモロコシ (Zeamays L.)幼葉鞘先端におけるしトリプ

トファンからのインドール-3-酢酸の生合成
企童基ニ，神谷勇;台飯野盛利 2 (都立大・理・生物、 1理

研・フロンティア・ホルモン機能、 2大阪市大・理・植物園)

現在，トウモロコシなど穀類の幼葉鞘のインドールー3-酢
酸(凶A)は，先端部において合成されているのか，また IAAは

しトリプトファン (Trp)を前駆体として合成されているのか，

というこつの大きな問題に関してきわめて混乱した状況にあ

る.演者らは，トウモロコシ幼葉鞘の先端部において IAAが

L-Trpから合成されること，また，この生合成は赤色光照射に

より阻害されることを明らかにしたので報告する。発芽4日

目のトウモロコシ芽生えの幼葉鞘より先端 (2.5mm)を切り

取り， 14C-L-Trp (37 kBq/ml)と共に暗所で2時間増養したの

ちラベルの内生Trpおよび IAAへの取り込みを GC-MSで分

析した.その結果，先端切片から抽出される TrpとIAA，およ
び切片から培養液中に拡散してくる IAAへの14Cの取り込み

率は，それぞれおよそ30，12，8%となった.一方 14C-Trp

との培養の2時間前に芽生えを赤色光(0.8w/m2， 5分間)で

照射すると， IAAへの 14Cの取り込み率に変化は見られない

が，内生 IAA量は切片より抽出されるもの，切片から拡散す

るもの両者とも 40~60 %に減少した.また，先端 5mm
より下の切片 (2.5mm)には， TrpをIAAに変換する活性は

検出できなかった.これらの結果は， Trpからの IAA合成系

がトウモロコシ幼葉鞘先端部における lAA生成の主要な経路

であることを示している。



3aFll 
媛性と正常オオムギのインドール酢酸の合成・分解系酵

素の活性比較

型車豊二、村田精雄、桜井直樹(広島大・総科・自然)

媛性オオムギ突然変異体 (Uzu)でのインドール酢酸

(IAA) 量の少ない原因を検討するために、 IAAの分解

と合成に関与すると考えられる酵素の比活性を正常系統

と比較した。播種後 3日目の幼葉鞘を磨砕し、 1000gで

遠心した後の上清を組酵素標品とした。 IAAを分解する

活性はUzuよりも正常系統で高かった。したがって、

UzuでIAAが少ないのは分解速度が原因ではないことが

わかった。つぎに、 IAA合成の直前の前駆物質と考えら

れるインドールアセトアミド(IAM)、インドールアセ

トニトリル(IAN) を基質とし、これらをIAAに変換す

る活性の比較を行った。 IAMをIAAに変換する活性は

極めて低く、 Uzuと正常系統の間で差はなかった。 IAN

をIAAに変換する活性はIAMをIAAに変換する活性に

比べかなり高いが、 Uzuと正常系統の聞で差は認められ

なかった。 したがって、 IAMあるいはIANを IAAに変

換する活性は、 Uzuで異常がないことが示された。さら

に、 IAMとIANの内生量にUzuと正常系統の聞で差がな

かったので、 IANとIAMの代謝がオオムギでのIAA生

合成の主要経路に関与していない可能性が示された。

UzuのIAAの少ない原因としては、 IAN、IAMの代謝に

関係しない、インドールアセトアルデヒドを経由する経

路などに異常がある可能性が高い。

3aF12 
イネカルスよりインドールアセトアミドヒドロラーゼの精製とそ

の性質について

主.tLー孟阜、 'IIH安喜良1、日IIJlr1t，W、IUf邦彦東理大
基礎工.，t物工、 1東理人.'1命研、 2東大・教養・基礎科?)

トリプトファンからインドールアセトアミド (IAM)を経てIAAに

弔るバクテリア卑lオーキシン生合成終路(凶M符路)が 4部の高ち

附物にイ1ftすることが提唱されているの又、イネにおいては野n
f章、栽培穐を問わずIAMをIAAに変換するIAMヒドロラーゼ活性の
{[在がトレース'夫験等により確認されている。今回この惇素の性

質を解明するために栽培積のイネカルス (ory即日tivaCS924 R木

11青)より解素の精製を行った。醇素の精製は定法より、硫安沈殿

後、各種クロマトグラフィーにより、精製後46 j詳の治怜両分を

得、活性本体の蛋ド!質の分子量は 52.5kDaを示した。本醇;tの37

"Cにおける至適pl!I立、 6.0-6.6で、至適祖度は52たを示し、
(j 5 .'Cで完全に失訴した。基質特異性を調べたところ、本醇素は

インドールアセトニトリルを加水分解できなかったのに対し、 lAA

のよチルヱステル休を加水分解できることが判明した。 Kml1直は、

IAMI:対しては、 960"Mであり、一方IAAのエチルエステルで、は、
550" Mであった。このことは、楠物の実牛に多くのエステル型

IAAが含まれていることを考えあわせると、内生のエステルI¥'!IM

を加水分解し、 IAAの生産1:寄与する可能性を示唆している。さら

にNAAを結合したカラムによるアフイニティークロマトグラフイ

ーを試みたところ、活性の検出された分両にSDSPAGEで52 kIJa 

を示すバンドが検出きれた。現荘この蛋白質のアミノ酸の部分配

列の決定を行っている。
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3aF13 
白Vicotianatabacum培差細胞における咳内プロテインキナーゼ活性の
オーキシンによる制御

1tJ.I..l盟主ー酒井慎吾(筑波大・生物)

個物培養細胞の分裂・増殖は、一般に植物ホルモンであるオーキシン

によって制御されている，また、細胞分裂には、その主たる場である主主

に存在する特定タンパク賀の秩序立ったリン酸化・脱リン酸化反応が重

要であることが知られており‘これらの反応に対する特定のプロテイン
キナーセ:(PK)、プロテインホスファターゼの関与が想定される@本研究

では、 Nicotiana匂bacumL. cv. Bright Y，巴llow(BY-2)1昔養細胞を用い、

オーキシン (2.十 0)の細胞分裂・増殖に対する影響と核内 PK活性の

相関について検討した。

2，4-0の分裂への効果を調べるために‘ 2，4-0を含む(十2，4-0)培

地に継代後4日Bの細胞を用いることにした。この細胞を.2，4-0を含
まない(ー2，4-0)熔地に植え継いだところ、 24hrで分裂係数 (MI)

は最小値に遣し、その後、 2.4-0を再添加すると12-24hrでもとの MI
値に回復した。この MI値の回復は、 2，4-0の濃度に依存すると共に他
の活性型オーキシンの添加によっては観察されるが、非活性型オーキシ

ンでは観祭されなかった。

同様の実験において、経時的に核を単離し、核タンパク質を油出し、

カゼインを基質として PK活性を測定した.一2，4-0港地に継代後.24 

hrで活性は愚小値に達し、 2，4-0再添加後 12hrでもとの活性に戻った。

MIと同様に、この活性の回復は 2，4-0濃度に依存していた.カゼイン
を基質としたゲル内リン酸化の実験において.40 kdと32kdのPKの

活性が同様の変動を示した。また.これらの活性がへパリンで阻害され

たこと、 Mg2+要求性かっCa2+非要求性であったことから.この活性の

変動にはカゼインキナーゼ11 (CK!I)の関与が考えられた.

以上の結果から、オーキシンは CK!I活性をコントロールすることで

細胞分裂・増殖を制御している可能性が示唆される。

3aGOl 
スギの針葉および雄花におけるリポキシゲナーゼ活性の季節

変化

止皇車ミlS高橋久光，太rH保夫(東京農大・農・国際農業開

発)

現在，わが国には，スギ花粉症に悩む人が 12 0 0万人い

るといわれており，その対策カ号室く望まれている。演者らは，

脂肪酸の葉面散布がスギ雄花の褐変に及ぼす影響について研

究を行い， リポキシゲナーゼの作用によって生成するトラン

スー2ーへキセナールがスギ雄花を選択的に褐変させること

を明らかにした。ここでは，スギの針葉および雄花における

リポキシゲナーゼ活性の季節的変化を測定し，脂肪酸の処理

時期の違いがスギ雄花の褐変に及ぼす影響について検討した。

リポキシゲナーセ、活性は，夏から冬にかけて針葉，雄花と

も徐々に減少し，そのf'fU支はl街Eのほうカt針葉に比べ大きかっ
た。脂肪酸の葉面処理効果が夏に高いことは，スギの針葉お

よび雄花のリポキシゲナーゼ活性が夏高いことと呼応してい

た。一方，針葉におけるリポキシゲナーゼ活性は雄花に比べ

数倍高く，針葉は雄花に比べトランスー2ーヘキセナールに

対する抵抗仰が大きいものと推測される。



3aG02 
キュウリ実生リポキシゲナーゼ発現制御機構の解析

松井健二、津留英治、梶原忠彦、畑中瀬和、長谷俊治l

(山口大・農・応、生化、 1大阪大・蛋白研)

リポキシゲナーゼ (lρX)は、ジャスモン酸生合成の鍵酵素

であり、また、一部の植物組織では栄養組織の貯蔵蛋白質とし

ても知られている。キュウリ子葉においてLOXは発芽3日目か

ら急速に蓄積し、 6日目に最大活性を示した後、再び急速に分

解される。一方、根では活性の出現する時期は同じだが、 6U 

目以降も減少することなく、一定レベルの活性が検出され、子

葉山Xとは明らかに異なった発現パターンを示す。また、!由j者

は酵素学的、免疫学的に区別できるアイソフォームである。本

研究ではこれら 2種のIβX遺伝子を単離し、様々な成育条件 F

でのIβX遺伝子発現様式の解析を目的とした。

発芽4日日のキュウリ子葉、根からmRNAを単離し、常'rlーに
従って各器官特異的cDNAライブラリーを作成し、キュウリ f
葉LOX抗体をプロープとして、子葉、根LOXcDNAを単離した。

キュウリを明所で成育きせた場合、子葉LOXmRNAは発芽6

日目前後に一過的に蓄積したが、主長LOXmRNA足;は発芽3日

日以降から蓄積し、その後ほぼ一定のレベルであり、両者は明

らかに異なる制御を受けていた。 ー方、子葉LOXの発現は発芽

種子をLeupeptin処理する事によって著しく抑えられた。更に、

LOX活性の低くなった発芽 10日1'1の子葉に窒素源を大量に投

与すると再びLOXが発現してきた。これらのことは子葉LOX遺

伝rの発現が主に窒素によって嗣脚されていることを示唆する。

3aG03 
病害抵抗性発現時にジャスモン酸合成が光によって制御され

ている可能性について

且亙皇差王、柴田大輔(三井植物バイオ研究所)

私達はイネの病害抵抗性反応時に発現するリポキシゲナー

ゼ遺伝子をクローニングした。その遺伝子産物のN末端に葉

緑体移行シグナル配列があることから、この遺伝子産物は葉

緑体に存在すると推定した(penget a1.よBiol.Chem. (1994) in 

press)。さらにこの遺伝子を大腸菌内で発現させ、その活性の

性質を詳細に調べた。その結果、至適pHは5から 6の聞で、

pH7以上では活性が認められなかった。このことからこのリ

ポキシゲナーゼは、光合成によってpHが酸性に傾く葉緑体内

腔に存在することが推定される。つまり光によってリポキシ

ゲナーゼ経路のスイッチが入ると考えられる。また、リノレ

ン酸に対する活性はリノール酸を基質とした場合の約3倍で

あり、 C13位特異的に酸素を導入した。葉緑体の中の糖脂質

ではリノレン酸が主な構成成分であることから、この反応に

よってジャスモン酸の前駆体である13-hydroperoxylinolenicacid 

が主に生成されると考えられる。また、最近、ジャスモン酸

生合成に関与するalleneoxide synthas巴のcDNAがクローニング

され、その遺伝子産物が葉緑体に存在することが示唆されて

いる(Songet a1. PNAS 90，8519-8523， 1993)。以上の結果は、

光に依存したリノレン酸のC13特異的過酸化を引き金として、

ジャスモン酸が生成する可能性を示唆している。
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3aG04 
Lガラクトノ y ラクトンデヒドロゲナーゼの精製と性質

主型盟王よ中野淳子(名古屋女大、家政)

植物に於けるビタミンC (VC)の生合成機構は十分に解明

されていないロ VC生合成の最終段階に関与する酵素、 Lーガ
ラクトノ y ラクトンデヒドロゲナーゼ(EC1.3.2.3、
GLDHaSE)が植物に方ぞけるVC生合成の調節に関与していると

いう報告が幾つかあるが、本酵素の性質については明らかに
されていない。本研究では甘藷塊根よリGLDHaSEを精製し性

質を決定したー
甘藷1.5kgを同量のO.4M庶糖、 O.IMリン酸緩衝液 (pH7.4)

と共に磨砕し、 12.000xg沈殿 (Mt) 画分を得、これから、酵
素の精製を行なった。 GLDHm活性はLーガラクトノ y ラク

トン (L-Gal)を基質とし、シトクローム (Cyt)C共存下で

550nmの吸光度の増加から1分間に2μmolのCytCを還元する

酵素量を1unitとしたロ

甘藷のMt画分の酵素活性はIg当たり 12.7unitであった。

Mt薗分を超音波処理(クボ夕、201M型、 130w、30scc)すると.

50-60%の活性が可溶化された。 SEphacrylS-200によるゲル鴻

過では、 Mt画分の活性明4%が回収され、 48倍に精製された。

DE-52セルロースカラムクロマトグラフィでは、 10%の回収

率は、 102倍に精製されたロクロマトフォーカシングではpH

5.8で酵素活性が溶出され、回収率は0.9%で、 292/きに精製さ

れた。この精製酵素はSDSゲル電気泳動で分子量56.000の一

本の蛋白質バンドになったo Sephadex G-I00のゲル鴻過でも、
本噂素の分子量は56.000であった。精製酵素の至酌Hは7.9で、

L-GaHこ対するKm値は0.12mMであり、 L-Galに基質特異性を

示したロ

3aG05 
イネ飾管液に存在するチオレドキシンの解析

石渡裕、中村進一、益ー益盤、森敏、茅野充男(東大.農.農化)

植物における節管は物質の転流に関わる重要な組織である。

この節管液中には高濃度のシュクロース、アミノ酸などが流れ

ているが、これら低分子化合物以外にも核酸やタンパク質など

の高分子化合物も流れてることが明らかになっている。これま

で、イネ飾管内には情報伝達に関与すると考えられるプロテイ

ンキナーゼの存在、飾管内の酸化還元を調節すると考えられる

チオレドキシンの存在を報告してきた。

本報告では、cDNAの塩基配列よりチオレドキシンであると

示唆されているイネ飾管タンパク質の性質を調べることを目的

とした。まず、抗コムギチオレドキシン抗体を用いたウエスタ

ンプロッティングにより、飾管液は、他の組織に比べて多くの

チオレドキシンを含むことを明らかになった。また、インシュ

リンを基質としてチオレドキシン活性を測定したところ、節管

液タンパク質は、チオレドキシンを含むことが明らかになったc

さらに、大腸菌に過剰発現させたイネ街管チオレドキシンも同

様に抗体と反応し、また酵素活性も検出された。

成熟した篠管内ではタンパク質の合成は行われておらず、箭

管液中に検出されるタンパク質は、伴細胞より原形質連絡を通

じて筋管内に積み込まれると考えられる。



3aG06 
ニンジン培養細胞からのDAHPsynthase-Coの精製
鈴木菜穂、作田正明、清水碩(お茶の水大・理・生物)

高等植物において、シキミ酸経路で生成される 3つの芳香族

アミノ酸は、タンパク質合成の基質としてだけでなく、二次代

謝の基質としても重要である。シキミ酸経路の初発段階を触媒
する DAHP(3-deoxy-D-arab ino-heptulosonate 7-phosphate) 
synthaseには、 DS-Mn.DS-Coと呼ばれる 2つのアイソザイムが

存在し、 DS-Mnは色素体に、 DS-Coは細胞質中に局在していると
考えられている。このうち、 DS-Mnについては、免疫学的、分子
生物学的手法を用いて解析が進んでいる。しかしながら、 DS-
Coについては、未だその単離・精製は行われておらず、その実
体は明らかではない。このごとは、 DAHPsynthaseの生理機能の
解明に障害となっている大きな要因である。そこで、ニンジン

懸濁培養細胞を用いて、 DS-Coの精製を試みた。このニンジン培
養細胞の培養期間を通してDAHPsynthaseの活性を測定したとこ

ろ、両アイソザイムの活性の変動パターンに遣いが見られた。

DS-Mni舌性は、対数増殖期に高く、定常期にかけて減少した。
一方、 DS-Co活性は対数増殖期には低く、その後上昇し、定常期
には最大となった。そこで、精製にはDS-Co活性とDS-Mn活性の

差が最も大きくなる継代後7-8日目の細胞を用いた。細胞破砕後

遠心分離により得たよ清を、硫安分画、 DEAE-sephacel、ハイド
ロキシアパタイト、 MonoQ、Superoseカラムを用いて分離し、
SDS-PAGE上で単一の酵素標品を得た。この酵素は、 SDS-PAGE上

では約62-kDのバンドとして検出された。

3aG07 
イネ穎果におけるグルタミン酸合成酵素群の組織内分布
早川俊彦，中村貞三山谷知行. (東北大・農・細胞生化
学東北大・農・作物学)

イネの穏や若い葉身は、下位の老化組織から節管を介して
転流する窒素及び地下部から導管を介して流入する窒素で構
成される。 演者等は、これ等の生長中の組織におけるグル
タミン酸の合成を、 NADH依存性グルタミン酸合成酵素(NADH
OOGAT)が担うことを示唆する報告を行ってきた1)2)。 イネ
葉身維管束組織におけるOOGATの分布を示した昨年度の本大
会引に号|き続き、今大会ではイネ穎果におけるOOGATの組織
内局在性について免疫組織化学的に解析した結果を報告する。
イネ(ササニシキ)をガラス室で水耕栽培し、開花後の一
次枝梗の穎果を材料とした。 抗体は精製抗原に対してアフ
ィニティー精製したものを用いた。Controlには大過剰の
精製抗原にて免疫沈降させた抗体液の上清を用いた。 開花
後10日目の穎果を籾殻と内部の未熟玄米に分けて、各組織の
イムノプロット分析を行った結果、穎果全体のNADH-{脂 AT蛋
白質の約84%が、未熟玄米中に存在することが明らかとなっ
た。 更に、未熟玄米のパラフィン包埋切片を抗体染色して
光顕観察した結果、 NA阻イ鵬AT抗原は維管束組織の筋部と木
部の柔細胞、珠心突起細胞、種皮の珠心表皮細胞及び糊粉層
細胞群に主に存在することが判明した。 これ等の細胞群は、
形態学上推定される玄米の物質流通経路の細胞群と完全に一
致しており、転流窒素の再利用において重要な役割lを担う可
能性が更に強められた。 一方、 ferredoxin依存性G(X;AT
σ，J-{鵬11)は果皮の葉緑体を含む横細胞群に存在し、 NADH
OOGATとは組織内分布が異なっていた。
l)Y.細胞.yaet al. (1992) Plant Physiol.l00: 1427 
2)Hayakawa et al. (1993) Plant Physiol.l0l・1257
3)Haya担周 etal. (1994) Planta in press. 
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3aG08 
トウモロコシ葉PEPカルボキシラーゼをリン酸化するプロ

テインキナーゼの部分精製とその分子的性質

藍旦尚弘、小川紀之、泉井桂(京都大・農・農生)

トウモロコシのC4回路におけるPEPカルボキシラーゼ

(PEPC)は光照射によりリン酸化を受け、フィードパック

阻害剤であるリンゴ酸感受性が低下することが知られてい

る。この活性調節に関与するプロテインキナーゼ (PEPC-
PK)はこれまでに葉の細胞質画分から部分精製されている

が、その活性調節因子としてCa2+が関与するか否かで議論

が分かれている。我々はBlueSepharoseアフィニティーク

ロマトグラフィーによる部分精製を行い、 PEPC-PKはCa2+

依存性であること、さらにSDS-PAGEによる分離後、ゲ、ル中

で再生・自己リン酸化を行うと50-60kDalこCa2+依存性の
PK活性をもっバンドが現れることを示した1)。今回、基質

であるPEPCの精製法の改良を行い、また各クロマトグラフ

ィー(ゲ、ル漉過・イオン交換・疎水性)におけるPEPC-PK

の挙動を調べた。その結果、ゲ、ル纏過による分離において

分子量10万-20万にCa2+依存性のPK活性を検出したが、分

子量3万にはCa2+非依存性の活性も検出された。イオン交
換クロマトグラフィーにおいても両PK活性がみられた。ま
た等電点電気泳動を行ったところCa2+依存性のPKl活性が

pI値4.8-5.8にみられた。現在、これらの分離法を組み合

わせることによりPEPC-PKを単離精製し、両者の関係を明

らかにすることを試みている。

1) Ogawa. N. & Izui， K. (1992) Research in 
Photosynthesis(ed. Murata. N.) Vol. 3. pp.831-834 
K 1 uwer Academ i c Pub 1 i shers. Nether 1 ands. 

3aG09 
トマト果実におけるフェレドキシンーアイソプロテインの蓄

積の制御

青木考， 和田敬四郎 (金沢大・理・生物)

トマト (LyropersIl叩 E 回culentumcvMomotaro)は、線や葉

だけでなく果実でもフェレドキシン (Fd)を蓄積する。ト

マト果実からF的精製を行い、その蓄積量に影響を与える

要因について検討した。

赤くなったトマト果実から5種類のFd(FdO，Fdl，FdlぺFd2，Fd
3)を精製した。 Fdl，Fd3は葉に存在するFdと同一物で、トマ

ト果実の成長に伴L、FdO，Fd2(果実特異的)が増加し、

Fdl，Fd3が減少した。しかし果実の色の変化との相関はみら

れなかった。着果直後から果実に袋をかぶせ、暗所で育て

たところ、果実は正常に赤くなったが、 Fdl，Fd2， Fd3に著し

い減少がみられた。また樹上で赤くなったトマトと、摘果

後赤くなったトマトを比べたところ、後者はFd31こ対する

Fd2の割合が増加する傾向にあった。さらにエチレン・ノル

フルラゾンの処理も行ったが、 Fdの組成に変化はなかった。

これらの結果よりトマトのFdは器官・光・転流物質による

制御を受けていることがわかった。



3aGlO 
キュウリアスコルビン酸ペルオキシダーゼのcDNAクローニング

星壬五亘佐野智三宅親弘曹腕紅浅田浩二 (京都大・食研〉

アスコルビン酸ペルオキシダーゼ(APX)は植物でのH，O，の消去に

機能しているが、これまでに解析されてきた植物由来のグアヤコー

ルペルオキシダーゼと分子的性質が大きく異なる。しかし、 APXの
詳細な構造や反応機構については、生葉からの大量精製が困難であ

るため不明な点が多い。ここでは、チャ葉ストロマ型APX(sAPX)に

対する抗体を用いてcDNAクローニングを行った結果を報告する。

スクリーニング時のパックグラウンド低減のために、チャ葉sAPX

を担体に吸着させたカラムにより抗血清をさらに精製した。これを

用いて発現ベクタ-A gt22Aを使ったキュウリ子葉cDNAライブラリ

ーをスクリーニングし、得られたクローンの塩基配列を決定したと
ころ、 750bpのORFを見いだした。

このORFにはチャ葉sAPXおよびホウレンソウチラコイド膜結合型

APX(tAPX)のN末端アミノ酸配列と相同性のある領域は見いだされな

かった。またこのORFの一次配列はエンドウおよびシロイヌナズナ

細胞質型APX(cAPX)と80百以上の相同性を示し、ホウレンソウおよび

チャ葉cAPXのN末端アミノ酸配列において高い相同性を示したこと

から、得られたORFはcAPXであると予想された。また、他のペルオ

キシダーゼとの相同性を調べたところ、グアヤコールペルオキシダ

ーゼよりも酵母チトクロムグtルオキシダーゼ(CPX)との相同性が高
く、 CPXにおいて反応機構に直接関与すると考えられているTrp残基、

Arg残基、 Asp残基はいずれも APX上に保存されていた。

このcDNAをNotI分解、末端平滑化後NcoI部分分解で断片化し、発

現ベクタ-pET-8cに挿入し、大腸菌BL21(DE3)に形質転換させた。

現在形質転換体において活性なcAPXを発現させるための生育条件を
検討中である。

3aGll 
大腸菌で発現させたキュウリモノデヒドロアスコルビン酸レ
ダクターゼの性質

韮E宜、浅田浩二1(RI百、 l京都大・食研)

アスコルビン酸(AsA)は細胞内で各種ラジカルの

"シンク"として働くが、その際 1電子酸化されてモノデヒ
ドロアスコルビン酸(MDA)ラジカルとなる。特に葉緑体内で

は光化学反応に伴い生成する H202をAsAペルオキシダー

ゼが消去するため MDAラジカルが多量に生じる。 MDAラ

ジカルは、 F，ゆを含み NAD(p)Hを電子供与体とする MDA

レダクターゼによってAsAに再生される。この酵素は植物体

から精製すると非常に収率が低い。そこでキュウリ芽生え

cDNAライブラリーから単離した MDAレダクターゼcDNA

を用い、 E.coliで発現させ、精製し、その性質を調べた。

ここで使用した cDNAから予想されるアミノ酸配列は、以

前に精製されたキュウリ果実MDAレダクターゼのアミノ酸

配列と異なる部分があった。しかし組換え体酵素はキュウリ

果実から精製した酵素と同様、キノン類や匂 cなどを電子

受容体とせず、その NADH、 MDAラジカルによる吸収スペ

クトル変化からフラビンが反応に関与している。

組換え体酵素の Km値は、 NADHに対しては植物からの精
製酵素と同程度 (4.4μ附であったが、 NADPHに対しては

約9倍 (210μ M)であった。 MDAラジカルに対しては、植
物からの酵素の Km値の約2倍である 3μMでも、組み換え
体酵素の反応速度は飽和しなかった。

また、メナジオンレダクターゼに対する阻害剤であるジク

マロールは、植物体からの酵素の活性は阻害しないが、

0.1 mMで組換え体酵素の活性を約60%にまで阻害した。
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3aG12 
エンドウaspartatekinaseのcDNAクローニング

清田誠一郎、坂野勝啓(農水省・生物研)

被物のaspartatekinese(AK)には、スレオニン阻

害型 (Thr-AK)とリジン阻害型 (Lys-AK)の 2種類の

アイソザイムが存在する。エンドワ幼被物葉の両ア

イソザイムの活性を日を追って測定したところ両者

で発現パターンが異なるこ kがわかった。 2つのア

イソザイムの発現調節機構を解明するための一環と

して、今回は、 AKのcDNAクローニングを行った。

ニンジンAKのcDNA[l]を元に設計したプライマーを

用いて、緑化過程のエンドワ葉から作成したcDNAを

鋳型にPCRを行った。期待される1.4kbのPCR産物が得

られ、塩基配列の分析の結果、 AKであると左が確認

された。

現在、このPCR産物をプロープとしてcDNAライブラ

リーのスクリーニングを行っている。

[l]Weisemann J. M. and B. F. Matthews，(1993) Plant Mol 

Biol. 22・301-312

3aG13 
Rhodobacter capsulatus 7鉄フェレドキシンの3鉄クラスター

保持に関与するCys間配置の変換とその効果

丞率直主、佐伯和彦、松原 央(阪大・理・生物)

フェレドキシンは種々の代謝系の電子伝達を担う鉄硫黄蛋白

質である。 [4Fe-4S][3Fe-4S 1型σ鉄)フェレドキシンについては特
異な 3鉄クラスターに着目した物性解析が多くなされているが

生理機能には未知の点が多い。私達は光合成細菌Rhodobacter

ωrpsula価フェレドキシンIIσ'dxA)の構造改変を通じて7鉄フエ
レドキシンの構造一機能相関の解析を進めており、今回クラス

ターを保持するシステイン(Cys)に特有の配列の構造変換を行な

った結果を報告する。 2[4Fe-4S1型(8鉄)フェレドキシンでは一

般にCys-X舗2-Cys-Xaa2-<ごys-Xaa3・Cys配列が2回繰り返されるの

に比べ、 R.αIpsula帥 FdxAを含むAzotobacter型7鉄フェレドキ

シンではいずれも片方がCys-X泊2-CyS-X踊 4-<ごys-Xaaョ-Cysであ

る。このXaa4部分と 3
鉄クラスター保持の関連を調べるため

R.α伊'sula加sFdxAのXaa4に相当する配列(Lys・T戸-Thr-Asp)を
Gly-Ala、Gly-Asp、Gly-Asnに改変するような 3種類の変異遺伝

子(GA必IxA、GD-fdxA、GN・曲A)を作成し、それらをプラスミ

ドとして保持させた株のゲノムfdxAの破壊実験を行なった。

F似Aが必須蛋白質であるためゲノム遺伝子が破壊できるのは改

変肱A産物が機能し得る場合のみである。 GA-、GD-晶Aのみを

持つ株が得られたのに対しGN・抽Aのみを持つ株は得られず、

GN-FdKAが機能できないことが判明した。また抗FdKA抗体を用

いた解析によると菌体中のGA-FdxAとGD-FdxAはいずれも不安

定であった。



3aHOl 
コムギ葉緑体psbD/C遺伝子クラスター
の光応答プロモーターに作用する転写活性化

因子

畠以韮L、中平洋一、椎名隆、豊島喜則 (京都大学、人間・
環境学研究科)

コムギ葉緑体psbO/C遺伝子クラスターには4種類のプ
ロモーターが存在する (O/C-l~D/C- 4)。それらの
内、 D/C-3プロモーターのみが光に応答して転写が活性化
されるが、暗所で育てたコムギ芽生えが光により緑化する初期

過程において、この0/C-3プロモーターに作用する転写制
御因子が生じる事を既に報告した。

本研究では、まずへパリンセブアロースカラムクロマトグラ
フィーを用いてこの転写制御因子(フラクションA)を葉緑体

RNAポリメラーゼから分離した。
ついで、制御因子のアッセイ系を確立する目的で、葉緑体自身

のRNAポリメラーゼのかわりに大腸菌のRNAポリメラーゼ
を用いてムム Lムムム♀転写実験を行った。大腸菌RNAポ
リメラーゼ単独の場合、 0/C-2プロモーターからの転写は
起こるが、 D/C-3からの転写は認められなかった。しかし
ながら、大腸菌RNAボリメラーゼにフラクションAを加える
と0/C-3プロモーターからの転写が生じた。
さらに、 D/C-3プロモーターのシス配列を解析するため
にゲルシフト実験を行った。その結果、フラクションA中には

このプロモーターの特定の領域に特異的に結合する複数の蛋白

質が存在する事が分かつた。

3aH02 
A DEVELOPMENTALL Y -REGULATED atpE-SPECIFIC 
TRANSCRIPT ARISES FROM A PROMOTER WITHIN 
THE CODING REGION OF atpB GENE IN TOBACCO 
CHLOROPLASTS 

saniav KAPOOs， Ma品油iroSUGIURA， Center for Gene 
Researせ1，Nagoya University， Chikusa， Nagoya 464-01， 
Japan 

The atpB and atpE genes encode s and e sul、units、
respectively， of chloroplast ATP synthase. These genes are 
transcribed as part of hi-cistronic佐anscriptsstarting 5' to 
atpB gene in m川 tof the p lants呂peciesstudied so far. In 
tohacco， however， atpB gene specitic prohe hyhridizes to 
2.7 and 2.3 kh transcripts目 Besidesthese two， prohe from 
atpE coding region hyhridizes also to a smaller， 1.0 kh， 
transcript. This atpE-specific transcript accumulates in 
leaves and not in proplastid containing tohacco BY -2 cells. 
Its 5・endhas heen mapped 431 nt upstream of the atpE 
translation initiation site， within the coding region of atpB 
gene. This transcript shares a common 3' end with other 
two hi-cistronic transcripts (2.7 and 2.3 kh) of this operon， 
-150 nt downstream of atpE t巴rmination codon. 
Moreover， in vitro capping and rihonuc1ease protection 
analysis revealed that出istranscript resu1ts 仕oma 
primary transcriptional event and is also characterized hy 
-10 and -35 canonical sequences in the upstream f1anking 
regIOn. 
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3aH03 
A NOVEL RNA GENE IN THE TOBACCO 
PLASTID GENOME: ITS POSSIBLE ROLE IN 
THE MATURATION OF 16S rRNA 

An伽1ioVERA，Masahiro SUGillRA.， Center for Gene 
Research， Nagoya Univ，ぽsity，Chikusa-ku， Nagoya 464-01 

A small plastid-encoded RNA (spRNA， 218 nt) has 
出回deωcted inωba∞o.百 ecoσesponding1∞凶(sprA)
does not contain any open reading frame and is actively 
transαibed from iωown promoter， as shown by 
ribonucleωe prot民 tionassays凶 ingin vi.的 cap戸dRNAs.
Gel-shift and UV-crωslinking ex伊rimentsshowed血e
formation of a平副ficcomplex between spRNA and 
chlαoplωt polyp叩tides.τhemobiliザofthe complex was 
向叶1ershifted when a transαipt bear加gpartofぬe16S 
rRNA leader sequence was added in白e泊四回“onmix旬re.
Glァcerolgradient fractionation of a chlor，叩lastlys蹴
indicaぬda oref，ぽentials剖imentati叩 ofspRNA at 15・208
and 70S.百1eseobsぽvationsand the po出1tialbase pairing 
M白theleaders叫uen田 ofpre-16S rRNA， su邸周ta role 
ofspRNA加chloroplastribosome biogenesis， i.e. 16S 
rRNAmatura伽 1.Bys珂uencingof ωmaわがastidDNA 
andhe附 ologousnぽ thernhy祉idizations，出epres田 ceof
sprAhomolo伊es釦d白位expressi∞ina number of dicot 
plants have also加enshown.

3aH04 
タバコ光化学系 I核遺伝子群のグリーニング過程での発現

近藤由希子、山本義治、中部真之、小保方潤一(北大・地球

環境・生態遺伝)

高等植物の光化学系 1(psJ)は少なくとも 13種類のサブ

ユニットから成り、このうち核にコードされている8種類の

サブユニットの大部分には重複遺伝子に由来するアイソマー

が見い出される。このように、光化学系 Iの形成には多様な

遺伝子群が関与しているが、一方、それらの発現を支配する

分子機構については今のところほとんどわかっていなし、本

研究ではタバコの母系祖先種であるM∞tianasylves凶sを材料

として、これらの系 I遺伝子群が黄化芽生えのグリーニング

過程でどの様な発現様式をとるのかをRN剖eプロテクション

法とタンパク質の免疫プロッティング法によって検討した。

その結果、調べたほとんどの遺伝子の産物はこの過程におい

てほぼ同調的に蓄積し，サブユニットやアイソマーによる違い

は見られなかった。これは、少なくともグリーニング時にお

いては、多様な系 I核遺伝子群の発現が共通な機構で支配さ

れていることを示唆している。



3aH05 
タバコの光化学系 1i宣伝子psa助の転写、転写後、翻訳レヘ"での

光制御について

山盗差益辻英夫近藤由希子"fJ、保方潤-， ('北大地球環境

生態遺伝京大，理・植物)

Nit叩ltianasylvl回出sの光化学系!被遺伝子群の中でpsaLめは最

も迅速な光応答を示す。 psa助の遺伝子発現に関して光の作用点

は転写、mRNAの安定性、翻訳のどの段階にあるのかをトラン

スジ‘ヱニックタバコを用いて解析した。 psa助遺伝子断片を含む

3種の融合遺伝子(r psaDbプロモーター+GUSレポーター」

rCaMV35Sプロモーター+psa助の転写領域J rC aM 

V 35 Sプロモーター+戸a助リーダー配列十GUSレポー

ターJ)を構築し、アグロパクテリウムの系によりタバコに導

入した。そしてこれらの導入遺伝子が光応答を示すかどうかを

調べた。その結果 rpsa助プロモーター+GUSレポーター」の

みが光応答を示したので、 psa助の光に依存した発現は転写レベ

ルで調節されており、 mRNAの安定性や翻訳開始頻度は光照射に

よって変化しないことがわかった。またpsaDbのリーダー配列に

は翻訳活性を十数倍高めるシス配列があることが示唆された。

3aH06 
タバコの光化学系 I核遺伝子群に結合するタンパク質

因子の解析

阜皇E皇卒、山本義治、近藤白希子、小保方潤一(北大・
地球環境・生態遺伝)

光化学系 Iサブユニットを支配する核遺伝子群の発

現は光に対して迅速にかつ向調的に応答する。さらに

この発現は転写レベルで誘導され、これらの遺伝子群

に共通する発現調節機構の存在が示唆されている。し

かしながら光化学系 I核遺伝子群のシス・トランス因

子に関する知見は非常に少ない。我々は、タバコ

(Nicotiana syl vestris)の核ゲノムからPSI-Hサプユニット

をコードする遺伝子psaHを単離し、さらにタバコの他

の光化学系 I核遺伝子、 psaD、psaE、とプロモーター領

域の構造を詳細に比較した。その結果、光化学系 I遺

伝子群に特徴的ないくつかの反復配列の存在が明かと

なり、これらをRlから R6と名付けた。この中で、 3種

の遺伝子に共通して見いだされたR5モチーフに着目し、

このモチマフに特異的に結合するタンパク質因子をゲ

ルシフト法によって解析した。
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3aH07 
C3植物にも C4型l類似PPDK遺伝子は存在する

今泉信之、石原邦人鮫島宗明2、松岡信 2 (ジャパンターフ

グラス、 l東京農工大学・農、 2農水省・生物研)

C4植物のピルビン酸正リン駿ジキナーゼ (PPDK)はC

4光合成の最も重要な調節酵素として知られている。最近、 C

3植物にも PPDKタンパク質が存在することが明かにされ、

その生化学的性質はC4型PPDKと比較的似ていることが報

告されている。しかし、 C3植物における PPDKの機能およ

びその発現調節などについてはほとんど明かにされていない。

そこで、われわれはC3植物であるイネより PPDK遺伝子を

w-献し、その構造解析を行うことにより、 C3とC4植物問の

C4光合成遺伝子の相同性について検討した。

イネ(日本晴)のゲノムライブラリーより、トウモロコシ(C

4型)P P DK遺伝子の cDNAをプロープとして、スクリー

ニングを行い、 2種類の異なるクローンを得た。その内、 C4

l¥'Jp PDK遺伝子とホモロジーの高い遺伝子について全指基配
列を決定し、 C4型PPDK遺伝子と比較した。

イネとトウモロコシ (C4型)P PDK遺伝子のエクソンー

イントロンの関係は、エクソン1と3を除き完全に一致し、翻

訳アミノ酸配列は約90%以上の高いホモロジーを示した。ま

た、 C4型PPDK遺伝子は2つの転写開始点を持つことが特

徴とされているが、イネ PPDK遺伝子においても2つの転写

開始点を持っていた。以上の結果から、 C3植物にも C4型P

PDK遺伝子と構造的によく似た遺伝子が存在することが確認

された。

3aH08 
イネ (C3縞物)の C4類似相 PPDK遺伝 fはトウモロコシ
(C 4縞物)内でC4的発現をしない。 4

松|時位、今)j，lfci之 1、大和陽('主物研、且ジヤハンケープグラス)

ヒルピン俊iEリン殺ジキナーゼ (PPDK)はじ 4光合成凶路のi主要

な解案であり、 C4楠物の総葉には多民の発取が観察される 方で、

C3植物の緑葉ではその発現はほとんど観察されない。このことから

以前は日わK遺伝子はC4柄物に国有な遺伝 fであると考えられてい
たが、最近の孜々の研究ではC3植物であるイネにもトウモロコシの

仁4型PPDK遺伝子と槻めて類似した構造の遺伝子が存在することが

確認された(今泉ら、本講演要旨参照)。では何故C4類似卑!PPDK

遺伝子はC3縞物(イネ)内て1司い発現をぶさないのであろうか7我々

はすでにトウモロコシのPPDKプロモーターが形質転換したイネ内で

葉肉細胞特異的で光依u的な発現をせ|き起こすことを報告した
(PNAS 90， 9586， 1993)。このことは、 C3純物であるイネの緑葉

巾にもトウモロコシのC4埠d'PDK遺伝子の発現を制御する転写因子

が存在することを示唆している固したがって、イネC4類似期PPDK

遺伝子の低いレベルの発現はイネ緑薬中に発現に必要な転写閃子が欠
如しているのではなく、 C4類似型PPDK遺伝子のプロモーケーに高

いレベルの発現に必要なシス閃子が存在しないためと子怨される。そ

こでこの仮説を検証するためにイネPPDK遺伝子のプロモ-'7ー領域

をルシフエラーゼ遺伝子に融合し、 トウモロコシ総集にパーティクル

ガン法により融合遺伝子を導入してルシフエラーゼm性の誘導を観察
した。その結巣、コントロールに用いたトウモロコシPPDKプロモー

ターはトウモロコシ緑葉中で強いルシフェラ『ゼ活性を誘導させるに

も関わらず、イネPPDKプロモ-'7ーはほとんどルシブエラーゼ、活性

を誘導しなかった。これは、イネI'I'DK遺伝子のプロモーターに高い

レベルの発現に必要なシス凶子が存住しないとする上の仮説を強く指

示する。



3aH09 
c .植物、
を持っか

c .植物 P P D K 遺伝子は共通のシス領域

村ト(事納)ゆ句子、 大和陽一¥今泉信之人松岡
信農水省果樹試、 '生物研、 2 ジャパンタ フ
グラス)

c .型光合成回路の醇素であるピルビン酸ジキナ
ゼ( P P D K )は c.植物では非常に低い発現 L
か示さないのに対 L て、 c .植物では高い発現在示
す。 この憾な c，植物 c.植物問での発現機構の変異
を解析するため、 p r f) K i量伝子のプロモーター領
岐をルゾフエラーゼ遺伝子に融合 L、 トウモロコゾ
にパーティクルガン法を用いて導入し、 P P D K 遺
伝子のンス領域をより詳細に検討した。 一方、 イネ
P P D K 遺伝子とトウモロコシ P P II K 遺伝子の比
較かり、 双方とも 5 '流慢のほほ同じ位置(-56 
0 及び 40 0 )に A T - r i c hな領域が二つ存在 L て
いるなど総体的な位置関係は頬似 L ていた。 しか L、
ーティクルガン法により決定されたンス領場 iこ相
当する配列(-3 0 0 )は、 c .型光合成を行ゥている
イネ P P II K 遺伝子には見いだせなかゥた。
我々はすでに c.槽物 P P D K遺伝子が c，植物の
イネに形質転機した場合、 高い発現を示す車、 及び
イネ綿菓核抽出 1曹に c.植物 p r 0 K i宣伝子の γ ス
傾岐に結合する活性が存在する事を報告 L ている。
こう Lた知見からイネ自身の p P n K遺伝子が弱い
兆現 L か示さないのは、 トウモロコン P l' D K 遺伝
子白ンス配列に相当する配列がイネ lこは欠卸してい
る事が予想された。 そこで、 今回、 イネとトウモロ
コゾの p P [) K 遺伝子町 fi '上流域において^ '1 
r i chな二つの領域(A T - 1、 A T - 2 )が、 位置、
配列とも相同性を示した司障を考慮 L て、 己の二つの
傾峨及びトウモロコ γP /' J) K 遺伝子の γ ス領蟻に
相当する位置の領場をプロ プとして、 トウモロコ
ゾ緑車被抽出液を用いたゲルンプトアプセイを行づ
た。 その結果、 トウモロコ γ のンス領蟻に相当する
結合活性は見いだされなかった。

3aHlO 
トウモロコシc.-型PEPカルボキシラーゼ遺伝子の
5・上流域に結合するDNA結合タンパク質-MNFlーの解析

丞皇盟、柳津修一l、泉井桂(京都大・農・農林生物、】東大教養)

PEPカルボキシラーゼはC.光合成において初期炭酸国定反応を触

媒する酵素であり、葉において可溶性蛋白の10%以上を占める。

本酵素遺伝子はゲノムあたり Iコピー存在し、そのプロモーター

領域は高レベルの発現、光による制御、組織特異的発現という見地

から注目されている。我々はこれらの発現制御に関与することが示

唆されている5・側上流約 1kb領域内に複数の核内因子が結合するこ

とを見いだしその性格付けを行っている。

その中の一つである核内因子制Flについて分子的性質に関する知

見を得たので報告する。この因子は転写開始点より約800bp上流に2

コピー存在する繰り返し配列、 RS-lに結合する。 RS-lは約40bpから

なり、その配列中に既知の植物の転写制御因子の認識配列は見いだ

されない。 トウモロコシの核摘出液を調製し、合成オリゴヌクレオ

チドを用いたコンペティションアッセイを行った結果、 MNFlはRS-l

配列内の"GT氏CCTT"8bplこ対して認識配列特異性を有する因子である

ことが明らかになった。またゲル減過クロマトグラフィーから予想

されるMNFlの分子量は、 900-1.200kDと通常の転写制御因子の分子

量と比較して極めて大きく、 MNFlは1n旦主旦の溶液中において複数

のタンパク質からなる複合体を形成していることが予想される。

MNFlの認識する配?IJ"GT民αTT"を利用したDNAアフィニティーカラム

クロマトグラフィーにより因子の高度精製を行ったが、単一の分子

にまで精製するには歪らなかった。このことは刷FJの見かけの分子

量が大きいことと関係があると思われる。現在この削Flの高度精製

溶液を用いてさらに解析を進めている。
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3aHll 
トウモロコシのC4型 PEPカルボキシラーゼ遺伝子発現の光調

節とサーカディアンリズムの関与について

主旦塑亙、森島明、森康夫、泉井桂 (京都大、慶、農林生物)

植物の光応答性の遺伝子発現の調節には、しばしばサーカデ

ィアンリズムの関与が報告されている。 C4型光合成の初期炭

酸固定に働くPEPカルボキシラーゼの遺伝子(pep)Iこついては、

ソルガムで 明暗に対応した転写産物量の増減が報告されてい

るσ110m描 etaJ， 1990)が、サーカディアンリズムの関与は実証

されていない。今回、我々は、トウモロコシ芽生えのpep発現

について調べ、その光調節の仕組みとサーカディアンリズムの

関与についていくつかの明瞭な結果を得たので報告する。

12h/12hの明暗周期下で4日間生育させた発芽後5日

目のトウモロコシの芽生えに3日間の光処理を行い、光処理期

間中3h毎の第一葉の戸pの転写産物量の変化を調べた。

1) 1 2 h/l 2 hの明暗周期を続けた場合、転写産物量は明

期開始後3-6時間で上限に、暗期の3・9時間目に下限に達す

る周期的な変化を示した。上限と下限の聞に 5・10倍程度の

転写産物量の変化が見られた。 2)5日日以降を連続的な明期

とした場合にも、 12 h/l 2 hの明暗周期下で見られたのと

ほぼ同様の転写産物量の周期的増減が観察され、サーカディア

ンリズムの関与が証明された。 3)5日日の後半から連続的な

暗期としたところ、転写産物量は急激に減少したが、概目的な

振動を伴う減少であった。 pepの発現に関して、明暗で増減す

るpep発現の基本的な光制御があり、これに対し上乗せ的にサ

ーカディアンリズムによる修飾が働いていることが予想された。

3aH12 
マヅの集光性クロロフィル蛋白質遺伝子プロモーターによる

ルシフエラーゼ遺伝子のy6非依存的、葉器官特異的発現

山本直樹(生物研)

マヅの集光性クロロフィル蛋白質遺伝子 (cab)は光に依存

することなく暗所でも明所でも発現するけ岡阿衣存的発現)と

いう点、では、光による誘導のみられる被子植物の cabとは大

きく性格を異にしている oしかし、組織特異的な発現を示す

点においては、被子植物、裸子植物(マヅ)にかかわらず共

通している。このマツ、あるいは、針葉樹に特異的な ca郎

知見機構を明らかにするために、代謝回転の速いルシフエラ

ーゼをレポーターに用いて解析をおこなったところ、良好な

結果を得ることができた。

マツのcabプロモーター(0，5kbp)をルシフエラーゼ遺伝子

つなぎ、Tiプラスミド(pB1 121)へGUS遺伝子の代わりに導入し、
タバコに導入、形質転換体を得た[PC6::LUC]。光感受性の対
照としてイネのcabプロモーター(0，8kbp)を利用したが、同

様の操作により形質転識をおこなった[Rice cab:: LUC]。ルシ

フエラーゼ活性の測定は、 T2の幼植物にルシフェリンを噴霧
したのち、発光画像解析システム(Argus-50，浜松ホトニクス)

により行った oCP6:: LUCのタバコ幼植物からの発光は明暗の

条件にかかわらず恒常的に観察された。また、ごの発光の大

部分は葉に限られ、制長からの発光はなかった。一方、 Rice

cab:・LUCをもっタバコ葉からの発光は、明条件に移すと急速

に増加し、光の誘導が明瞭に観察できた oマツの cabプロ毛
ーター領域には、組織特異性信j御の西日列は存在するが光感受

性にかかわる配列は存在しないものと理解できる o



3aIOl 
ダイズサイクリン遺伝子のcDNAクローニングとその発現様式
河内宏¥前田美紀1、関根政実2、焔信吾3 (農水省生物

研¥阪大工2、姫路工大理3)

p34CdC2のreguratorysubunitであるサイクリンは、真核細

胞の分裂周期制御において重要な役割を果たす。動物および

酵母におけるサイクリンボックスの保存配列をもとに、ダイ

ズ根粒の全cDNAからPCR法によって得たフラグメン卜をseque

ncingしたとごろ、多様なサイクリン配列が得られたが、ごれ

らはアミノ酸配列の類似性から大まかに4つのグループ(I-IV) 

に分けられた。グループI-IIIはAタイプに近い構造をもち、
IVはかタイプの特徴を有していた。これらの各グループ。から

代表的なフラグメントを選び、これをフプ.ロ一フブ0として根粒及
ひび、ダイス

全長のcDNAを得、ごれらの全塩基配列と予想されるアミノ酸
菌研lを決定した。ノーザン分析の結果、茎I頁、根端、分裂中
の根粒など異なる分裂組織での発現のパターンはすべてのク

ローンについて基本的に同様で、顕著な組織特異性は認めら

れなかったが、発現量には大きな差異があり、演者らがさき

に報告したB-typeサイクリン(EMBO.J.10:2681， 1991)がもっ
ともabundantであった。トtypeのうち最も発現量の多いグル
ープIIIと、 B-typeのグループ。IVについて、茎I員、根端、根粒

の組織;JJ片のInsituハイプリダイゼーションを行った結果、
これらは分裂域の細胞に特異的に発現しており、分裂中の細

胞に見られるシグナルから、 B-typeサイクリンは、 A-typeに

比べて細胞分裂のより後期まで発現していると推定された。

3aI02 
タバコのサイクリン cDNAのクローニング

Y. Y. Setiady，関根政実、山本拓生.新名惇彦(大阪
大・工・応用生物工学)

c d c 2/サイクリン複合体は真核細胞の細胞分裂

周期の調節において重要な役割を果たしている。現在

まで、酵母や脊椎動物細胞から多くのサイクリンが単

離されてきた。サイクリンファミリーには少なくとも

5つのタイプがあり、それぞれは特異的な時期に細胞

周期を調節している。

植物における細胞周期調節の分子レベルのメカニズ

ムを解明するために、我々はタバコ (Nic旦ti主旦旦

tabacu皿)からサイクリン cDNAを以下のように単離

した。サイクリンファミリーの中で保存されている領

域に基づいて、 PCR法を用いて cDNA断片を増幅

した。次にこれらの cDNA断片を用いてタバコ cD

NAライブラリーをスクリーニングしたところ、 3つ

のcDNAクローンが得られた。これらの cDNAは

酵母のサイクリン欠損変異株に対して相補性を示した。

さらにこれらの cDNAの発現特異性を明らかにする

ため、現在タバコ BY-2培養細胞の同調系を用いて

細胞周期におけるこれらの cDNAの発現パターンを

調べている。
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3aI03 
タバコのプロテインホスファターゼ cDN̂ のクローニング
盈監査ζ血、 l刻版政実、新名将彦(阪大・工.~~;Hl生物)

真技細胞の細胞周期はじdc2キナーゼ活牲により制御されて

いる o cdc2キナーゼの活性化と不活性化は、特異的なリン酸
化←脱リン酸化によって調節されており、プロテインホスファ

ターゼ (PPase)が細胞周期の制御に重要な役割jを果たしてい
ると考えられている。セリン/スレオニン PPaseはタイプ I， 
2A • 28 • 2Cに分類されており、近年、酵母、動物、植物よ
り各タイプの PPaseがクロ一二ングされ、細胞!司lUlにおける
それらの役割が明らかになりつつある o 我々は、植物における

細胞周期i調節機構の解明を目的とし、そのー原としてタバコ
(Nicotiana tabacum cv. Samsun NN)からセリン/スレオニ
ン PPasccDNAの単雌を行った。
酵母と動物由来の l型 PPasc聞で保存されている領域内の
アミノ敵配列をもとに合成した l斜lのオリゴヌクレオチドを
プライマーとして、タバコ芸似組織山米 cDN^をj，lj!\~に PCR 11; 
によりi宣伝子Fd制を行った。 符られた DN̂ 断J1ーをプロープに
して、プラークハイプリダイゼーションf去により、数例の陽性
クローンを得た。それらの 1つ (NtPPI)は、全長約1.0 kbp 

でその極基配列を決定したところ、 304アミノ倣残基よりなる
タンパク質をコードし、そのタンパク質は、アラピドプシスの

1型 PPase(PP1-At)とアミノ酸レベルで 84，の相向性を
持つことが判明した。また、 NtPPlをプロープとしたサザン解
析の結果、このタイプの PPaseは数個の遺伝子からなること
が示唆された。現在、他の cDNAクローンの極基配列の決定と
ともに、機能面での解析を行っている。

3aI04 
タバコ培養細胞BY-HこおいてG2/M期に特異的に発現される

遺伝子の検索

横井崇秀.締本辰男，柴岡弘郎 (大阪大・理・生物}

植物細胞は発達した細胞壁を有するため動物細胞とは非常に

異なる分裂様式を持っている。しかし，縞物細胞特有の前期前

微小管東やプラグモプラストの僑築およびその制御機構につい

ては明らかにされていない。これらの構築また構築制御には遺

伝子発現の変化が関わっていると考えられる。本研究の目的

は，タバコ培養細胞BY-2より G2期からM期に特異的に発現する

遺伝子をクローニングするところにある。

タバコ培養細胞BY-2はDNA合成阻害F別であるアフィディコリ

ン存在下で 24時間培養すると G1/S期で停止するが，アフィ

デイコリンを取り除くと細胞周期は向調的に進行する。多くの

細胞が分裂期にある時期のcDNAよりアフィディコリン除去直前

の細胞のcDNAでサプトラクションを行い分裂期特異的cDNAを

浪絡しPCR法で増幅した後ライブラリーを作成し. GlI S期の

mRNAと G2~M期のmRNAからそれぞれcDNAプロ ブを合成

しディファレンシャルスクリ ニングを行った。その結果. G2 

期からM期に特異的に蓄積されるmRNAに対応するcDNA断片の

クローンを 2つ得た。現在スクリーニングを続けるとともに得

られたcDNAの塩基配列の決定を行っている。



3aI07 
タバコの54kDのカルシウム依存性プロテインキナーゼは葉のショ
糖処理によって増加する。

0大藤雅章、中村研三 (名大・農・生化)

3aI05 
タバコ培養細胞形質転換体を用いた高等植物における細胞周期特

異的遺伝子のプロモーター解析

伊藤正樹、渡辺昭1 (名古屋大・生物分子応答研究セン夕 、

1 (現)東京大・理・植物)

サツマイモのβ アミラーゼ遺伝子プロモーターとGUSレポ
ーターとの融合遺伝子の形質転換タバコ葉切片におけるショ糖に

応答した発現誘導は、カルモジュリン阻害剤W-7、La3Tなどの
Ca2T輸送系限害剤、プロテインキナーゼ阻害剤のスタウロスポリ

ンやK-252aで抑制される。

タバコ葉切片の抽出液中のタンパク質をSDS-PAGEで分
離してから、自己リン酸化能を持つバンドを検出すると、組織の

ショ糖処理によって活性が増力目するバンドが46切から 127凶の聞

で数本認められた。これらのバンドの活性化は葉切片をグルコー

スやフルクトースで処理した場合にも見られるが、非資化性糖で

あるソルピトールやマンニトールで究開した場合には見られない。

これらのバンドの中で、 invitraD自己リン酸俗語性がCa2要求
性、 W-7感受性、スタウロスボリンやK-252a.感謝生を示すもの

を検討したところ、 54kllO)バンドがこれらの要求を全て満たして

いた。これらの性質から、この54kDのバンドはカルシウム依存性

プロテインキナーゼによるものと思われる。この54kDバンドの自
己リン酸化活性のショ糖による増加はシクロヘキシミドにより抑

制されたことからポリペプチドの合成に依存していると考えられ

る。 54凶バンドは根、茎、葉のどの器官の抽出液にも検出できた

が、葉の中では特に若い葉の方が高い活性が認められた。またこ

のバンドは原好須膜に富む函分に分画され、膜表在性のタンパク

質であることが示唆された。

細胞周期中で起こる巴ventは、正確な周期性で正しい時期に発

現する必要がある。このような細胞周期の秩序を維持するため、

細胞周期中で特定の時期に発現する遺伝子が重要な役割を演じて

いると考えられる。高等動物や酵母からは、周期中様々な時期に

発現する細胞周期特異的遺伝子が同定されており、実際に細胞周

期の進行に必須な遺伝子が多く含まれていることが明らかにされ

ている。演者らはこれまでにニチ二チソウ同調培養系を用いて、

DNAポリメラーゼ品の補助因子として知られるPCNA、及び
p34出キナーゼの調節因子であるサイクリンが高等植物の細胞周

期において周期特異的に発現することを示してきた。また、

differntial screen凶g法によりS期特異的発現を示す未知遺伝子、

cyc07を単離している。この様な遺伝子のプロモーターは、形質

転換植物体において、分裂組織に特徴的にレポーター遺伝子の発

現を指令することが知られているが、その細胞周期特異的な発現

を付与するか否かについては明らかにされていない。演者らは、

このような遺伝子のプロモーター領域とレポ タ 遺伝子からな

るキメラ遺伝子をタバコ培養細胞BY'-21こ導入した。得られた形

質転換体におけるレポ タ 遺伝子の発現の周期特異性を同調培

養系を用いて解析した。

3aI08 
ショ糖によって誘導されるサツマイモのCalcium

dependent protein kinase(CDPK) cDNA 

真竪昌三、大藤雅章、中村研三(名大・農・生化)

サツマイモより切断した薬一葉柄部を高波度のシ

ヨ糖で処理すると、塊根主要タンパク質のスポラミ

ンやβ ーアミラーゼ、あるいはデンプン生合成に関

わるADP-glucosepyrophosphorylaseなどのmRNAの集

積が誘導される。このシヨ糖による誘導は、カルモ

ジユリン阻害剤やタンパク質キナーゼ阻害剤である

StaurosporinやK252a、あるいはLa3十などのCa2令輸送

阻害弗jで抑制され、またシヨ糖処理した組織で活性

が上昇するプロテインキナーゼが検出されている。

我々は、 Soybean、Carrot、RiceのCDPKcDNAの相

同性の高い領域のDNAオリゴマーを合成し、ショ糖処

理したサツマイモ葉柄mRNAから作成したcDNAを鋳型

としてPCRを行い、増幅DNA断片をクローン化した。

得られた断片は上記の CDPK と 64~87%の相向性を持つ

アミノ酸配列をコードしていた。このDNA断片をプロ

ープとして CDPKmRNAの発現制御を解析したところ、

約3.2kbのmRNAが組織のショ糖処理によって顕著に誘

導されることが明らかになった。このCDPKmRNAは、

グルコースやフルクトースでも誘導を受けたがマン

ニトールやソルピトールのような代謝できない糖で

は誘導を受けなかった。更に、このCDPK皿RNAレベル

の器官特異性を調べると、他の器官に比べ塊根に特

に多量に存在することが明らかになった。
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3aI09 
サツマイモ塊根主要タンパク質遺伝子の発現; ショ糖および

ポリガラクツロン酸による誘導とプロテインホスファターゼ

(タイプ1、2A)特難句阻害剤によるその抑制

遺盟皇、真野昌二、大藤雅章、中村研三(名古屋大・農・生化)

サツマイモ塊根の2つの主要タンパク質、スポラミンおよび

βーアミラーゼの遺伝子の発現は、葉一葉柄片を高濃度ショ糖

や低温度ポリガラクツロン酸 (PGA)で処理することにより、

葉、葉柄の両組織で顕著に誘導される。

ショ糖およびPGA誘導系における、タイプ1および2A.

プロテインホスファターゼ特異的阻害剤(オカダ酸、ミクロシ

スチン、カリクリンA)の効果を調べたところ、これらの阻害

剤は、スポラミンmRNAやβーアミラーゼmRNAの蓄積誘

導を顕著に抑制したoまた、 β アミラーゼ・プロモーターと

βーグルクロニダーゼ (GUS)との融合遺伝子を導入したタ

バコの葉片を用いた場合にも、ショ糖によるGUS遺伝子の発

現誘導は、これらの阻害剤によって強く阻害された。これらの

結果は、スボラミンやβーアミラーゼ遺伝子のショ糖およびP

GAによる発現誘導に、タンパク質の脱リン酸化が必要である

ことを示唆した。

3aI10 
スポラミン遺伝子のショ糖誘導に関わるシス制御配列

森上敦、田中芳実、中村研三 (名大・農・生化)

サツマイモ塊根主要タンパク質スポラミンの遺伝子は、

高濃度のショ糖により発現が誘導される遺伝子の一つであ

る.この遺伝子のショ糖による発現誘導と同機の機構はサ

ツマイモ以外の植物にも存在すると考えられ、スポラミン

遺伝子の1つgSPOA1の転写制御領i或305bpとレポーター
遺伝子GUSの融合遺伝子を導入したタバコの葉を高濃度の

ショ糖処理すると融合遺伝子の発現誘導が見られる。そこ

で、転写制御領域に様々な欠失・挿入・置換を持つ融合遺

伝子をタバコに導入し、ショ糖によるスポラミン遺伝子の

弟見誘導に必須となるシス配列の決定を行った。その結果、

ショ糖誘導にはA(-255--266)とB(ー192-ー181)の二
つの配列が必要であるばかりでなく、この2つの配列が少

なくとも 13 b p以上離れて存在することが必要であるこ

とが明らかになった。また、この2つの配列とCaMV35S
プロモーターTATA近傍配列とのキメラプロモーターもショ
糖誘導性を示したことから、ショ糖誘導には特定のTATA
近傍配列は必須でないことが示された。スポラミンと同じ

ようなショ糖による発現誘導が見られる遺伝子としてサツ

マイモの βーアミラーゼ遺伝子があるが、 A配列中の

TGGACGG配列はβーアミラーゼ遺伝子のショ糖応答に
関わる転写制御領域にも存在する(石黒ほか、日本農芸化

学会1993年度大会)。この配列に19基置換変異を導入
すると、ショ糖への応答性が見られなくなった。
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3aI11 
チャ Camelliasinensis CHS mRNAの糖に対する応答

竹内敦子，松元 哲，早津雅仁(農水省・野菜茶試〉

私たちは、チヤ力ルコンシンターゼ(CHS)cDNAを3つ

単離し、器官におけるCHSmRNA量および、光、糖に対す

るCHSmRNAの応答を解析している〈日本恒物生理学会

1993年度年会講演要旨集. pp.123)。本年会では糖に対
するCHSmRNAの応答を詳細に報告する。成樹から採取し

たチャの新芽を糖で処理し、新芽の葉の総RNAを各CHS

mRNAに対する特異的プロープで解析した。特異的プロー

プは、各CHScDNAの5・非翻訳配列にそれぞれ相補的な

50ヌクレオチドの合成DNAを用いた。その結果、暗黒下
あるいは連続光下で処理した場合、いずれのCHSmRNA量

も、同僚に憎加した。暗黒下の場合、フルクトース、シ

ユクロース、マルトースに応答して各CHSmRNA量が増加

し、連続光下では、グルコース、シュクロース、マルト

スに応答して憎加し定。さらに、シュクロースについ

て、濃度、処理時聞を変えた場合も、いずれのCHS

mRNA量も、同様に変化した。よって、 3つのCHS遺伝子

の発現は、よく似た機構で、糖に対して応答することが

示唆されだ。シユクロースに対する応答は、シクロヘキ

シミドによって阻害され、クロラムフエ二コールによっ

ては阻害されなかったので、新たなタンパク合成を必要

とすることも強く示唆された。また、シユクロースによ

り、若い葉および成熟した葉の各CHSmRNA量は増加した

ので、葉の発達段階とは関係なくシュクロースに応答す

ることが示された。

3aI12 
糖質によるイネαーアミラーゼ遺伝子の転写調節機構の解明

光永伸一郎、 Raymond1 h Rodriguez1、山口淳----'(上越教育大・

斗:活健康系、カリフォルニア大・デイピス校、、名古屋大・

生物分子応答研究センター)

穀物類のdーアミラーゼは、植物ホルモン・ジベレリンによ

って誘導されることが広く知られている。ところが最近、穀

物類のなかでもイネに関しては、性質を異iこする2種類のdー

アミラーゼ、アイソザイムが存在することが明らかになった。

一方はジベレリンにより誘導されるものであり、もう-Hは、
グルコース、マルトースといった糖質 (a-アミラーゼによる

デンプンの分解産物)の欠乏により誘導されるものである。

イネローアミラーゼ遺伝子は、 multigenefamilyとして染色体

上にコードされているが、それぞれの遺伝子クローンを用い

たノーザンプロット解析の結果から、糖質の欠乏により誘導

されるのはRAmy3D遺伝子であることが明かになった。

そこで、我々はRAmy3D遺伝子の転写調節機構の解明を目

的に、プロモーター領域の解析を試みた。その結果、プロモ

ーター領域に特異的に結合する核タンパク質因子を検出する

ことに成功した。また、フットプリントアッセイにより、こ

の因子の結合部位を解析したところ、結合部位は3ケ所存在し、

興味深いことに、これらの中心には、いずれもGCCGG/C

CGという7塩基からなる共通配列が合まれていた。



一般講演

第 3日 3月30日(水) 午後の部

A会場 光合成細菌(2 ) 

B会場細胞壁(3 ) 

C会場光生物学(2 ) 

D会場細胞分化

E会場形態形成(3 ) 

F会場 成長調節物質(2 ) 

G会場 蛋白質・酵素(2 ) 

H会場 遺伝子構造(2 ) 

I会場 遺伝子発現(7 ) 
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3pAOl 
クロロフィルbの励起三重項の共嶋ラマンスペク
トル

佐皇箆it、西浮栄一、小山 泰(関西学院大・理)

共鳴ラマン分光法は、短時間に起こる化学反応や

基底・励起・酸化還元状態の選択的な情報を与える。

そこで我々は、この方法によって PSIIの主成分であ
るChlbの励起三重項状態 (T，)における分子構造
に関する情報を得ることを試みた。

【実験]ホウレン草から抽出・精製したChl bのベ
ンゼン溶液 (1x10-3M)を試料として用いた。この
試料をN2ガスでバプリングした後、回転セルに入れ、
室温でSoret帯の長波長側の裾にあたる 488nmのナノ
秒レーザーのパルス光(S。→Snに対して前期共鳴、
T1→ Tnに対して真正共鳴条件)を照射して T1ラマン
スペクトルの測定を試みた。このとき、光強度を変

化させることによって励起状態と基底状態の分布数

を変えて、高光強度から低光強度を差し引くことに

より、励起状態、のうマンスペクトルを得ょうとした。
また、 Ar+レーザーのCW光(488nm) を用いて、完全
な基底状態のラマンスベクトルを得ることも試みた。

[結果]高光強度で測定したラマンスペクトルは低

光強度で測定したラマンスペクトル(またはCW光で
測定したうマンスペクトル)と比べると、 1656、
1615、1555、1472、1429、1350、1288、1247、
1200cm-1に強度を増したピークが現れた。とれらは
T1状態に由来するラマン線と考えられる。現夜、よ
りS/Nが良く信頼度の高いLラマンスペクトルを得
る試みを行っている。

3pA02 
パクテリオクロロフィル a のサプマイクロ秒過渡吸収スベクト}~

の溶媒効果

小'..JlL一妻、西薄祭ー (関西学院大 理 化学)

光反応中心の電荷分離機能には一」最体パクテリオクロロフィル

a (BCh 1 )のカチオンラジカ lレ (Do)状態が、過剰なエネルギ一散

逸の機能には単量体 BChlL の三重項励起 (T，)状態が関与してい
る.

16種類の BChl溶液 (3X 10-4 M， 15 ml)の Soret帯を光励

起し (355nm、日目、 10Hz 、2mJ / pulse)、励起後 200nsの巣

過渡吸収スベクトルを円筒型フローセル (φ ご lmm、流速 400mm
/ sec)を用いて測定した。

基底状態の吸収帯のプリーチングの影響を補正した過積吸収ス

ベクトルを比較 Lた。⑦ 00、T，状態の最も強い吸収得は各々

42口、 400nmに現れることが報告ぎれている.高次の会合体を形

成する CCI，溶液では Do状態が、低次の会合体しか形成しない
CH，Cl，裕治では 00 状態と T，状態の両方が、会合体を形成しな

いその他の 14種類の溶液では T，状態だけが検出された.会合

体中では励起 (S，または T1 )状態の BChl分子と燐援した他の

基底状態の BChl分子の軌道の重なりによって効率の良い電子伝

達が可能となり 00 状態の BCh1が生成したと考えられる。②T，
状態の吸収スベクトルには (a) 400 nm付近の最も強い吸収帯と

これに付随した (b)430nm付近の肩、そしてい)500 -520 nm， 
(d) 595 - 640 nrn， (e) 655 -695 nmの 3本の弱い吸収帯が現

れた。溶媒効果は(a)、(b)の吸収帯には現れなかった。アルコ

ル基を持つ溶媒では (c)、(d)の吸収得が長波長側にシフトし、

さらに 580nm付近に新たな吸収帯(f)も現れた o (e)の吸収倍

は BChlの配(，'[千数と関係があることがわかった o 5配位状態で

は 65日- 663 nmに、一方自配的状態では 673 - 693nmに現
れた。 T1 状態の BChlの電子状態は配位、水素結合により制御さ

れていることが示唆された.
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3pA03 
ISOLATION AND CHARACTERIZATION OF THE 
SUBUNITS OF THE L工GHT-HARVEST工NG COM-
PLEXES FROM RHODOBACTER SPHAEROIDES R-
26 AND R-26.1 

L皇皇旦主主主主y..LI旦A盟主企亙A1，TomisaQuro 
KAKUNO白 RichardJ. COGDELL~ and 
Y~~~~hi' KOYAMA1 (lFa~.-- Sci.， Kwansei 
Gakuin Univ.， Nishinomixa 662， ~M&S 
Technosystem， Osaka 532， ~Dept. Botany， 
Univ. Glasgow， Glasgow) 

The LH-1 and LH-2 complexes were 
solubilized and purified from the 
chromatophore membranes of R. sphae-
roides R-26 and R-26. 1， respecti vely， 
by the use of detergents， sucrose 
mono-cholate (SMC) and commonly used 
lithium dodecyl sulfate (LDS). 
The subunits of the light-harvest-

ing complexes were analysed by using 
SDS-PAGE. Each subunits of LH-l was 
identified by means of both amino-acid 
sequence determination and western 
blotting， while that. of LH-2 was iden-
tified by means of western blotting. 
The LH-l complex obtained by using 

the detergent SMC was stable against 
various condi tions of the preparation 
procedures， a fact which proves the 
usefulness of this new detergent in 
preparing the LH-l complex free from 
the reaction center. 

3pA04 
先合成細菌 R.viridisの光反応中心での電子伝達反応

におけるアミノ酸側鎖の役割

且A且ヰ 1岡田孝，小山泰， (関学大・理学部・化
学 f関学大・情報処理研究センター)

R. viridis， R. sphaeroides. R. capsulatus. R. rubrumのL.M

サブユニットのアミノ酸配列を比較し，保存残基および，

化学的性質を保存した残基を探索した。保存アミノ酸の側

鎖，および色素の座標をR.viridisのX線結晶構造データか

ら拍出してモデル分子を作成し.11パートに分割した(PL-

PM -BM• PM -PL -BL• PL -PM -HM. PM -PL -H L• BM -HM. BL 

-HL. HM -QB. HL -<2A. <2A -QB. Heme -PM -~および BM -
Car)。各パートに対し，拡張Huckel法に基づき色素・残基

間の軌道の混ざりを計算し，電子伝達反応におけるアミノ

酸側鎖の役割を検討した O その結果を以下に示す。(1)

HM• BM. PM• P L• BL. HLは，隣接色素間でLUMOが充分に混

ざ、るが. Ll81-Phe. M208-Tyrを通じ P と HL • PとHMの

LUMOも混ざる。 (2)M250-Trpの軌道がHLとQAのLUMO

と混ざり，電子伝達での橋渡しをすると考えられるが，対

応するL216-Pheの軌道はHLとQA聞の電子伝達には役立つ

ていない。この他に(3)民と配位子が QA-QB関の電子伝

達に， (4) L162-Tyrと周囲のアミノ酸残基がHeme-P聞の

電子伝達に関与していると恩われる。



3pA05 
光合成細菌のウレアーセはアルギニンと酸素で誘導される
高桑進.山口和也鈴木晋一郎1 (京都女大・家政J大阪
大・教養〉

光合成細菌の窒素代謝系はアンモニアの有無によって厳
密に制御を受けている。例えば，明条件ではアンモニアが

制限されるとケルゲミン合成酵素が活性化され.無くなる
と窒素固定系が働くが，アンモニア添加により Ni f遺伝
子のスイッチがオフとなる。しかし.光合成細菌の窒素1-¥:
謝系における尿素の役害I}やウレアーゼについてはあまり報
告がない。そこで.紅色無硫黄細菌の 1つである Rhodo-
坦豆包I.~腔立!ataでウレアーゼ活性を誘導する条件につい
て検討したところ，非光合戒細菌では報告されていない制

御機構が見つかったので報告する。すなわち.R正昭のウ
レアーゼは尿素の存在下はもちろん.アンモニアの存在下

でも一定賓が構成的に合成されていることが分かった。さ
らにアルギニン存在下ではその活性か111音に誘導される二
とを見いたした。また，いったん誘導されたウレ7ーゼ法
アンモニアの添加によって.その生合成も活性も抑制され

ない。.方，ウレアーゼ〈五誘導は明所・嫌気的条件よりほ
暗所・好気的条件下で高いことから酸素が誘導要因のーっ
と考えるれる。そして.1-5uiVIOJニッケルイオンの添
加で活性が著しく促進されることからこの細菌の均し7ー
セも他の細菌と同様ニソケ)[，;を含む金属タンパケ質と思わ
れる。様々な窒素j療および炭素源でのtfJ~育条件とウ L アー
ゼの活性変動についても述へる。

3pA06 
光合成細菌励。dobacfersphaeroi拘ゆpu対ベロン

上流域結合タンパク質の解析と精製

皇国益二主、和田忠士、太田啓之、増田建、塩井祐三、

半田宏、高宮建一郎(東工大、生命理工)

紅色非イオウ細菌のRhodobacfersphaero/拘sの

pufオベロンには光化学反応中心のし鎖とM鎖、集光

性パクテリオクロロフィルタンパク質複合体lのα

鎖とP鎖等の遺伝子がコードされている。我々は
pufオベロンの発現制御に必須と報告されているオ

ベロンの上流域を用いてゲルシフトアッセイを行っ

た。その結果、この領域に特異的に結合するタンパ

ク質は、酸素、光によってpufオベ口ンの発現が抑

制されているときに結合することが宋された。また、

結合能のないタンパク質を脱リン酸化処理すると結

合能を持つようになった。 DNaseIフットプリント法

より決定されたタンパク賞結合部位は

(GCGATCC-GGCGCGC)の部分的なパリンドローム配列

であった o さらにこのタンパク質の精製を行い、

SDS-PAGEにおいて15kDaのパンドであることが示さ

れた。
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3pA07 
光合成細菌のモリプデンコファクター欠損株のペリプラズム

における DMSO還元酵素活性構造の形成

桝井秀雄，草野元，佐藤敏生(広島大・理・生物科学)

光合成細菌Rhodobactersphaeroides f. sp. deni吋 C仰の

d皿ethylsulfoxide reductase(DMSOR)はl分子のモリプデンコ

ファクター(Mo--co)を持。ベリプラズム酵素である.この酵

素のベリプラズムでの高次構造形成過程をMo--co欠損変異株

の分1必するフォールデイング中間体を用いて解析した.

Moー∞欠損株スフェロプラストは， nalIve電気泳動で移動

度の異なる，しかし， SDS電気泳動では同じ82kDaの分子サ

イズを示す2種のDMSORアポ蛋白を分泌する. トリプシン

抵抗性，尿素抵抗性，ゲルi温過クロマトグラフィー等から移

動度の高い蛋白(I型)は活性型の酵素と立体構造が等しく，

移動度の低い蛋白 (rr型)は一部unfoldしていることがわかっ

た.xanthine oxidaseから抽出したMo--coとインキユペートす

ると， n型は一部 I型に変換された.一方，精製酵素をMo
∞の脱落する，濃度の薄い酸で処理するとE型に近い構造と

なった.これらのことから.n型は I型への中間体ではない
かと推定された.

3pA08 
光合成細菌のDMSO呼吸系遺伝子群

宇治家武史 山本勇 山崎素直1 佐藤敏生(広島大・理・

生物科学、 l東京大・農・農化)

光合成細菌 Rhodobactersphaeroidι f. sp. denitrificans は

dimethyl sulfoxide(DMSO)呼吸を行う。 DMSO呼吸の末端還元

酵素であるDMSO還元酵素は、モリブデン(Mo)コファクター

をl分子有するタンパク質で、 DMSOで、誘導合成されベリプ

ラズムに局在する。今回、酵素のアミノ酸配列を基に合成し

たオリゴヌクレオチドを用いてDMSO還元酵素の遺伝子をク

ローン化しその塩基配列を決定した。

その結果、約6.4kbの塩基配列中に4つのORFを見いだし

た。 DMSO還元酵素のDNAプロープとハイブリダイズする領

域を含むORFは、 821アミノ酸からなり、 42アミノ酸のシグ

ナル配列が存在し、 Moコファクタ}含有タンパク質と高い

相向性が見られた。この遺伝子をDMSO還元酵素の遺伝子と

してd問 Aと命名した。 d，市Aの上流の3つのORFのうち 2つ
はdmsAとオペロンを形成していると推定され、それぞれ

の市B、dmsCと命名した。 d附 B産物は226アミノ酸からなり

疎水性の高いタンパク質であることが推定された。 d間 C産

物は404アミノ酸からなり、 5カ所にαXCH配列を有する

へムタンパク質であることが示唆された。さらに上流に存在

するORFの産物は371アミノ酸からなることが見いだされた。



3pBOl 
ポプラ培養細胞の壁結合型エンド・1，4-s・グルカナーゼ
の精製と性質

本宣霊童、中村信吾、酒井富久美、林 隆久

(京都大・木質研)

ポプラ培養細胞には細胞質、細胞壁、培地にそれぞれ

エンドー1，4-s-グルカナ ゼ活性の存在が認められてい
る。壁に結合しているβグルカナーゼは、 s-グルカン複
合体特にキシログルカンのs-1，4結合を部分分解し、細

胞墜にゆるみを生じさせることが示唆されている。我々

はポプラ培養細胞からこの壁結合型エンドー1，4-s-グルカ
ナ ゼの精製を試み、その性質について調べた。ポプラ

(Populus alba)の葉から誘導された培養細胞を、 10μM

のオーキシンを含むM町'ashige&Sk∞gの液体培地で暗黒
下25'Cで培養し、対数増殖期に収穫した。エンドー1，4-s-
グルカナーゼ活性は、細胞壁標品からO.5MNaC1を含む

リン酸バッファーにより抽出された。酵素活性はカルボ

キシメチルセルロースの粘度低下によって測定した。精

製は抽出液を硫安分画した後、イオン交換、疎水クロマ

トグラフィー、ゲルi慮過等を用いて行った。精製された

酵素は、 SDS-PAGEにより分子量47kDa、等電点電気泳

動によりpI5.6を示したc

3pB02 
ポプラ培養細胞の培地に分泌されるエンドー1，4-1)-グルカナ

ーゼのcDNAクローニング

旦宜宣査、森仁志、I、酒井富久美、林隆久(京都大・

木質研、 l名古屋大・農・生化学制御)

植物細胞の成長に果たすエンドー1，4-s-グルカナーゼの役

割を分子レベルで解明するために、ポプラ培養細胞の培地

中に分泌されるエンドー1，4・s-グルカナーゼのcDNAクロー

ニングを試みた。精製した酵素のN末端アミノ酸配列26

残基を決定し、それに対応する混合オリゴヌクレオチドを

プライマーとして、 RT-PCR法により 51bpのcDNA断片を

調製した。これをプロープにして対数増殖期前期のポプラ

培養細胞のcDNAライブラリーから、エンドー1，4-s-グルカ

ナーゼの全長のcDNAクローンを得た。すでに塩基配列が

知られているアボカドの呆実の成熟といんげん豆の落葉に

かかわるグルカナーゼとは、アミノ酸レベルでそれぞれ

77%，51%の類似性があった。得られた塩基配列から予想さ

れる酵素の等電点は、 5.53、分子量は、 51.6kDaとなり、

精製した酵素を用いて、等電点電気泳動、 SDS-PAGEによ

って求められた等電点 5.5、分子量50kDaとよく一致して

いた。
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3pB03 
棲性および正常オオムギ幼葉鞘のβグルカナーゼ

活性の比較

遮翠童Ji、中川直樹、桜井直樹(広島大・総科・

自然)

オーキシンが伸長成長を引き起こす時、禾本科

で、は1.3:1.4.βグルカン分解酵素の活性が上昇し、
細胞壁が弛み.成長が促進されると考えられてい

るO これを明かにするため.内性オーキシン量の

少ない一遺伝子突然変異嬢性オオムギ(渦)と正

常型(並)の幼葉鞘を用いて、それぞれの1.3:1.4.
βグルカナーゼの活性を測定した O 暗室で三日間
育てたオオムギ幼葉鞘をポリトロンで破砕した後、

細胞壁を精製し 3MLiClで壁結合蛋白質を抽出し
た。 Spセフアデックスでβグルカナーゼを精製し
エンド型とエキソ型に分離した O 活性は還元末端

と粘性により測定した。エキソ型βグルカナーゼ
の比活性および幼葉鞘一本当たりの活性は並の方

が高かったが、生重量当たりでは並と渦で差がな

かった。カラムにかけた時の活性フラクションの

溶出の仕方に並と渦で差がなく酵素自体には差が

ないと考えられる。 sp.セファデックスで濃度勾配
溶出した場合、トウモロコシのβグルカナーゼと
は異なり.オオムギの場合エンド型の方がさきに

溶出した O

3pB04 
発芽期のイネで活性が増大する細胞壁結合。一夕、jレ

コシダーゼの性質

秋山 高(農水省北海道農試)

発芽後2日のイネ種子の1M食塩水抽出画分のト

グルコシダーゼ活性(単位タンパク質量当たり)

は、 50mMりん酸緩衝液抽出画分のそれより約5倍

高く、このことは本酵素が細胞壁結合性であるこ

とを示唆した。この1M食塩水抽出画分の酵素活性

は発芽後5日で約5倍に増大し、その実生の個々
の部位では葉の活性が最も高く、根の約4倍、匪
乳の約9倍の活性を示した。葉からフェニルセ
フアロース、 ConAセフアロース、スーパーデック

ス2∞HRカラム、電気泳動法などを用いて部分精
製した酵素は、ゲル漕過法で50，000前後の分子量
を、等電点電気泳動法で約8.5の等電点を示した。

本酵素はpニトロフェニル-s-D-グjレコシドをよく

分解し、その至適pHは5.5であった。 p結合をもっ
こ糖類:セロビオース、ラミナリビオース、ゲン

チオビオース、ソホロースなどを基質に用いた場

合、本酵素は加水分解活性のほか糖転移活性を示

し、基質より高い重合度のオリゴ糖を生成した。



3pB05 
ポプラ培養細胞におけるエンドキシログルカントランスグルコ

シラーゼ活性の性質

笠里一E、三石安l、酒井富久美、林隆久
(京都大・木質研、 i工技院・生命研)

成長している植物の細胞壁ー一次壁の基本構造は、セJレロース

ミクロフイプリルの薄いネットをヘミセルロース・キシログルカ

ンが架橋して複合体を形成することで、その形状と堅きが保た

れていると考えられている。このキシログルカンを修飾・分解す

るエンドキシログルカントランスグルコシラーゼは、主鎖の

1，4トグルコシド結合を切断すると同時に、その還元末端をオ，)

ゴサッカライドに転移させる活性を示す。

ポフ。ラ培養細胞を実験材料として、エンドキシログルカントラ

ンスグルコシラーゼ活性を同定するとともに、その性質を検討した。

この活性は、培養細胞の対数増殖期前期に誘導され、 Buffer-insoluble

区画に局在した。その後、対数増殖期中期より徐々に培地中に分泌

され、定常期には完全に培地中に可溶化した。ドナーであるキシロ

グルカンの漫度の増加とともに、アクセプターに対する親和性が増

大した。また、アクセプターであるXXXGolの漫度の増加は非措抗

的な活性化を示した。各種アクセプターによる効果も調べた。

3pB06 
アズキ上匹軸細胞壁のキシログルカン分解酵素

血盟l髪、保尊隆享、神阪盛一郎 (大阪市大・理・生物〉

キシログルカンは植物細胞壁の主要なへミセルロース性

多糖である。キシログルカンの分解が双子葉植物の茎のオ

ーキシン誘導成長の際見られる細胞壁のゆるみに必要であ

ること、またエンド-1， 4一βーグルカナーゼやエンド

型キシログルカン転移酵素がその代謝に関与することが報

告されている。しかし、これらの酵素が細胞壁のゆるみに

必要なキシログルカン分解に関与するかは、必ずしも明ら

かになっていない。

演者らはヨウ素法によるキシログルカンの呈色を指標と

して、黄化アズキ上目玉軸細胞壁に存在するキシロクザルカン

分解酵素について検討した。キシログルカン分解活性は、

遠心法によって得られるアポプラスト溶液にはほとんど存

在しなかったが、細胞壁標品から 1MのNaClで抽出される

タンパク質画分中に認められた。この分解活性を、 ConA-

Sepharose、MONO-S、Superdex-75カラムを用いて、部分

精製した。主要なキシログルカン分解活性は、 MONO-Sカ

ラム上でエンドー1. 4ーβーグルカナーゼ活性のピーク

と分離された。以上の結果より、本酵素はエンドー 1，4 

ーβーグルカナーゼとは異なる酵素であると考えられる。
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3pB07 
エンド型キシログルカン転移醇棄の遺伝子発現

宣旦基準Z 岡本繁久. 西谷和彦 (鹿児島大・教養)

植物の生長は細胞を取り囲んでいる細胞壁のネットワーク

の構築及び再編成と密嬢に係わっている。しかし、その詳し

い分子機構は未だ明かにされていない。キシログルカンは細

胞壁ネットワークを構成する主要多糖の一つであり、この切

断及ひ有結合はネットワークの再編成にとって必要不可欠で

あると考えられる。アズキの上陸軸よりi賞者らが単離したエ

ンド型キシログルカン転移酵素(EXT)t;!:細胞墜中でキシログ

ルカンの繋ぎ換えを触媒する酵素である。植物内での EXT

の働きと植物の生長との関係、を明らかにするために、様々な

生長段階や様々な器官におけるEXT遺伝子の発現の程度及

び生長に伴う細胞壁多糖の量的な変化について解析した。そ

の結果、 EXT遺伝子は (1)生長途上にある芽生え、特に茎に

おいて特異的に発現していること、 (2)茎の中でも細胞壁合

成が盛んな中央部分で顕著に発現していること、 (3)生長の

停止した組織ではほとんど発現していないことなどが明らか

となった。以上のことは、 EXTが細胞壁の構築を通して、

植物の生長制御に関与していることを強く示峻している。

3pB08 

エンド型キシログルカン転移酵素 (EX T)及びEXT様タ

ンパク質のアス'キ植物内での分布

牛ノ浜孝.岡本繁久.冨田英津子.同j畢一秀久浅田起代蔵

加藤都之進西谷和彦(鹿児島大・教養宝酒造バ

イオ研)

植物細胞は細胞墜で固まれているので細胞が生長するた

めには細胞壁の再編成が必要であるo セルロース微繊維間を

架橋しているキシログルカン分子の情造変化l阜、 細胞壁の

再編成において重要な役割を果たしていると考えられている。

ヱンド型キシログルカン転移酵素 (EX T)はこのキシログ

ルカン架橋を繋ぎ変える酵素として、最近、演者らが単離

したものであるが、その生理機能はまだ明らかでない。

今回.私達はアズキにおける EXTタンパク賀の分布をウエ

スタンブロット法で解析した。その結果、生長が盛んなア

ス'キ上座輔(発芽後6日目)では先端付近から基部までのす

べての部位で EXTと恩われる約 33kDaのタンパク貿が検

出された。また、細胞盛合成が盛んな中央部から基部に至

るまでにはこのタンパク貿に加えでもう一つのタンパク質

(約31kDa)が検出された。一方、成熟したアズキ(発芽

後40日目)では複数のタンパク賀が、花や未熟絹をはじめ

様々な器官で検出されたが、その量は上陸軸に比べて少な

かった。以上の結果から、アズキに EXTファミリーが存

在すること、これらが上座軸以外にも、花、未熟種子などの

器官に存在することが明らかになった。



3pB09 
エンド型キシログルカン転移酵素のタバコ埼養細胞 BY-2に

おける発現

木下剛.岡本繁久，上舞哲也，加藤都之進 西谷和彦

(鹿児島大・教養、 1宝酒造バイオ研)

キシログルカンは細胞壁中のセルロースミクロフィブリル

聞を架橋している多糖である。この分子のなんらかの構造変

化が細胞嵯の合成および再構築に必要と考えられる。エンド

製キシログルカン転移酵素 (EXT) は、キシログルカン分子

の繋ぎ変えを触媒する酵素として単離したものであり、細胞

墜構築に重要な働きを担っていると考えられる o

私達は、 EXTの生理機能を明らかにするためにタバコ培養

細胞 BY-2を用いて、ノーザンブロット法でこの遺伝子の発 i

現様式を調べた。その結果、誘導湖、対数期、定常期のどの

培養時期の細胞にも一定の遺伝子発現がみられたが、その発

現量はタバコの芽生えに比べて弱かった。また、定常期にあ

る培養細胞でも顕著な酵素活性がみとめられた。さらに、ア

ズキ EXTに対する抗体でウ工スタンブロット法を行なうと、

数種のタンパク質が検出された。しかし、細胞援を取り除き

プロ卜プラストにすると 1種類のタンパク質のみが検出され

た。以上の結果に基づき、タバコ培養細胞の細胞壁構築にお

ける EXTおよび EXT様タンパク質の生理機能について考察

する。

3pCOl 
マメ科縞物によるnear-UVに対する生理学的応答

王星箆主、 山口文戸、 安藤山苔1、 服部郁子1 (名古屋大・

情報文化・自然情報、 :名古尾大・農・園芸)

1801年にRitterが紫外線を発見して以米これまで 190余年の

筒、紫外線 (400-100nm)は生物に害作用を及ぼすという俗説

が流布されている。しかし、これは必ずしも正しくない。我々

は太陽光中の紫外線(solarUV:400-290 nm)はむしろ純物にと

っては必須要因であることを発見して既に報告している(日本

植物生理学会:1989-1991，日本植物学会:1991/1992，J. Pho-

tochem. Photobiol. 1993)。本大会では、マメ科植物の生育に

及ぼすnear-UV(400-300nm)の作用について報告する。

紫外線不透過の特製ビニールフィルム被覆下のnear-UV照射

.非照射条件下で生育したダイズ・エンドウの生理的変動を調

べた。 near-UV照射区では、我々がこれまでに用いた非マメ科

植物と同様に、生長は非照射区に比べて旺盛であり、また線粒

数の増大、窒素固定能の促進も見られた。さらに媛性エンドウ

(品種 Sparkle)では、花芽も多く誘導された。これはnear-UV

による光合成や呼吸の活性化およびアデニンヌクレオチド代謝

の活性化などとも深く関係していることが明らかになった。
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3pC02 
シロイヌナズナ普通葉におけるクロロフィル減少に対する紫

外線の効果

ム旦一差，木立真敏，井上康則，榎並勲 1 (東理大・理工

・応生東理大・理・生物)

これまでに多様な生理現象に対する紫外線の影響が報告さ

れてきたが、ここでは特に薬のクロロフィルに対するUVの効

果について研究した。播種後20日後のシロイヌナズナ(Col

umbia)を材料にクロロフィル減少に対するUV-A(320run以上)，

UV-B(290nm~320nm) ， UV-C(254nm)の効果を調べた。 uv照射後、

連続白色光下で、 3日間培養(250C)すると、無照射対照及び

UV-Aではクロロフィル量は変化しないのに対し、 UV-B，UV-Cで

は大きく減少した。 UV照射後暗黒下で培養(250C)すると、対
照とUV-Aではクロロフィル量は半分まで減少するのに、 UV-B

， UV-Cでは、ほとんど減少しなかった。シクロヘキシミド投与

は、 UV-B，UV-Cと同様の結果もたらした。 UV-C照射後の白色光

の効果は、アスコルビン酸投与で部分的に、また酸素遮断に

より完全に打ち消された。これらの結果は、 W照射により核

にコードされたタンパク質の合成が抑えられ、白色光下では

活性酸素を除くシステムが働かなくなり、一方暗黒下では暗

黒によって誘導されるクロロフィル分解系が働かなくなるこ

とによりUVの効果が現われたことを示唆している。さらにク

ロロフィルタンパクの変化とクロロフィルの減少の関係につ

いても言及する予定である。

3pC03 
UV-[l照射の車I色rwほRhodolorulu剤IJIJ包IJ契機能への影響
秦恵、 多田幹ftll'(神戸大・ Jlj!・生物、 1問山大 .J~~ ・細胞)

B ~l'îJ~%~月号外)も(UY B) は多くの!日'j':NI自物や以i~'HこもL々な隙~~!を

ljえる{也、)も}f;!i!¥!f;1l比を'1Iきklこすことが士11られている。その

際、細)Jωj交がUV-Bのターゲットの Jつとなるn これまでに、強

九Fで起こる膜の透過降壁能の損傷の他に、弱)'(;Tで特異的な

'lYP'学的反応が起こることが、納l閑や高等植物の細胞では報告
されているが、繭類ではそのような研冗は少ないけまた、その

光受存体やそれに関連する!ズ)，(，;に対寸る知見は極めて少ない{

我々 は、 UV-B照射によってカロチノイド合成が誘導される紅色

酵母Rhodotoruluminutuを用 L 、て、 UYB~自身、H表速やかに起こる

細胞反応、の検索を行い、これまでに剤耐制実エルゴステロールの

光:変換Il、 K'のjmB'"、膜リン脂質の抽出効本の変化等の現

象を見出してきた η 今凶さらにUVB!照射時の(J)グルコース、ア

ミノ殿の取り込みおよび流LB、(2)pニトロフェニルグルコピラ

ノγ ドの分解反応、(3)膜竜{立の変化、(の抗馬密化計IJの添加効果を

調べたn これらの反j，凶応，占必c;とこれまでf得早ていたK'í~ 
ド合J成J.X:比、エルゴ、ステロールの光変換との関係から、 UV-Bが膜機

能lこ与える影響について考察する。

]) I¥udu et ul. J. Phot∞hem. Photobiol. 17， 127 134 (J993) 

2) Hudu et ul. J. Phot(叱hem.PhOlobiol. 21， 77 80 (J993) 

3) I¥udu cl ul. Plant Cell Physiol. 34， s74 (1993) 



3pC04 
長波長紫外光(NU V)による酵母坐竺坦ro.y竺空竺竺型竺竺

細胞膜の損傷とその回復

荒見真一郎、秦恵、村回芳行、多団幹郎(岡山大・農)

【目的】演者らは、 NUV照射による酵母 5竺竺竺笠竺の不
活性化(増殖阻害)について、細胞膜エルゴステロールの光分解

が細胞膜機能損傷をもたらし、その結果として不活性化が発現

することを報告してきた。本研究では、エルゴステロールの光

分解による細胞膜の構造変化を電顕による形態学的観察の結果

と共に、細胞膜繍傷の回復についての実験結果を報告する。

【方法及び結果】薗体を脱塩蒸留水に懸濁して氷冷下でNUV

を照射した後、フリーズエッチング法及び細胞化学法に従って

電顕観察に供した。その結果、未照射菌体の細胞膜は滑らかな

構造をしているのに対し、照射菌体では、 5J/困l以上の光震で、

膜表面や内部に多くの小孔が生じていることが認められた。こ

のことは、生理学的実験に基づく従来の推察 [NU Vによる細

胞膜の透過障壁能の鍋傷はエルゴステロールの光分解による小

孔の形成による)を裏付けている。次いで、非照射歯体が24時

間後には100%コロニー形成する条件下で、 10J/血lの光量を照

射した菌体のコロニー形成を経時的に調べた。その結果、 24時

間後には捺種菌体の3%だけがコロニーを形成したが、 48時間

後には45%、72時間後には65%のコロニー形成が認められ、培

養時間の延長による増殖能の回復を確認した。そして、この回

復が進む培養の過程で、光分解によって減少したエルゴステロ

ール含有量が元のレベルまで増加すること並びに細胞膜の表面

構造が非照射菌体のように滑らかになることを認めた。

3pC05 
ホウレン草に対する近紫外線照射の効果
H202の生成とH202消去系酵素の誘導について
室達量童、柴田均(島根大・農・応用生物機能芋)

近紫外線が活性酸素の生成諒となる経路が報告され
ているので、近紫外線照射に伴うホウレン草ディスク
でのH202の蓄積と種々の近紫外線照射条件下で生育さ
せたホウレン草でのH202消去系酵素の誘導を調べた。
ホウレン草ディスク (1.57 ari')を25m1Iリン酸緩衝液
pH 7.21こ浮遊させ、肝 A(FL-20BLB)又はUV-B('槻 7刀、
札 20SG)照射下でのH202生成を比色定量法で追跡した。
H202蓄積量は町一A、Bのエネルギーに依存して増加し、
またその蓄積は照射30分後には定常状態レベルの2.5 
2. 7倍になった。
次に町カット、町 A、UV-B照島I条件下で40-80日間
生育させたホウレン草についてアスコルビン酸ベルオ
キシダーゼ、グアヤコールペルオキシダーゼの比活性
を比較したところ、 UV-Bを照射したホウレン草ではUV
カット区の2-3倍の上昇を確認した。
さらに可溶性・膜結合型のグアヤコールペルオキシ
ダーゼについて活性染色を行ない、近紫外線照射によ
る酵素タンパクの発現量の変化を諦ぺた結果、町 B照
射した葉ではUVカット区と比較して可溶性では約3.7
倍に、膜結合型では約13倍に増加していた。
以上の結果より近紫外線はホウレン草葉内でH202を
蓄積させ、 H202消去系酵素を誘導させたが、 UV-Bによ
る著しい生育血害はH202生成のみでは説明できないと
考察された。
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3pC06 
ナスの芽生えにおける7うよ/イトーと紫外線の防御

主旦主主、東近由紀子、深沢利江子(東京学芸大・

生物)

紫外線(>300nm)を含む光(十UV)と紫外線を含

まない光条件下(心V)で育てたナスの芽生えを用いて

万ポノイトーと紫外線に対する樹元性との関係を調べた。

十UVの芽生えの子葉では7ラ;j;../イトめ蓄積がみられた

が、 -UVではそのレヘー1は非常に低く、両者のメタノール

抽出物の紫外線吸収スへ。クトルは、著しい相違を示した。

7ラ;j;../イト1立、十UVの芽生えでは、子葉のおもに表皮
および柵状組織の細胞に局在していたが、 -UVの芽

生えでは維管束の周囲の細胞に検出されただけであ

った。一方、両者のクロロ7ィルの蓄積量には大きな相違

はなかった。これらの芽生えに紫外線 (270-410nm，

i，.max 310 nm)を照射しその影響を比較したところ、

子葉の表面が波打つ、子葉がしおれるなどの紫外線

による傷害の程度に両者で大きな相違があり、十UV

の子葉は明らかに紫外線に対する抵抗性を示した。

このことは、 FDA染色による組織化学的比較によって

も認められた。
これらのことは、紫外線による7対ソイト注合成の

促進と7ラゲノイトによる有害な紫外線の防御の関係を

示している。

3pC07 
ニンジンの pal-l0は波長の異なる UY-B光により enhan

ceされる 2つの enhancer領域を持つ

笠E呈王、吉田和市 1)、小関良宏 2) (京大農化、農生 1)、
東大教養 2) ) 

子葉や幼植物の茎の表皮細胞にアントシアンをはじめ

とするフラボノイド系化合物が蓄積する現象は、植物の持

つ紫外線防御機構と考えられてきた。アントシアン合成に

関する作用スベクトルは、 290nm付近にピークを示し、 UY

B光受容体が関与する反応であることが示唆されているが、

このような短波長域の UY-B光受容体に関する実体はほと

んど解明されていない。今回は、ニンジン培養細胞を用い、

光照射によりすばやく発現するgPAL-lQについてそれぞれ

の 5'上流制御域及びその部分欠損させた領域とレポータ

ー遺伝子(lucif巴rase)との連結遺伝子を作成し、 トラン

ジェントアッセイから求めた光量反応曲線を比較検討した。

gPAL-I0全長については光量反応曲線から求めた作用スベ

クトルは先にアントシアン合成やPAL遺伝子発現で得た作

用スベクトルと同様に、 UY-B 域(290nmmax)にbroadpea 

kを示した。 gPAL-I0の 5'上流域は一395bpを境に2つの部

分に分けて考えると、 395bpより上流の配列は 300nm付

近の光によってのみ著しく促進され、 -395bpより下流(実

際はー286bp)の配列は 280-290nmの光によってのみ著し

く促進された。 gPAL-I0の全長 5'上流域で得られた作用ス

ベクトルはこれら 2つの部分による促進効果の和として示

される。



3pC08 
紫外線uvc照射イ不実生苗の成長度と DNA損傷
全墨担:A.米倉博子，戸塚良宣，小田茂，松本英樹

大西武雄1 (P L学園女子短大・植物研奈良県立医大)

【目的】植物への紫外線影響の研究は今後の地球環境を考える上

で重要である。我々は、植物に対する紫外線の景濯を調べる目的

で、主食植物として重要であるイネに紫外線uvcを照射し、照
射の影響について成長度やDNA損傷について調査したのでそれ

らの結果について報告する。

【材料・方法】実験には日本型イネ(位旦旦笠旦旦L.subsp 

japonica)を用いた。紫外線uvcの照射は、 25土 20C恒温室
内で育成した高さ 20mm程度の実生苗に真上から照射した。紫

外線照射の影響官制面は、照射後の植物体の地上部(=茎葉)の伸

長 (mm)を測定しておこなった。また、 DNA損傷量はシクロブ

タン型二重体および (6-4)型ニ量体それぞれのモノクローナル

抗体を用いたELISA法で測定した。

【結果】成長度と紫外線量との関係は、照射線量の増加と共に茎

葉の伸長度は低下した。また、 DNA損傷量については紫外線量

の増加と共にシクロブタン型二量体および(6-4)型二量体の両

者とも増加していた O

一方、紫外線照身す後に明所下および暗所下で育成した苗地上部

のDNA損傷豊について継時的に測定して損傷の回復能をみたと

ころ、暗回復能はきわめて高く、シクロブタン型2量体よりも

(6-4)型二量体の修復のほうが効率が良かったoまた、光回復

についてはシクロブタン型二量体の修復について幾分みられる程

度であった。

3pC09 
近紫外照射時におけるラン藻 SynechococcusPCC7942 
での GroELの発現
堅固哲治、柴田 均 (島根大学・農・応用生物機能学)

ラシ藻、 Synechococcus PCC7942 [;::近紫外線照射 (294-
395nm)すると16種類の UV-shockproteinsが誘導され、
近紫外線に対する防御反応の一環と考察される。これらの
UV-shock proteinsのうち最も顕著に誘導されるものが
GroELであることが確認された。今回、近紫外線照射下で
の GroELの転写、翻訳レベルでの誘導を検証した結果と、
ラン漂に存在する近紫外線増感化合物の諸性質について報
告する。
五coli GroESL高発現 cloneから GroELを精製し、 an-
uιcol i GroEL I gGを用いてラン藻 GroELの翻訳レベル
での発現量を測定した。また、 SynechococcusPCC7942 
groESL geneをプロープに用い、転写レパルでの発現量を
追跡した。
翻訳レパルにおいて、最適エネルギー量は 200刈で、
45分で最大に達した。また、 H，O，による誘導パタ ンは、
近紫外線照射したものと非常によく似ていた。転写レベル
では、 200州、 5分で最大に達した。
また、 SynechococcusPCC7942には、近紫外部に吸収を
持ち、活性酸素を生成する増感物質が存在する。そこで、
乙の化合物を単離、精製し、その性質について調べた。
活性酸素生成物質は、 325nmに吸収極大を示し、分子量
は 164であると決定した。ジアセチルヘム置換したペル
オキシダーゼを用いた分光学的分析の結果、この化合物へ
の近紫外線照射によって、 O2 と H202 が 1:4の割合で
生成することを確認した。
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3pDOl 
ヒャクニチソウ単離葉肉細胞の分化転換に対するフeロモデオ

キシウリジンの阻害効果

正豊雄二~杉w宗隆1. 2駒嶺穆(東北電力・応技研東北大・
理・生物[，現日本女子大・理・物資生物科学)

私たちは前回(臼本植物生理学会1993年度年会). ヒャク

ニチソウ単離葉肉細胞の管状要素への分化転換過程では修復

型DNA合成やポリ ADPリボース合成が活性化し. DNA  

鎖の切断と再結合が起こることを報告した。また，これまで

の知見から総合的に考えて. DNA修復系がヒャクニチソウ

単離葉肉細胞の分化転換において重要な役割を果たしている

と推論している。ここでは，チミジンアナログであるプロモ

デオキシウリジン (BrdU)を用いて分化転換過程のDNA合

成を解析した結果について報告する。

BrdUは薬肉細胞の管状要素への分化転換を阻害したが，細

胞分裂にはほとんど影響を与えなかった。このとき. [3H] 
BrdUの放射活性は76%がDNA函分に 24%がRNA函分に

取り込まれていた。チミジンまたはウリジンをBrdUと同時に

細胞に投与したところ，チミジンはウリジンに比べて強力に

BrdUの効果を打ち消した。この結果からBrdUがDNAに取り

込まれて分化転換を阻害することが示された。そこでBrdUと

チミジンを組み合わせて細胞に投与してBrdUのパルス処理

02時間)を行い分化転換に対するBrdUの効果を調べたとこ

ろ，培養24-36時間目のBrdU処理が最も強く分化転換を阻害

した。培養24-36時間目には修復型DNA合成が最も活発に

起こるため. BrdUは修復型DNA合成に作用して分化転換を

阻害することが示唆された。

3pD02 
ヒャクニチソウ単離葉肉細胞の管状要素分化において一過的

かつ特異的に発現するシステインプロテアーゼ

直----.l豆、福田 裕穂(東北大・理・生物)

ヒャクニチソウの芽生えの第一葉から単離した葉肉単細胞

は、適当な濃度の植物ホルモンを含む分化誘導培地 (D培地)
中で培養することにより、高額度かつ向調的に管状要素に分

化する.この管状要素の分化の過程の後期に細胞は細胞壁を

除く全ての細胞内容物を自己分解し、細胞死に至る。

以前、我々はこの自己分解過程でヘモグロビン分解活性が

増大することを報告した。今回はMCA基質を用いた方法によ

りプ口テアーゼ活性の解析をすすめた。培養72時間目におい

てD培地で培養した細胞には分化誘導されない対照培地中で

培養した細胞にくらべ非常に高いZ-Phe-Arg・MCAの分解活性

があった。この酵素活性は培養48時間目から72時間目にかけ

て劇的に上昇し、その後96時間固までに急激に減少した。こ
の活性を担うプロテアーゼを、 D培地中で72時間培養した細

胞を出発材料として、一連のカラムクロマトグラフィー

(CM-Sepharose、PhenylSu問 rose、Su問 rose12)によっ

て部分精製した。その結果Z-Phe-Arg-MCA分解活性は、

Superose12カラムクロマトグラフィーで単一のピークとな

り、量終標品の比活性は420倍になった。この部分精製され

たプロテアーゼの活性はE-64や口イペプチンで阻害され、

DTTにより活性化されることから、自己分解過程で発現する

プロテアーゼはシステインプロテアーゼの一種であると考え

られた。現在、 PCR法を用いたシステインプロテアーゼ潰f云
子の単雌を行っており、この結果もあわせて報告する。



3pD03 
ヒャクニチソウ管状要素分化過程におけるNADPH:quinone
oxidoreductase 活性
出村拓，渡辺誠幸，福田裕穂(東北大ー理-生物)

ヒャク二チソウの芽生えの第一葉から機械的に単離した葉

肉細胞は、オーキシン(NAA)とサイト力イ二ン(BA)を含む液
体培地中で高頻度かつ同調的に管状要素(道管・仮道管細
胞)に分化する。私たちは、この系を用いて管状要素分化過

程初期に強く発現する潰伝子のcDNAクローンを単離して
きた。そのうちの つTED2のmRNAは、管状要素に特徴的
な二次壁の肥厚に先だって蓄積されていた。一方、個体内で

は原形成!曹と新たに形成されつつある維管束組織に特異的に

発現していることが insitu hybridizationによリ明らかにさ
れた。 TED2のアミノ酸配列は、モjレモツ卜の水晶体に特異
的なタンパク質(c-crystallin) とよく似ていた。この E
crystallinは、最近NADPHとqUlnoneを基質とした酸化還元
酵素活性を持つことが報告された。

そこで今回私たちは、 TED2タンパク質の機能解析のーっ
として、管状要素分化を誘導したヒャクニチソウ細胞におけ
るNADρH:quinone骨量化還元酵素活性を測定した。 TED2
mRNAは培養開始後24~36時間の閤に急激に増加するが、
酵素活性は24~48時間の閏に増加した。また、ホjレモン条
件をかえて培養した場合、 TED2mRNAが発現している細胞
では高い酵素活性が測定され、 TED2の遺伝子産物量との強
い相関が認められた。現在この活性の増減が真にTED2タン
パク質に由来するものであるかを抗TED2血清を用いて解析
している。また、大腸菌中で合成したTED2タンパク質につ
いても、この酵素活性を示すか検討しておリ、このことも含

めて報告したい。

3pD04 
ヒャクニチソウ管状要素分化におけるTED2タンパク質発現の免

疫学的な解析

豊翠益主・出村拓・福田裕穂(東北大・理・生物)

私たちの研究室ではヒャクニチソウ糞肉細胞から管状要素

(道管・仮道管細胞)への単細胞分化系を開発し、これを用いて

植物細胞分化の仕組みについて詳細な解析を行ってきた。管状

要素分化過程は前期過程(非制限過程)と後期過程(制限過程)

に分けられるが、前期過程から後期過程に移行する時期に強く

発現する遺伝子のcDNAが単離されている(TED2.3. 4)。 そのう

ちの一つであるTED2は、予想されるアミノ酸配列がモルモット

の水品体特異的タンパク質、 ~ -クリスタリンと類似している。

そごで、ごのTED2遺伝子産物の機能と発現を調べるために、私

たちは、 TED2の組み換えタンパク質を大湯菌中で生成した。さ

らに、このタンパク質に対する抗体を作成し、 TED2タンパク質

の免疫学的な解析を行った。

抗日日2抗体を用いて、いろいろなホルモン条件で培養した培

養後48時間自のチャクニチソウ細胞の可溶性タンパク質を調

べたところ、 TEIJ2タンパク質は分化培地で培養した細胞で強く

発現していた。また、分化培地で培養した細胞におけるTED2タ

ンパク質の発現のタイムコースをみたととろ、 TED2タンパク質

は形態形成に先立って発現していた。現在、 TED2タンパク質の

免疫組織化学的な解析を行っており、この結果も合わせて報告

する。
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3pD05 
DDRT-PCR法によるナスの不定匪誘導時に特異

的に発現する遺伝子の解析

萱野暁明、岡本潔、田部井豊、宮尾安義雄、美濃部

情三、西村繁夫(農水省・農業生物資源研究所〉

ナスの不定匪誘導時に特異的に発現する遺伝子を同

定するために、 DDRT-PCR(Differential 

Display Reverse Transcription -Polymerase Chain 

Reaction)法を適用した。ナス子葉切片から高濃度お

よび低濃度の2.4-Dによってエンブリオジェニックカ

ルス (EC)を誘導する系としない系から，それぞれ

RNAを抽出し、 3'末端にGCを付加したオリゴdT

ヌクレオチドをプライマーとして一本鎖cDNAを合

成した。このcDNAを鋳型として、 30種の5'側の

ランダムプライマーと上述の3'側のプライマーを用い
てPCR反応を行い、その産物を変性ポリアクリルア

ミドゲル電気泳動によって分離した。 ECを誘導する

組織由来のcDNAにおいて数本の特異的なPCR産

物のバンドが検出できたので、 EC誘導時の初期に特

異的に発現する可能性のある遺伝子の存在がmRNA

のレベルで確認された。 DDRT-PCR法の有効性

についても考察する。

3pD06 
タバコプロトプラストにオーキシン非要求性を与える
遺伝子AXI1のダイズ，イネからの単離
大野広道産主韮，中林一彦， RickWalden'，森敏，
林浩昭，茅野充男(東京大・農・農芸化学J栗田工業，
'Max-Planck-Institut fur Zuchtungsforschung， Koln， 
Germany) 

AXI1(昌U孟inユndependentgrowth)は、タノTコプロトプ
ラスト中で過剰発現させると、オーキシンを含まない培

地上でも細胞分裂を引き起こし、カルス形成を可能にす

る働きを持つ遺伝子である。この遺伝子は、 T-DNA
tagging法によってタバコ(Nicotianatabacum)より単離さ
れたものである。この遺伝子の機能を解明することによ

り、オーキシンの作用を知る上で新たな知見が得られる
と期待できる。本実験では、このAXI1が植物の基本的
な遺伝子の一つであると考え、ダイズ(Glycinemax 

L.cv.Williams)とイネ(Oryzasativa L.)からの単離を試
みた。
タバコより得られたAXI1のcDNA(cDNA-A)の一部を
プローブとしたプラークハイプリダイゼーションにより、

ダイズとイネのゲノムライブラリーからポジティヴクロ
ーンを単離し、その塩基配列を解析したところ、アミノ

酸配列についてcDNA-Aと80%以上のホモロジーを有す
る配列をダイズで2種、イネで1種見出した。
現在、得られた遺伝子のオーキシン応答性、環境スト

レス応答性について、その発現様式を検討中である。



3pD07 
ユリの雄性配偶子核特異的H2Bヒストンと豊富H1ヒストンの

免疫学的検出

よ旦盤i丘、出中 朗 (横浜市大・文珂・牛物)

被子植物のコ細胞性花粉内に存在する生殖(雄原)細胞は、

雄性配偶子の前駆細胞で、動物の精子|日l様、高度に凝縮した
核(クロマチン)を持つことが知られている O 我々はこれま

でにテッポウユリの生殖核には、体細胞核と共通なヒストン

5分子種(体制H胞型ヒストン)と減数分裂の誘導矧から出現
する"m巴叫ichistone"が存イfし、さらにH2Bヒストンの変具体

(p225)、H3ヒストンの変只イ本 (pI8.5)、ノンヒストン

(p21)が特異的に、 2種のH1ヒストンの変具体 (p35、p33)

が体細胞核に比して多量に合まれることをよU、だした
(Planta，1993)。

本研究では、この生嫡核で凡いだされた核タンパク質のう

ち、特異的H2Bヒストン (p22.S) と豊富H1ヒストン (p35)

に対する抗血清を作製し、イムノプロットによる抗原の検出

を試みた。抗原は、 一次元電気泳動後のゲル中から電気的に

溶出することで精製し、ラットに免疫注射した。符られた抗

p22.Slfll治は生殖核のp22.5のみを認識し、生~11!核や葉，t主に共
通してイf-在する体細胞剖H2Bヒストンは認j哉しなかった。こ
のことから、 p22.Sは免疫学的に体制|胞型H2Bヒストンとは

異なる分fであることが'丈J11された、 方、 tJLp3SJfllitiは生
嫡核と朱牧に含まれるp3Sを認識した}現在、これらの抗血

清をmいてp22.5とp35の花粉、発生での，'I¥JJiや蓄積時)羽匂ニを調
食中である。

3pD08 
カボチヤ子葉のセネッセンスにおけるプラスチッドの変動

盟主主監主、武内由佳、加藤朗、林 誠(基生研、細胞生物)

演者らは先にカボチヤ子葉のセネッセンスの過程で、マイ

クロボディの機能転換が生じ、緑葉パーオキシゾームがグリ

オキシゾームに変換することを明らかにしている 1)。今回

はこのカボチヤ子葉のセネッセンスにおけるプラスチッドの

変動を Rubisco量との関連から検討したのでその結果を報告

する。
カボチャの発芽子葉を切断後日音所でインキユベートすると、

子葉は徐々に黄化していき、セネッセンスしていく。電子顕

微鏡による観察から、子葉のセネッセンスに伴い、ミトコン

ドリアやマイクロボディの形態はあまり変化しないのに対し、

プラスチッドの形態は大きく変動し、グラナ構造の崩壊やプ

ラスチッド内に一次的なデンプンの蓄積が認められた。

一方 immunoblottingによる解析から、子業中の Rubiscoの

蛋白質はセネッセンスに対応して徐々に滅少した。更に、

Rubisco の特異抗体を用いた金コロイド電顕法により、プラ

スチッド中の金粒子の密度がセネッセンスに伴い減少してい

くことが明らかとなった。この知見はセネッセンスに伴い、

Rubisco がプラスチッド内で分解されていくことを示唆して

いる。

1) Nishimura M.， Y. Tak巴uchi，L. De Bellis加 d1. Hara-

Nishimura (1993) Protoplasma， 175: 131-137 
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3pEOl 
アカパンカピの光による位相変化過程での

カルモジュリンの関与

定金 堂、鈴木さくら、中島秀明(岡山大学・理・生物)

アカパンカビ (Neurosporacrassa) を用いて生物時

計の制御に関わる光の情報伝達過程について調ベた。

一時的な環境の変化で生物時計の位相が前進もしくは後

退する現象は位相変化と呼ばれるが、我々は昨年度の本

大会において、光による位相変化の細胞内情報伝達過程

に新たなmRNAの合成が必要であることを報告した。

今M、その情報伝達過程においてカルモジュリンが必

要かどうか解析した。液体培地法を用いてカルモジュリ

ンアンタゴニストであるトリフロオペラジン (TFP) と

光との:重パルス処砲の結果、 TFPは光による位相変化

を完全に阻害することがわかった。また、位相変化阻害

の濃度依存性は生長阻害のそれと・致し、 30μMで限害

され始めた。さらに、類似構造を持つがカルモジユリン

に対して感受性の違う薬剤であるw-7とw-5を使用して、

w-7のみが光による位相変化を阻害することを見いだし

た。 TFP感受性変異株を!日いた同様の実験についても綴

(りする予定である。

3pE02 
アカノfンカピを用いた概日リズムの宇宙実験

三好泰博，森安裕二，伊関峰生(静岡県立大・国際関係・

教養)

機日リズムの特徴は温度や湿度、光の条件が一定でも生

じることである。それゆえ、このリズムの発生機構は生物

自体の有する内因性のものと考えられている。しかし、地

球上で実験する限り、光や温度以外の24時間周期を持つ外

的要因、例えば気圧、重力、電磁放射などの影響によりこ

のリズムが生じている可能性を否定することはできない。

また概日リズムの発生機構が内因性であるにしても、微小

重力の環境下で地上と同様にリズムが発現するかどうかは

興味のある問題である O そこで、本研究では分生子形成に

典型的な概日リズムを有するアカバンカビのバンド突然変

異株を用いて、そのバンド形成を宇宙で試みた。

その結果(1)飛行試料、地上対照試料とも明確な分生

子のバンドパターンが形成された。(2 )飛行試料と地上

対照試料との菌糸の伸びを比較した場合、飛行試料の方が

生長速度は大であった。(3 )飛行試料と地上対照試料と

で分生子の形態に違いが見られた。本講演では分生子のバ

ンドパターンの解析結果を報告する。



3pE03 
藍色細菌の生物時計の突然変異体

近藍圭塁、右補正寛 (基礎生物学研究所)

概臼性リズムはほとんどすべての生物において観察され

昼夜交替する地球上の環境に適応するため機能しているが、

その基礎となる生物時計の分子機構は現在でも全く不明で

ある。生化学的解析が困難な生物時計に有効な戦略は、遺

伝子導入による形質転換や突然変異の遺伝子解析などを使

う分子遺伝学的な方法であろう。しかし概日性リズムの測

定には長期の連続測定が必要で、これを能率よく適用出来

る実験系はなかった。そこで我々は藍色細菌(らん藻)に

レポータ遺伝子として生物発光遺伝子(ルシフエラーゼ)

を移入し「人工の時計の針Jとして機能させ、さらに寒天

培地上の各コロニーからもリズムを測定することに成功し

た。そこで冷却CCDカメラによる自動測定装置を開発し、

同時に50∞コロニーのリズムを自動測定することを可能に

した。これまでEMS処理細胞を150，α泊クローンをスクリー
ニングし 15-60時間に及ぶ 11個の周期突然変異体、

7個の低娠幅突然変異体を得ることが出来た。

なおこの藍色細菌の生物時計に関するプロジェクトは米国

Vanderbilt大C.HJohnson博士，TexasA&M大，S.S.Golden博

士との共同研究である.

3pE04 
単細胞性藍色細菌SynechocistisPCC6803におけるヒート

ショック蛋白質遺伝子dnaK'の概日性発現リズム

青木摂之、近藤孝男 l、石浦正寛 1(京都大学生態学研

究センタ一、 l基礎生物学研究所)

概日性リズムは、ほとんどすべての真核生物において

見つかっており、最近では、原核生物の藍色細菌において

もその存在が確認されている。

我々は、発光細菌のルシフエラーゼ遺伝子(JほAB)を

遺伝子発現のレポーターとして単細胞性藍色細菌

Synechococcus POσ942に導入することにより、概日性リズ

ムを効率よく追跡するシステムを開発した (Kondo，T.，et 

al.[1993] PNAS 90:5672-5676)。

今回我々は培地にグルコースを添加することにより稽条

件でも生育可能な単細胞藍色細菌SynechocistisPCCω03 

(6803)を実験生物として使用した.いくつかの生物に

おいて、熱耐性や、ヒートショックレスポンスに関して概

日性リズムが観察されている.我々は、ヒートショックレ

スポンスにおいて重要な役割を果たすとされるDnaK蛋白

をコードするdnaKl遺伝子に注目し、 6803のdnaK遺伝子のプ

ロモーター領域をluxAB遺伝子のコード領域と連結したも

のをゲノム中に導入した。上記のシステムを利用しluxAB

遺伝子の発現による発光のレベル変動を追跡したところ、

概日性リズムの条件を満たしたのでここに報告する.

189 

3pFOl 
FUNCTION OF TIIE GAl GENE IN ARABIDOPSIS 

Yuii KAMIYs.， Tamio SAITO， Tai-ping SUNl， Frontier 
Research Program， RIKEN， Wako寸li，Saitama 351-01， 

Japan， lDept. Botany， Duke Univ.， Durham， NC 27708-
0338， U.S.A. 

The gal mutants of Arabidopsis thaliana are gib-

berellin (GA)・responsivemale-sterile dwarf plants. 

Feeding experiments suggest that GA biosynthesis in the 

gal mutants is blocked prior to the synthesis of ent-

kaurene. The GAl locus was cloned using the genomic 

subtraction technique (Sun et a1.， Plant Cell 4，119-128， 
1992). We are investigating the function of the GAl 

protein in GA biosynthesis and the pattem of GAl gene 

巴xpressionin relation to growth and development. 

E. coli JM109 (pACCRT-E) which contains the 

Erwinia gene encoding geranylgeranyl pyrophosphate 

(GGPP) synthetase was kindly supplied by Dr. N. Misawa 

(Kirin Brewery Co. Ltd). E. coli cells which contained 

both the Arabidopsis G A 1 gene and GGPP synthetase 

were ex汀actedwith methano1. Extracts were hydrolyzed 

by alkaline phosphatase and analyzed by GC-MS. 

Copalol， which is not endogenous to E. coli， and 
geranylgeraniol were identified by full-scan GC-MS. This 

result indicates that the GAl gene encodes the enzyme， 

ent-kaurene synthetase A， which catalyzes the conversion 

of GGPP to copa1yl pyrophosphate. 

3pF02 
Gibberellins act early in pea seed development 

Stenhen M. SwaI!11.2， John J. Rossl， Yuji Kamiya2 and James B. 

Reid1. lDept Plant Science， Univ巴rsityof Tasmania， GPO Box 
252C， Tasmania， Australia. 2Plant Hormone Function， RlKEN， 

Wako-shi， Saitama 351-01， Tokyo， Jap四.

Thc Ihl and Is mutations have been uscd to invcstigatc th巴roleof 
the gibber巴11ins(GAs) in seed d氾velopmer】tof白egarden pea 

(Pisum sati、lumLふTheIh' and Is mutations reduce endogenous 
GA I巴velslatc in secd development (a仇.er出巴 liquidendosperm 

disappears). This has al副1I0w巴吋d出巴 s幻it飽巴 of a配cは叫tionof t白h巴Is and Ihがt 

mutations tω.0 b民emv官悦stig伊1βlt印.edusing c巴ellト台仇z悦eenz勾ymesy戸st附釘nsfrom 

d巴v巴elopi加ngseeds. The Js mutation r巴duceskaurene synthctas巴A
activity， whi1巴山eIhl mutation may r巴ducekaur巴ncoxidase 
activity. The Ihl mutation also reduces endogenous GA， and GA3 
levels in山eembryo/endosperm of young seeds (a few days after 
fertilization)， whi1巴出eIs mutation does not r巴duceGA levels in 
this tissue compared with wild-type secds. Seeds homozygous for 
Ihl are more likely to aOOrt during developm巴nt，加dweigh less at 
harvest， compar巴dwith wild-type seeds and seeds homozygous for 

Is， due to alt巴陀dembryo and/or endosperm development. 
Fertilizing 1 hl plants wi山 wi1d-typepollen dramatically incr偽記S
GA1 and GA3 levels in出巴embryo/endospermand restores norma1 

seed developm巴nt.Thcse results suggest LhaL GAs (possibly GA1 
and/or GA3) play an important role early in pe昌記巴ddevelopmcnt 
by 陀gulating出巴 dev巴lopmentof the embryo and/or endosperm. By 
contrast， th巴highGA levels found in maturing wild-type sceds do 
not appear to have a physiologica1 role in seed dev巴lopment.



3pF03 
j慮紙およびその抽出液による植物種r叙伸長の促進
市村一雄、小田雅行(農水省野菜茶試)

われわれはこれまでに市販の寒天、あるいは木質繊維の抽

出物がトマトの子葉切片からの不定芽舟ヰーおよびレタスをは

じめとする多くの植物の種子根伸長を促進させることを明ら

かにしてきたι このことは植物起源の多糖に関係する物質が

牛理活性をもっている可能性を示唆している o 1，慮紙はワタか

ら精製されたセルロースが主成分である。そこで油紙

(NO.2;東洋海紙)の種子根伸長に及lます影響を試験した。

試験した7科10種のすべての縞物において、穂子根伸長はj慮

紙により促進された。そのうち最も効果が大きく、再現牲の

すぐれていたレタスを以下の試験に用いた。 1慮紙の熱水抽出

液によっても種子根伸長は著しく促進された。それに加えて、

油紙抽出液はトマトの不定芽再生を促進する効果のあること

も判明した。種子根伸長促進物質のエタノ」ルに対する溶解

牲は非常に低かったことから、活性物質は高い梅性をもつこ

とが示唆された。種子被伸長促進物質の精製を、Sephadex

G.25、Bio.Gel P.2、C18およびAmide80を用いたカラムク

ロマトグラフィーにより行なった。 SephadexG.25により低

分子画分に活性は存在した。 C18を除く精製の各段階で、活

性は複数の画分に存在した。そのうち3種類のカラムおよび

TLCで単一のピ}クを示す2つの活性画分を得た。以上の

結果より、 i慮紙に含まれる根伸長促進物質は複数存在し、い
ずれも極性の高い低分子であることが判明した。

3pF04 
シャスモン酸によるハレイショ塊茎組織の細胞肥大

高僑淳、蔵野介延、喜久凶嘉郎、幸田泰WJ (北大・農・
植物)

シャスモシ酸 (JA)は、ハレイショ嫌茎組織片の生重

を短期間のうちに顕著に増加させる。この~t重量増加は、細
胞分裂ではなく細胞肥大に起因している(1992年度年会に

て発表)0 J Aによる細胞肥大の進行過程において、ショ
糖含量の大幅な増力uと、チンフン含量の低下がみられた。
細胞壁構成成分の変化を調へた結果、 JAはペケチ Jおよ

びセルロース含量を顕著に増加させたか、へ ζ セルロース

含量には影響しなかった。各種細胞壁合成阻害剤は、 JA 
による細胞肥大を阻害し、セルロ ス合成のみを阻害した

場合にも細胞肥大か阻害された。以 kの結果より、 JAは
ンヨ糟含量を増加させて細胞内浸透ff.を k昇させるととも
に、細胞壁合成系に影響を及ほし壁の伸展牲を変化させ、

塊茎細胞の肥大を誘起していると考えられた。また、この

H寺セ I~ ロ ス合成か必要不可欠であると推察された(1993 

年度年会にて発表)。本報では、ペケチンおよびヘミセル

ロースの分チ量分布に及ほすJAの影響について検討を加

えたのでその結果を報告する。点、クチシは50田HEDTAで、
ヘこえセルロースは17.5%NaOHで抽出し、ザルクロマトクラ

ブイーを行った。更に、 i故小管の重合阻害剤であるコルヒ
チンやイゾブロヒルフェニルカーハメイ卜、アクチン繊維

の破壊剤であるサイトカラシン BかJAによる細胞肥大を

抑制したことから、細胞骨絡糸の関与が推察されたので、

これらの実験結果についても併せて報告する。
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3pF05 
ミカヅキモの有性生殖に機能する性フェロモン(PR-IP)のcDNA

クローニングとその遺伝子発現制御

関本号ム之、曽根裕、藤伊正(筑波大・生物科学)

ミカヅキモの有性生殖には、+型細胞から放出され、一型細

胞のプロトプラスト化を促すフェロモン様糖タンパク質(PR-IP)

が機能している。今回、このPR-IPの各サブユニットをコードす

る完全長DNAの単離を行い、その遺伝子発現$胸職構を樹すし

fニ。
42kDa及び19kDaのサプユニットは、それぞれ252個と128個の

アミノ酸により構成されており、分子量はそれぞれ、 27441と

14434と推定されfこ。またPR-IPは、それぞれの構成アミノ醐E
成から、それぞれのサプユニットが2個ずつ会合した4量体と

して存在していると推定された。

これらの皿RNAの蓄積は、一弾回胞から放出されるもう一つの

性フェロモン (PR-IPlnducer)の加里により、寸盈的にしかも

全く同時に見られるが暗所では見られなかった。さらに、この

両サプユニットをコードする遺伝子は、+型糊包、一型細胞と

もに備えられていることカ人ゲノミックサザン解析により確認

された。

以上の結果より、 PR-IP各サプユニットをコードする遺伝子は、

接合型決定などに関わる上位の制御因子の支配下で、

PR-IP lnducer及び光の作用を受け、はじめて発現に至ると推定

された。

3pF06 
ミカヅキモ性フェロモン(PR-IP Inducer)の精製と解析

亙且監革、藤伊正、関本弘之 (筑波大・生物科学)

我々はミカヅキモの有性生殖過程において、+型細胞から

放出されー型細胞に対してプロトプラスト化を誘起するフェロ

モン様糖タンパク質(PR-IP)の関与を明らかにし(Planta

1990)、さらに型細胞が単狙で放出する別のフェロモン様物

質の作用により、とのPR-IPの放出が誘導されることも明ら

かにした(P.C.P.1993)。今回、 PR-IPInducerと名付けたこ

の物質の精製を行い、その特性を検討したので報告する。

PR-IPInducerは、+型細胞に対するPR-IP放出の誘導活性

を指標として、カラムクロマトグラフィーCDEAE-
Sepharose CL-6B， hydroxylapatit巴， Sephacryl S-100 HR， 
MonoQ)により精製された。 MonoQカラムより、その活性

は214nmによる吸収と一致して溶出され、その画分には

SDSゲル電気泳動で見かけの分子量が22kDaの単一バンドの

みが銀染色で検出された。また、マス・スペクトル分析によ

り、絶対分子量が18.7kの単一標品であったことからも、

PRーIPInducerの精製の完了が確認、された。標品を用いた濃度

応答曲線から、 PR-IPInducerは極めて低い濃度(nM以下)で

もPR-IPの放出を誘起できることが示唆された。

またCBB染色および、PAS染色でともに楊性であったことか

らも、 PR-IPlnducerがPR-IP同様にミカヅキモ(Closterlum

pera白 rosum-str怠osum-l1ttora1ecomplex)の有性生殖過程
で機能するフェロモン様活性をもっ糖タンパク質であること

も示唆された。



3pF07 
アレロパシ一物質・ソルゴレオンの酸化還元電位

盈旦塑皇、辻野義雄1、大堺利行2、鶴見誠二1

(神戸大・理・生物、 l神戸大・自然科学、 2神戸
大・理・化学)

ホウキモロコシ (Sorghumbicolor)は、アレロパシ
一作用をもっ Sorgoleoneと呼ばれるキノン物質を土

壌中に放出する。 Sorgoleone はレタス等の根の伸長
を抑制し、その還元型は S卸igaasiaticaという寄生植
物の発芽を促すことが知られている (Netzlyet al.， 
1988)。また SorgoleoneはNADHを基質とするミトコ
ンドルアでの呼吸を阻害する効果があり、チトクロ

ム bとのチトクロム clの聞の電子伝達を阻害して

いると報告されている (Rasmussenet al.， 1992)。

そこで Sorgoleoneをホウキモロコシから単離し、
サイクリック・ボルタンメトリーを使ってその酸化

還元電位 (EO'vs. NHE， pH 6.7) を求めた。
SorgoleoneのEO'(一0.01V)は、デシルユピキノン

(0.10 V)よりもネガティブであった。 したがって、

Sorgoleoneはミトコンドリアにおける電子伝達を阻
害するのに十分な酸化還元電位であることが示唆さ
れた。 。

sorgoleone 

HJCO 。

3pF08 
レピジモイドの植物界における分布

塩塞辿王、 IJ、瀬村誠治l、山村庄亮i 、長谷川宏司 2，3 

(筑波大・バイオシステム研究科、 1慶応大・理工、 2 筑波大

・応生化、 3植物情報研究センター)

レピジモイドはクレス発芽種子の分泌液から単離された新規

のアレロパシ一物質で、他の植物のシュートの成長を顕著に促

進する。 D-glucoseとαL-rhamnoseから合成されたレピジモ

イドのスペクトルと物理特性が天然のレピジモイドと一致した

ことからその絶対配置は Na2-0-L-rhamnopyranosy[ 4-deoxy 

-α一L-threo-hex-4-enopyranosiduronateと決定した。

発芽種子が成長促進物質を分泌するという生物機能の植物界

における分布に関して、数10種類の植物についてヒモゲイトウ

下駐軸伸長試験に対する活性を指標として調べた結果、程度の

差はあっても調べた全ての植物に活性が認められた。生物検定

で最も高い成長促進活性を示したホウレンソウ、オクラ、ヒマ

ワリの発芽種子の分泌液から、種々の精製手段を駆使して成長

促進物質を数種類単離した。これらの物質の一つはレピヅモイ

ドと同定された。これらの結果から、レピジモイドはクレスだ

けでなく、他の植物でもアレロパシ一物質として重要な役割を

演じている可能性が示唆される。他の物質の構造は現在、検討

中である。
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3pGOl 
Acetyl-CoA carboxylaseのsubunitの1つはchloroplast
genomeにコードされている

佐々木幸子、袴田一彦、須天由貴子、永野幸生、古

沢巌、松野隆一(京大農)

Acetyl-CoA carboxylase (ACCase)は脂肪酸合成の最初

の反応を触媒する酵素で、 singlesubunitからなる真

核細胞型酵素だけが植物にあると考えられてきた。

しかし multi-subunitからなる無核細胞型ACCaseの

存在を示唆する報告もある。 ChloroplastgenomeにE

co1i ACCaseのsubunit(accD)とhomologyのあるORFが

あったので、この遺伝子産物の機能を調べた。エン

ドウchloroplastaccDを発現させ、 recombinantACCD 

に対する抗体を作成した。この抗体はchloroplastか

らのACCase活性を阻害した。-般にACCaseはbiotin

化されている。抗体沈殿物にはaccDproteinの他に

biotinyl proteinも存在した。これらの結果はACCDが

無核細胞型ACCaseのsubunitであることを示している

本研究で、chloroplastgenomeの脂肪酸合成に関与する

遺伝子が、初めて同定された o

J. Biol. Che.皿 .(1993)in press目

3pG02 
高等植物のアセチルCoAカルボキシラーゼの種類と局在

小西智一，佐々木幸子 (京都大・農)

アセチルCoAカルボキシラーゼは脂質合成の開始反応を触

媒する酵素である。原核生物型のものと真核生物型のものが

知られており、高等植物ではイネ科の葉緑体から真核生物型

のものの存在が報告されている。

これまで植物細胞には、葉緑体における真核生物型の酵素

だけが存在すると考えられていた。ところが、エンドウの葉

緑体には原核生物型の酵素が存在した。さらにエンドウは真

核生物型の酵素を葉緑体外に持ち、こうした葉緑体外の酵素

はイネ科の植物にも見られた。他の高等植物種(腐生性のも

のを含む)を網羅的に調べたところ、イネ科の植物だけが原

核生物型の酵素を欠くことがわかった。原核生物型の酵素の

サプユニットの一つは葉緑体ゲノムにコードされているが、

イネ科の植物の葉緑体ゲノムはこの遺伝子を欠いている。以

上から、高等植物では葉緑体の内外にこの酵素が必須である

ことが考えられる。これらの酵素がどのような役割分担をし

ているのかはまだ不明である。



3pG03 
リンゴ果実のソルビト ル脱水素酵素の精製及び性質

山旦歪堕 3 金山喜買1]，山木昭平 (名古屋大農園芸科学)

ソルビトールはパラ科植物において多く売られ、転流糖であ

り、リンゴでの光合成産物代謝において重要な役割を果たす。

ソルビ卜ール脱水素酵素 (NAD-SDH)は果実中に転流し
てくるソルビトールをフルクトースに変えることによって、果

実への糖の蓄積を可能としている。

本報告は、植物におけるNAD-SDHを精製した最初のも
のである。リンゴ果実(王林)から抽出した酵素を、疎水性ク

ロマトグラフィ一、イオン交換クロマトクラフィ一、アフィニ

ィティ クロマトグラフィ一、ゲルクロマトグラフィ によっ

て処理することにより、 SDS-PAGEにおいて主な単一バ
ンドとして現れるまで精製した。 SDS-PAGEによる 62 
kDaとゲルクロマトグラフィ による 120kDaの分子量
より、本酵素が2つの同一サブユニットからなることが明かと

なった。本酵素活性の至適pHは、ソルピトール酸化には 9
6、フルクト ス還元には 6.0であった。またソルビト ル
の酸化に対する Km値は36mM、フルクト スの還元に対す
るKm値は215mMであり、ソルビ卜ールの酸化に対する V
maxはフルクトースの還元に対するそれの約 10倍であり、

ソルビ卜ールをフルク卜ースに変換する方向に反応が傾いてい

ることが明かとなった。本酵素は、ソルビトーj[，基質に対して

のみ特異的に働くのではなく、調べられた基質中、特にエチル

アルコールに対して高い親和性を示した。 2価金属イオンによ

る酵素活性の促進は売られなかった。

3pG04 
ゼニゴケ培養細胞から精製した酸性フォスファターゼの性質

櫓井 裕、飯野盛手IJ(大阪市大・理・植物園)

酸性フォスファターゼは細胞内リン酸代謝において重要な

役割をしていると考えられる。赤色光下、 25'Cで継代した

ゼニゴケ(也旦出且11a胆ll'J!iQ盟国L.)の培養細胞(A18系統)
を材料にして、その可溶性分固から酸性フォスファターセ、を

抽出した。非変性ゲル電気泳動と活性染色によって、少なく

とも 3慢の酵素(酵素 I、E、JIl)が検出された。内、 2穫(酵

素H、田)を硫酸アンモニウム分画、カラムクロマトグラフィ

ー(DE A Eセルロース、プチルトヨパール、ヒドロキシアパ

タイト)、等電点電気泳動で精製した。いずれの酵素も基質特

異性が広く、またこれらの活性は、低濃度のモリブデン酸イ

オン (IC50~10μM) 、および高濃度 (>10mM) の

K'とNa'により阻害された。一方、これらの酵素は、最適

p H (酵素 II p H 6.0、酵素JIl:pH4.5)、P1 (酵

素II p 1 5. 1、酵素皿:p 1 3. 6 )、ゲル漉過(トヨパー

ル55S，O. 2 M N a C 1 )で求めた分子量(酵素II 1 8 0 K、

酵素皿 11 0 K)において異なっていた。酵素凹は、クエン

酸イオンによって阻害された(1C日空 1mM)。酵素 Hでは

この限害はみられなかった。最適 pHから、酵素Eは細胞質

に、酵素血は液胞に存在すると推定される。
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3pG05 
モヤシマメ幼根液胞膜のATP依存FポンプにおけるpHの影響

車盟益二l、笠毛邦弘2、太旧英 .1 (1慶応大・照一I.、 2分子情
報・食総研)

液胞膜のH+-ATPaseは主に細胞l̂lpHの'tWi;:;YIを維持する重
要な機能を果たしていると恩われる。したがって、 ATPに依
存するW輸送活性はそれをとりまくpHにより著しく影響を受
けると思われる。そこで、 31P_NMR法により tnV1VOにてそヤ
シマメ幼根の細胞珂Hを計測したところ、通常の細胞質及び

液胞内のpHはそれぞれ7.3、5.8前後であった。次に、モヤシ
マメ幼根から液胞膜小胞を単離し、その小胞内外のpHを変え
てATP依存H+輸送活性をキナクリンの蛍光消光で測定した。
その結果、最大の輸送活性を示す小胞外pH{in vivoで細胞質
pHに相当)は6.5、小胞内pH(液胞内pHに相当)のそれは7.0
付近であり、生来の環境のpHとは異なっていた。これは、い
ずれも細胞内pHのホメオスタシスを保つための機構であると
考えられる。ノj、胞外pHの影響については31P_NMR測定におい
て外液pHを変化させたときの細胞内pH変化を説明できる。小
胞内pHの影響については、その理由を検討している。

3pG06 
EFFECTS OF PROCESSING HISTORY ON 
ENZYME HYDROLYSIS OF SAGO STARCH 

Andrew D. POWELL.1， Wen Jia WANG2 AND 
Christopher G. OATES2. 1 Dept of Botany， 20ept of 
Biochemistry， National University of Singapore， 
0511. 

Raw sago starch granules obtained from a number 
of sources were found to be resistant to hydrolysis 
by a range of amylases. The pattern and extent of 
granular degradation was dependent on 
processing history. poor degradation was 
characterised by shallow depressions at random 
locations and reduction in granular size. Increased 
granular hydrolysis was associated with a "single 
round hole" predominantly initiated at the end of the 
granule. This resulted in the excavation of the inner 
regions of the granule， leaving an empty shell with 
apparent dimensions of the native granule. 
Extensive hydrolysis was only possible with prior 
processing of the granules. 



3pG07 
COTYLEDONARY PROTEINS OF ARTOCARPUS 
HETEROPHYLLUS. LAM. (JACKFRUIT) 
Andrew D. powelll. Michael Brown2.. Prakash P. 
区U血m.1and C. J. Goh1 1 Botany Dept.， National 
University of Singapore， Kent Ridge， Singapore. 
0511; 2Sotany Dept.， Universty of Guelph， Guelph， 
Ontario， Canada N1 G 2W1 

The cellular organisation of the asymmetric 
cotyledons of jackfruit seed is comparable and 
SDS-PAGE indicates that the subunits 01 the 
storage proteins therein are the same. The majority 
of the polypeptides extracted in 0.05M phosphate 
buffer are in the 14kD to 25kD molecular weight 
range and show varying degrees 01 glycosylation. 
The 14 and 16kD bands correspond to the alpha 
and alpha' subunits 01 the jackfruit lectin-jacalin. 
Radicle protrusion (germination) was completed 4 
to 12 days after addition of water. SDS-PAGE 
showed that none of the major proteins had been 
mobilised even after 3 weeks 01 post-germination 
growth. Cotyledons could be removed without any 
deleterious effects on seedling development shortly 
after the first leaf had expanded. 

3pHOl 
大腸菌のモリブデン輸送系遺伝子

薮宏典、佐藤敏生、山本勇(広島大・理・生物科学)

モリブデンを活性部位に持つ種々の酵素が知られている。

細胞内へのモリブデンの輸送系をコードする仰d遺伝子の変

異と部分的な塩基配列が大腸菌で報告され、さらに最近になっ

てmodoperonの塩基配列がRhodobactercapsulatus、Azotobacter

vinelandiiで報告された。大腸菌の附dC遺伝子の発現は硝酸

により促進され、モリブデンにより抑制されることがわかっ

ているが、分子レベルでの転写制御の機構は解明されていな

v>o 

今回、嫌気呼吸系の遺伝子発現に働く遺伝子IorRを調べて

いたところ、 modC変異を回復させるDNAfragmentを分離し

た。このDNAfragmentf土4つのORFを含んでおり、ホモロジ

ー検索の結果、その一つが既知のmodC遺伝子と一致した O

ORFl は257アミノ酸残基からなり、 N末端に典型的なシグナ

ルペプチドを持っていた。 ORF2、ORF3はそれぞれ229、

352アミノ酸残基からなる盈白をコードしていた。これら各々

の蛋白は光合成細菌やアゾトバクターのModABCと高いホモ

ロジーを持ち、各ORFはoperonを形成しているものと予想さ

れ、各々の遺伝子をmo品、 modB、脚dCと命名した。
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3pH02 
ラン藻S戸町~hocoo四's6301 rpsA遺伝子の構造と

染色体ゲノム上の位置

杉田護、杉田千恵子、金子貴一1、松林徹1、

杉浦昌弘(名古屋大学遺伝子実験施設、 1かずさ

ディー・エヌ・エー研究所)

Syn即 h∞∞叩's6301から分離した38kDassDNA結
合蛋白質のN末端分析と遺伝子構造の解析を行なっ

た。その結果、決定したN末端配列を含む307ア

ミノ酸残基をコードするORFを見いだ、した。蛋白

質データベースを検索したところ、ホウレンソウ

の葉緑体リボソーム蛋白質CSlと最も高い相向

性 (47%)をもつことが判明した。そこで、この

ORFをリボソーム蛋白質S1遺伝子と同定しrpsA

と命名した。 Synechoc∞~cusrpsAはシング、lレコピー

遺伝子で、 strオペロンとRNA結合蛋白質遺伝子

12mplの聞に位置する125kb SwaIDNA断片にマッ

プされた。大腸菌のrpsAとstrオペロンは2，000kb 

以上離れていることから、ラン藻と大腸菌ではリ

ボソーム蛋白質遺伝子群の配置が大きく異なるこ

とが示唆される。

3pH03 
ラン藻SyneclJococcl1SPCC7942の nirAオペロン上流域に位
置する CRP型転写因子と ABC型膜輸送体サプユニット

をコードする遺伝子の構造と機能の解析

堀江宣行，菊地裕之，鈴木石根，杉山達夫，判長達男

(名古屋大・農・応用生物科学)

SyneclJococcl1S PCC7942のnirAオペロンは、硝酸イオンの
取り込みと還元に関わる6つの遺伝子から成るが、その上流

にも硝酸同化系の最大活性の発現に必要な2つの遺伝子nirB
(ORF 1)とntcB(ORF2)が nirAと逆向きに存在している(堀江
他、 1993年度年会)。本研究ではさらに ntcBの 365bp下流
に位置する ORF3(696bp)と ORF3から 248bp離れて存在する

ORF4について構造と機能を調べた。 ORF3のコードするタン

パク質は大腸菌の CRP(cAMPreceptor protein)と27%の相同

性をもつことから転写調節因子であると推定されたが、これ

を破壊しても顕著な変異形質は得られず、その生理機能を特

定することはできなかった。一方、 ORF4のコードするタンパ

ク質は細菌のABC型輸送体のうち、特に細胞表層のタンパク質

や多糖の分泌に関与する輸送体の ATP結創生サプユニットと

高い相向性を示した。 ORF4の欠失株は乾燥したコロニーをつ

くり、リゾチームに対する感受性が高いので、細胞表層の性

質に変化が起きているものと結論された。これらの事から

ORF4は細胞表層へのタンパク質あるいは多糖の輸送に関わる

ものであると推定された。



3pH04 
ラン藻Plectonema加>lYanumのchlL-chlN(プロトクロロフイリ

ド還元酵素遺伝子)周辺の遺伝子解析

三よ豆~藤田祐一高橋康弘長谷俊治松原央(大阪大理生
物大阪大蛋白研)

クロロフィル生合成の一過程、プロトクロロフイリド(pchlid:)

からクロロフィリドへの還元反応には、光依存性と非依存性の

2種の系がある。私達は、完全日昔所でも従属栄養的に生育でき

るラン藻P.boT)叩闘を用いて光非依存性Pchlide還元系の分子遺

伝学的解析を進めており、既に出L(frxC)、chlN(O貯 467)河遺伝

子がこの反応に関与することを明らかにしている。一方、光合

成細菌Rhodob帥 'rc伊 ulatusでは相同な遺伝子としてbChL、以
加えて第 3の遺伝子bc.胞が報告されている。そこで今回、 R

bory.剖 umのchlL、M司辺に関連遺伝子が存在するのではないか
と考え、その解析を行なった。

全長7.6kbのDNA断片について塩基配列を決定したところ、

chlL、 N周辺にいくつかのORF が見出された。(~よ・

盟主Hl辿長盤旦基姐~-QRF288~旦;矢印は転写方向を
示す) 0町 303産物は膨母のピス(5'ーアデノシル)四リン

殻ホスホリラーゼI及びIIと約20%の相同性を示す。また

ORF451産物は、 N末端側とC末端側が各々細菌の情報伝達系で

あるこ成分系の陀甲)Ilsere伊latぽ、 sensorkinaseに類似性を示し
た。いくつか広)()RFについては、その機能を明らかにするため、

カナマイシン耐性遺伝子カートリッジを挿入した遺伝子破壊株

を作成し、それら変異株の解析を行なっている。また、遺伝子

の転写単位、転写制御についてもNぽthemhybridizati∞による解

析を進めているので、その結果も併せて報告する。

3pH05 
単細胞緑藻クロレラC-27株(Chlorellaellipsoidea C-27) 

葉緑体ゲノムの物理地図と遺伝子構成

主主盤主、 MeenuIくapoor、若杉達也、杉浦昌弘、伊藤万

里1、績順子 1、中島けい子¥堀畑真希人佐藤公行人岩

崎真幸3、浜田玲久井戸由樹3、稲村篤3、北脇靖子3、吉

永光 3 (名古屋大・遺伝子、 1椙山女学園大・生活科学、 7 

岡山大・理・生物、 3静岡大・理・化学)

我々は単細胞緑藻クロレラC-27株(Chlorellaellipsoidea 

C-27)葉緑体ゲノムの全構造解析のために、その物理地図

と遺伝子地図を作成した。まずクロレラC-27株の葉緑体

DNAの BgAIおよび EcoRIの部分分解断片をシャ口ミドベク

ターを用いてクローン化し、クローンバンクを構築した。そ

してこれらのクローンの配置および物理地図を決定すること

により葉緑体ゲノム全体の物理地闘を作成した。さらに各ク

ローン内の海基配吾IJを部分的に決定し遺伝子の存在を調べた。

その結果、クロレラC-27株の葉緑体ゲノムは全長約

154kbpで、クロレラC-87株の場合とは大きく異なり逆位

反復配列が存在せずrRNAオペ口ンは1コピーしかなかった。

また165rRNA、235rRNA遺伝子は多くの植物の場合と同

様タンデムに並んでいることが分かつた。遺伝子情成につい

ては多くの遺伝子は陸上植物のものと共通であったが、高等

植物の葉緑体ゲノム上には存在しない遺伝子もいくつか見つ

かった。
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3pIOl 
植物ミトコンドリアF，-ATPase核支配サプユニット遺伝子の

発現制御の解析

菌屋鍵二盤、森上敦、中村研三(名大・農・生化)

ミトコンドリア (Mt.)は植物体の全ての細胞に存在するが、

自信部伴細胞やタベート細胞などには著しく多量のMt.が存在す
る事が知られている。 Mt.内膜の酵素F，-ATPase1ま核とMt.
の2つのゲノムの遺伝子により支配される6つのサプユニット
からなる。この酵素複合体の形成には各サプユニット遺伝子間

に何らかの協調的な発現制御機構が存在すると考えられ、我々

はこの発現制御機構の解明を目的に、これまでにこの酵素の4
つの核支配サプユニット y、δ、δ'、EのcDNAとMt.支

配のαーサプユニット遺伝子を単離してきた。

今回、 F -A T Paseのδ サプユニット cDNAを用いてサ

ツマイモゲノミックライブラリーから2つの異なる核遺伝子を
単離した。この2つの遺伝子の転写開始点の5'上流域は約2

kbに及んで相同な配列を持つが、片方には他方にはない挿入配

列が存在していた。この2つの遺伝子の5'上流転写制御領域

とGUSレポーターとの融合遺伝子をタバコ及びタバコ培養細

胞BY-2に導入してその発現を比較した。その結果、 2つの融

合遺伝子の形質転換タバコでの発現は茎・葉ではほぼ同じレベ

ルの発現を示したが、根において両者に明かな違いがみられた。

また、形質転換BY-2細胞での植え継ぎ後の発現の経時的変化

にも 2つの融合遺伝子の間で明かな遣いがみられた。形質転換

タバコのGUS組織染色の結果、いずれの融合遺伝子の場合に
も茎の内部飾部や根端において最も強い染色がみられた。

3pI02 
trru遺伝子プロモータ一発現に対する植物ホルモンの影響

盆旦皐孟、猪口雅彦、加藤次郎(岡山理科大・理・生物化学)

Agrobacterium tumefaciensの病原因子であるTiプラスミド

にコードされているT-DNA遺伝子には、植物ホルモン合成醇

素遺伝子tmsl，tms2 (オーキシン合成)及びt町(サイトカイニ

ン合成)が存在する。我々はこれらの遺伝子のうち、 tmr遺伝

子(T-cyt，iptなどとも呼ばれる)のプロモーター領域をGUS遺伝

子に結合した融合遺伝子 (Ptmr-GUS)を作成し、タパコ及び

その他の植物に導入して発現特性を解析している。タバコ形質

転換体を用いた組織化学的解析の結果、組織非特異的に強い活

性が観察された。又、組織形態の変化(カルス等)に関わらず

発現することも示された。一方、 trru遺伝子とtms遺伝子が、両

方とも導入された植物よりも、 tm遺伝子が単独で導入された

植物の方が、内生サイトカイニン合量が高い。この様な知見か

ら、今回、このPtmr-GUS融合遺伝子を導入したタバコ形質転

換体を用いて、外生的に各種植物ホルモンを添加した場合の、

tm!遺伝子プロモータ一発現に与える影響を調べた。その結

果、オーキシン，サイトカイニン，アプシジン酸，ジベレリンの

各ホルモンのうち、サイトカイニンのみが多少抑制的に働き、

その他はいずれも促進的であった。特に、オーキシン (2，4-

D)による促進が観察された。このことから、 tmr， 加喧伝子
が共存するときの、内性サイトカイニン合量の低下は、 tms:遺

伝子によるオーキシン合量の増加が、 tmr遺伝子発現を抑制し

た為ではないことを示唆するものと思われる。



3pI03 
Riアグロビン合成酵素遺伝子の組織特異的発現の解析

圃皇車二正、猪口雅彦、加藤次郎(岡山理科大・理・生物化学)

Agrobacteriumが感染して生じる腫画面組織で産生されるオパ

インのうち、アグロビンの産生はTiプラスミドにもRiプラスミ

ドにもコードされている。しかし、両者による形質転換体のア

グロビン産生は、組織特異性に差異のあることがオパインアツ

セイの結果により示唆された。 Tiプラスミド由来のアグロビン

合成酵素遺伝子(ags)の発現特性については、カルス組織及び再

分化縞物体の生長点で特異的に発現することを既に報告した。

そこで、今回Ri我々はプラスミド由来のags遺伝子の発現特性

について解析した。まず、 A.rhizogenes A4株をタバコに感染

させて得た毛状根から再分化植物体及びカノレスを誘導し、各器

官・組織でのアグロビン産生を漉紙電気泳動法により調べた。

その結果、毛状根、再分化植物体の根及びカルスで産生量が多

く、次いで、葉、茎の順であった。 Ti形質転換体がカルスのみ

で多く産生されたのに対して Ri形質転換体では根でも多く産

生されることが特徴的であった.現在、更に、ノーザン法によ

り、転写量の変化についても解析を進めている.次に、プロ

モーターレベルでの発現特性をRi解析するためにRiプラスミド

からags遺伝子のプロモーター領域を単離し、 GUS遺伝子と融

合遺伝子を作成して、タバコに導入した。形質転換植物体にお

けるGUS活性を組織化学的に観察した結果、 Ti-agsプロモー

ターではGUS活性が生長点に局在していたのに対して、 Ri-ags

プロモーターでは根で強い活性が見られ、特に伸長帯部分での

活性が強かった。

3pI04 
ニンジン組織培養系を用いた不定阻まE成過程におけるrolCプ
ロモーターの発現調節領域の解析

藍韮盟泊、横山隆亮、内宮博文(東大・分生研、 1北大・理)

ニンジンの培識問包系では2，4-Dによりカルスが誘導され、

2，4-Dを除去することにより不創壬の発生が促進される.我々

は、 RiプラスミドのrolC遺伝子プロモーターとGUS遺伝子と

を連結したキメラ遺伝子の発現が不定任発生の進行に依存し

て上昇することを明らかにした.さらに不定匹発生に伴う発
現活性の増大を担うω領域の解析を試みた.rolCプロモータ

ーの-255bpより上流を欠失した場合、及び255bpより+2bpを

欠失させた場合において不定匹発生に伴うGUS活性の上弄は

認められた.また，rolCプロモータ-0}848bpから-94bpを35S

コア領域の上流に組み込んだ場合は上記の発現パターンが検

出されたが、 -255bpから94旬、及びι48bpから-255bpの領域

を35Sコア領域の上流に組み込んだ場合は消失した.乙れらの

結果より不定妊における遺伝子発現の活性化には、 rolCプロ

モーター上の複数の領域が関与している可能性が示唆された.

上記の発現活性が検出された最小領域である 255bpまでを
含む領域に注目し、この領域に結合する因子の検出をゲル移

動度シフト法により行った.-271bp/-174旬、 203bp/-92bp

94bp/+23bpそれぞれの領域には、 poly(dA-訂)・poly(dA-af)によ

り競合阻害される因子のDNA結合活性が検出された.また

271 bp/-l 74bpの領域にはpoly(dA訂)・poly(dA訂)によっては競

合阻害されず、ー271bp/ー174bpのDNA断片により競合回答を受
ける因子のDNA結合活性が検出された。
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3pI05 
タバコ遺伝的腫蕩誘導過程におけるNgroIB-GUSの発現様式

丞臣皐王，古聞きおり関根政実，新名惇彦庄野邦彦

(東大・教養・基礎科阪大・工・応用生物工学)

Nicotiana glaucaのゲノム中には、RiプラスミドのTL-DNA

領域と相向性のあるcT・DNAが存在する。我々は既に、 N.

glaucaとN. langsda雌・の交雑で生じる F1植物の遺伝的腫蕩
組織において、 cT-DNA内のNg rolB、Cが発現していること

を示した。今回さらにNgroIB-GUS融合遺伝子を用いたトラ

ンスジェニツク F1植物で、腫蕩化・脱麗蕩化に伴うNgrolB 

の発現パターンの変動をGUSの酵素活性及び幸政哉化学的染色
により解析した。正常型F1植物においてはどの器官(根・
葉・茎)でも全体的にGUS活性は低く、発現部位は根端細胞
や維管束組織等に限られていた。遺伝的腫蕩はこの正常型F
1植物が老化した場合、または傷害を受けることにより種々

の組織に生じるが、どちらの場合でも腫蕩化組織において

GUSの強い発現がみられた。特に葉の cutting処理による腫

蕩誘導では cuttmg後3日で分裂細胞部位にGUSの発色が観

察され、腫蕩化の早い段階からNg rolBが発現することが明

らかになった。 cutting 後10日頃になると、 GUSの発現は形

成され始めたばかりの芽原基様構造に集中し、その後の継代

培養下の shootyteratoma型の腫蕩組織でも芽原基様構造に局

在した。また遺伝的腫蕩組織をNAA添加MS固形培地で培養
したところ、発現部位の組織特異性は維持されたまま発現量
が上昇することが確認された。なお以上のNg-rolBで得られ

た発現の時間経過及び発現部位の局在性の結果は、Ri roIB-

GUS融合遺伝子を用いた場合においてもほぼ同様であった。

3pI06 
アブラナ科植物の形質転換と S筒タンパク質に関する研究

集i皇呈-，山川清栄真鍋麻里白星沢秀幸，磯貝彰鳥山欽也 1涜辺正夫

。日向康吉¥鈴木昭憲 (東大農化， 1 東北大農}

アブラナ科縞物の自家不和合性に関わる物質として 柱鱈特

異的な発現を示す S槍タンパク質 (SLG) および 5糖タンパク質を

細胞舛ドメインとしてもつレセプタープロテインキナーゼ (SRK)

の存在が挙げられているが‘それらの具体的な懐能は明らか

でない.演者らはこれらの物質の機能を明らかにするためにア

ンチセンス SLG遺伝子をアブラナ科植物に導入することにした.

それに伴いアブラナ料情物且且血血瓜血の形質転換系の確立も並行

Lておこなった.本絹では、これまでの実験の経繍と結果につ

いて報告する.

アブラナ科植物且4岨血話回の S'ホモ系統株の柱頭より単離した

S穏タンパク質をコードする cDNA (SL口町を SLGのプロモーター

の影響下でアンチセンスに発現するように SLGプロモーターの

下流に SLG・を逆向きに連結 L て pBlベク空ーに導入した植物導

入用ベヲターを作成 Lた.これを血曲回国皿lll.ml:I血皿 EHA10I掠を

用いて数種の且且皿E且国三あるいは且』出血姐の子葉または匹舶にバイ

ナリーベクタ一法によって導入 Lた.現在いくつかの shootの形

成がみられている.また且4岨血足国の l系統では毛状領からの再

分化情体の獲得を目的として R;プラスミドを持つ RlO凹株を用い

てバイナリーベクター法によって導入し、毛状棋を得ることが

できた.今後これらの sbootあるいは、毛状恨について詳細な解

析を行う予定である.
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lpEl1 

2aH04 

lpB04， lpF12，lpB05， lpF13， 3pA06 

3aGOl 

lpE09 

1 pB06， 1 pB07 

2pG02 

3a107， 3a108， 3a109 

目

四

回

o
u
k
m
m
w

副

凶

同

戸

出

品

凶

la101，2pG04 

3aG04 

3pBOl 

lpD06 

2aAl1 

lpFll，2aG05 

2aH02 

2pB03 

3pI03 

lpGlO 

3pB08 

la104， SlpCl 

3pA04 

lpHOl 

laB02 

lpA15 

lpD13 

3aB 11 ， 3aB12 

3pD05 

2aHI0 

3pB07，3pB08，3pB09 



氏名

岡本剛

岡本尚

岡本富美

岡山繁樹

小方久美子

小川京子

小川健一

小JII晃男
小川紀之

小川幹弘

小川健一郎

沖原清司

荻原恵美子

奥達雄

奥村剛一

小河亜紀子

長松哲斉

小津真一郎

小島邦彦

小関良宏

小田和司

小田茂

小田雅行

落合英夫

小野高明

小野英俊

小野田哲夫

小幡茂裕

小尾一郎

小保方潤一

小俣達男

尾見知子

小山時隆

恩田祥子

か
貝原純子

加川貴俊

柿本辰男

賀来章輔

賀来華江

所属

近畿大・農・食栄

横浜市大・文理・生物

甲南大・理・生物

九州大・教養・生物

東レリサーチセンター

日本女大・理・物質生物

京都大・理・植物

理研・太陽光科学，現:名古屋大・生物応答センター

京都大・農・農生

横浜市大・文理・生物

茨城大・農

農水省・生物研

日本女大・理

九州大・農・林

京都府大・農・生化

福岡女大・生物

東京医大・微生物

京都大・人間環境

東北大・農・農化

東京大・教養・生物

横浜市大・木原生研

PL学園女子短大付属植物研

農水省・野菜茶試

島根大・農・応生

理研・太陽光科学

福山大・工

島根大・理・生物

キシダ化学・研究開発グループ

京都大・農・農化

北海道大・地球環境・生態遺伝

名古屋大・農・応生

日本女大・理

基生研・遺伝子第1

神戸大・理

京都生物研

東京都立大・理・生物

大阪大・理・生物

農水省・生物研

206 

講演番号

2aB03 

2aF06，3aBll，3aB12 

laG02 

lpH03，3aAOl 

2aHI0 

laAOl 

2aD02， 2pA08 

2aBll，2pA06 

3aG08 

2aF06 

laF04 

lpG03， lpG04 

2aF07 

lpF05，2aH09 

S1aC5 

2aH08 

lpE06，2aI02 

lpHOl，2aH13 

2pB05 

3pC07 

2aG07 

3pC08 

3pF03 

2aA02 

2aHOl，2aH02，2aH12 

lpA15 

2aG03 

1必101

lpG07 

3aH04，3必I05，3aH06

l1泊01，2aD09， 3pH03 

2aF07 

SlpCl 

lpA04 

laGOl 

lpA06 

3aE04， 3aI04 

lpDlO 

laF07 



氏名

角谷佐紀

角谷忠昭

角野富三郎

掛川弘一

葛西身延

笠毛邦弘

風間晴子

菓子野康浩

加嶋睦之

梶原忠彦

梶原寛之

枠山博之

片岡博尚

片桐健

片山光徳

且原真木

勝見允行

桂真昭

加藤彰

加藤朗

加藤都之進

加藤潔

加藤栄

加藤真司

加藤次郎

加藤忠司

加藤秀明

門田明雄

金井正三

金井龍二

金津健二

金谷潔

金山喜則

金勝一樹

金子誠二

金子貴一

金松澄雄

蕪城博

鎌田尭

鎌田博

鎌田芳明

蒲地一成

所属

大阪大・理・生物

京都大・農・農化

MandS総chnosystem

農水省・森林総研

弘前大・理・生物

農水省・食総研

国際基督教大

姫路工大・理・生命科

関西学院大・理

山口大・農・応生化

京都大・食研

岡山大・理・生物

東北大・遺生研

理研・植物分子

東京大・教養・生物

農水省・蚕糸見虫研

国際基督教大・生物

京都大・理・分子植物

名古屋大・生物応答センター

基生研・細胞生物

宝酒造・バイオ研

名古屋大・情報文化・自然情報

東邦大・理・生物

埼玉大・理・生体制御

岡山理大・理・生化

農水省・東北農試

埼玉大・理・生化

東京都立大・理・生物

東レリサーチセンター

埼玉大・理・生化

東京大・農・農化

東京農工大・一般教育

名古屋大・農・園芸

北里大・教養・遺生化

ジャパンターフグラス

かずさディー・エヌ・エー研究所

南九州大・食品工

富山医薬大・薬

岡山大・理・生物

筑波大・生物

ジョンズホプキンス大

厚生省・予研

207 

講演番号

laH09 

lpG07 

3pA03 

3aB06 

2pB04 

lpFOl，lpF02，lpF03，3pG05，S3aC5 

laE03 

laH02， 2pH08 

3aAll 

3aG02 

2aAll 

2pH06 

lpA13 

laD仰，2pGOl

2aG05 

3aFOl 

laE05 

laI04 

2pA04 

3pD08 

3pB08， 3pB09 

2aF05 

lpB14， 2aH03， 2aH04，2aHI0 

lpA10 

laG04， 3pI02， 3pI03 

lpFOl 

laB10 

laE02 

2aHlO 

2aB07 

lpD08， lpD09 

3aEI0 

laBll，3pG03 

2pG02 

2aB05， 3aD08 

3pH02 

2aD02 

2aG04 

laE06 

2pG03，3記08，3aEω
laF07 

laA06 



氏名

蒲池浩之

神阪盛一郎

上舞哲也

上村保麿

神谷明男

神谷勇治

亀井正一郎

亀田卓二

亀谷七七子

賀屋秀隆

萱野暁明

川上一茂

川上茂樹

川上直人

川口健太郎

川口正代司

川崎信二

河津維

河津哲

河野重行

川原良一

川辺晶子

河部逼

川向誠

河村幸男

川本邦男

川本伸一

河盛阿佐子

神取秀樹

き
喜久田嘉郎

菊池彰

菊地裕之

菊池洋

菊山宗弘

菊山宗弘

木下剛

岸本直己

北川蜂丈

所属

九州大・農・林

大阪市大・理・生物

鹿児島大・教養

東邦大・理・生物

帝京大・薬・化

理研・フロンティア

大阪大・理・生物

岡山理大・理・生化

岩手生物工学研究センター

島根大・理・生物

農水省・生物研

北里大・衛生・遺生化

広島大・理・遺伝子科

横浜市大・木原生研

農水省・北海道農試

東京大・教養・基礎科

農水省・生物研

東京大・理

新王子製紙・林木育種研

東京大・理・広域理学

東北大・理・生物

名古屋大・理・生物

農水省・蚕糸昆虫研

島根大・農・応生

大阪市大・理・生物

京都大・食研

北海道大

関西学院大・理

分子研

北海道大・農・植物

筑波大・生物

名古屋大・農・応生

三菱化成・生命研

農水省・生物研

放送大・生物

鹿児島大・教養

農水省・生物研・分子育種

筑波大・生物

208 

講演番号

2aHω 
2pF03，3aBOl，3aB02，3aB03，3pB06 

3pB09 

lpB14 

lpA08 

lpA12，2pF04，3aF10，3pFOl，3pF02 

laH09 

3pI02 

2aF12 

2aG03 

3pD05 

2pG02 

2戸02，2pC03

lpF09，2aFOl 

laB03 

3aF12 

laB06， laF05 

lpE08，lpE12 

2戸04

lpE07， lpE08， lpE12， lpE13， lpE14， 

lpI05 

lpI02 

laDOl 

3aFOl 

2aA02 

3aB03 

lpHl1，lpH12 

2戸刃5

1 pH13， 2aH05 

laH08， laHlO 

2aF但，3pF04

3aBI0 

3pH03 

2戸06

laF06 

lpGl1，2aGOl 

3pB仰

2aA09 

3aF13 



氏名

北島サキト

木谷重和

北村晃司

北脇靖子

木立真敏

木下浩司

木下俊則

木原淳一

木場章範

金成俊

木村貴志

萎月順

清沢桂太郎

清末知宏

清田誠一郎

く
九鬼導隆

草野友延

草野元

楠正美

久住高章

楠元範明

朽津和幸

工藤俊之

工藤まり子

久保明弘

久保浩義

久保稔

久保田守

熊谷忠

熊谷史

熊崎茂一

倉屋芳樹

栗本宜孝

黒岩常祥

黒岩晴子

黒田華織

黒田洋詩

黒田浩文

所属

京都大・農・農化

トヨタ自動車・研究部バイオ・ラボ

京都大・人間環境

静岡大・理・化

東京理科大・理工・応生

北海道大・農・植物

九州大・理・生物

東北大・遺生研

岡山大・農

基生研・細胞生物

農水省・九州農試

関西学院大・理

大阪大・基礎工・生物工

理研・植物分子

農水省・生物研

神戸高専・応化

秋田農短大・生工研

広島大・理・生物

明治大・理工

サントリー基礎研

早稲田大・教育・生物

農水省・生物研

東邦大・理・生物

秋田農短大・生工研

国立環境研・生物

信州大・理・生物

大阪大・理・生物

基生研

東北大・遺生研

東京大・理

分子研

東京工大・生命理工

コペルコ科研

東京大大学院・理・植物

共立女子短大・生物

広島大・総科・自然環境

岡山大・自然科

東京工大・生命理工

209 

講演番号

2pDOl 

lpD13 

2aH13 

3pH05 

3戸02

2aFω 
lpF06 

lpA09 

laFω 
lpBll 

lpI04 

3aAlO， 3aAll 

lpG08 

laD09，2pD03 

lpG03，lpG04，3aGI2 

3aAI0 

3aDOl 

3pA07 

2aH02 

lpIl4 

3aA02 

laF06，laF07，2aG08，2pE08 

lpB14 

2ポ312

2aD01 

2pE02 

3aE04 

lpA07 

lpA09 

lpE03 

laH08 

3aA03 

3aA12 

lpE04， lpE07， lpE08， lpEll， lpEl2， 

lpE13， lpEl4， lpI05 

lpE似， lpE07， lpE12 

3aB08 

2pH06 

lpB05 



氏名

黒崎文也

桑原朋彦

け
下司直美

...， 
ιー
小池説夫

小池裕幸

小池倫也

小岩尚志

小岩井晃

幸田泰則

河内直美

河内宏

上妻道成

河野泰久

甲村浩之

郡佐世子

古賀仁一郎

古金谷敏之

小塩海平

小柴共一

小島道子

小杉俊一

小瀬村誠治

古園さおり

児玉浩明

小寺義男

小西茂毅

小西智一

小林香子

小林正樹

小林正智

小林優

小林善親

小松節子

駒嶺穆

米国好文

小山泰

所属

富山医薬大・薬

筑波大・生物

名古屋大・農・生化学制御

農水省・生物研

姫路工大・理・生命科

北海道大・低温研

京都大・農・農化

日本たばこ・生命研

北海道大・農・植物

関西学院大・理

農水省・生物研

日立・計測器

島根大・医・細菌

広島農試

お茶の水女大・理・生物

茨城大・農

京都大・理・植物

東京農大・農

東京都立大・理・生物

神戸大-農・植物栄養

農水省・生物研

慶応大・理工・化

大阪大・工・応用生物工

九州大・理・生物

関西学院大・理

静岡大・農

京都大・農

名古屋大・農・応生

名古屋大・農・応生

理研

京都大・農・農化

九州大・農・林

農水省・生物研

日本女大・理

東京大・遺伝子

関西学院大・理

210 

講 演番号

2aG04 

lpH07， lpH08， lpH09 

laD02， laD03 

laD05， laD06 

laH02， 2pH08 

3aD03 

2pDOl 

2aI02 

2aF02，3pF04 

3aAI0 

laF03，3aIOl 

lpA05 

2aD08 

laG03 

laF08 

laF04 

lpIOl 

3aGOl 

2aD06， 3aF1O 

2aDll 

laIOl 

3pF08 

3pI05 

lpF07，lpF08，lpF09 

2aH05 

lpD06 

3pG02 

lpIω 

lpGOl 

lpA12 

laD07 

lpB12， lpB13 

2aG08 

laAOl， lpI02， 3pDOl 

laG09， laG 10 

3aAI0， 3aAll， 3aA12， 3pAOl， 3pA02， 

3pA03， 3pA04 



氏名

近藤孝男

近藤矩朗

近藤真紀

近藤由希子

高暢孝

五島直樹

後藤伸治

後藤康成

さ
西保由見子

斎藤彰

斉藤和実

斉藤孝之

斉藤武

斎藤臣雄

斉藤美佳子

佐伯和彦

早乙女真紀

酒井敦

酒井慎吾

酒井達也

酒井富久美

榊剛

榊原均

榊原祥清

坂口圭美

坂田朋子

坂田洋一

坂野勝啓

坂本敦

坂本敏夫

坂本光

先浜直子

作田正明

桜井成

桜井直樹

桜井英博

佐々木和生

佐々木幸子

所属

基生研

国立環境研

基生研・細胞生物

北海道大・地球環境・生態遺伝

九州大・農・林

京都薬大・生命研

宮城教育大・生物

筑波大・生物

甲南大・理・生物

農水省・九州農試・作物開発

京都大・ R1センター

埼玉大・理・生体制御

島根大・農・応生

Frontier Research Program， RlKEN 

東京農工大・工・応生

大阪大・理・生物

日本女大・理

東京大大学院・理・植物

筑波大・生物

東京大大学院・理

京都大・木質研

北海道東海大・工・生物工

名古屋大・農・応生

農水省・食総研

東京大・農・農化

神戸大・農・植物栄養

北海道大・農・応生

農水省・生物研

京都府大・農・生化

総合大学院大

北里大・薬

神戸大・理・生物

お茶の水女大・理・生物

理研・植物生活環制御

広島大・総科

早稲田大・教育・生物

筑波大・生物

京都大・農・食品工

211 

講演番号

3pE03， 3pE04 

laE04， lpH07 

2pE02 

3aH04，3aH05，3aH06 

lpF05 

2pC刃2

3記01

laBOl 

lpB03 

2aA09 

laFlO 

3aD02 

2aA02 

3p同1

lpG13 

laAlO，3aG13 

2aF07，2aF08 

lpE13， lpE14 

3aF13 

2pI03 

3pB01，3pB02，3pB05 

2aI02 

lpI09， lpII0， lpIll 

lpF02 

lpD07 

laA05 

2pI06 

laD04， lpG03， lpG04， 2pE08， 3aG12 

S1aC5 

lpFll 

2aG02 

laHOl 

laF08， 3aG06 

laG07， lpA12 

3aB07，3aB08，3aFll，3pB03 

lpG05， lpG06， 2aDlO， 3aA02 

3aE08 

3pG01， 3pG02， S3aC2 



氏名

笹田直樹

雀部博之

佐島徳武

定金豊

佐藤一志

佐藤和彦

佐藤公行

佐藤久美

佐藤圭祐

佐藤茂

佐藤忍

佐藤隆英

佐藤敏生

佐藤直樹

佐藤光

佐藤文彦

佐藤征弥

佐藤守

佐藤康

佐藤康之

佐藤豊

佐藤了

佐藤良平

真田幸香

佐野智

佐野浩

鮫島宗明

津木弘道

津崎達也

沢田信一

山藤誠司

一一一
隆

祐

ノ

名

井

l
L
椎

塩

塩沢秀幸

塩家仙子

重岡成

重森康司

所属 講演番号

岡山大・資生研

理研

関西学院大・理

岡山大・理・生物

東北大・遺生研

姫路工大・理・生命科

岡山大・理・生物，基生研

lpD03 

laHlO 

3pAOl 

3pEOl 

2pB05 

laH02， 2pH08 

2pH02， 2pH03， 2pH04， 2pH05. 

2pH06， 3pH05 

lpE05 

3aE04 

3aF05 

laBOl，3aB10，S2aC3 

3aF03 

2aD03， 2aE06， 3pA07， 3pA08， 3pHOl 

東北大・理・生物

大阪大・理・生物

東北大・農・生物生産

筑波大・生物

千葉大・園芸

広島大・理・生物

東京学芸大・物質生命

九州大・農

京都大・農・農化

農水省・生物研，新技術事業団

農水省・蚕糸昆虫研

東北大・理・生物

早稲田大・教育・生物

名古屋大・農・生化

日本チパガイギー・国際科研

大阪府大・農・農化

金沢大・理・生物

京都大・食研

秋田農短大・生工研

農水省・生物研

名古屋大・農・応生

広島大・理・遺伝子科

弘前大・理・生物

宮城教育大・生物

2aE05 

laA07 

2aE07，2pDOl 

laF05 

3aFOl 

laB07 

lpG06 

2pEOl 

2al08 

2aB02 

laD08 

3aG 10， 3aG 11 

2aG12， 2al05， 2pG04 

2aB05，3aH07 

lpGOl 

lpD14， lpD15 

2pB04 

3aEOl 

京都大・人間環境

東京工大・生命理工

3aHOl 

lpB04， lpB05， lpF12， lpF13， 3aA03， 

3pA06 

3pI06 

3pF08 

2aB03 

lpBOl 

東京大・農・農化

筑波大・パイシス

近畿大・農・食栄

岡山大・理・生物
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氏名

七傑千津子

篠崎一雄

篠崎和子

篠崎真輝

篠原健司

柴博史

柴岡弘郎

柴田和恵

柴田幸子

柴田大輔

柴田均

柴田勝

柴田優

渋谷直人

島崎研一郎

島田希代

島田敬子

嶋田敬三

島田裕士

島津一樹

志水佐江

清水克哉

清水碩

清水紀男

志村令郎

下河原浩介

下嶋美恵

下西康嗣

下村講一郎

下村正二

首藤紘一

庄司雄一

庄野邦彦

白石達哉

白石友紀

白石斉聖

白岩善博

白野由美子

白浜佳苗

沈建仁

所属

神戸大・理・生物

理研・植物分子

理研・植物分子，農水省・国際農研

京都大・農・応植

農水省・森林総研

東京大・農・農化

大阪大・理・生物

神戸大・理・生物

北里大・薬

三井植物バイオ研

島根大・農・応生

新王子製紙・林木育種研

富山大・理・生物

農水省・北海道農試

九州大・教養・生物

放送大・生物

東京大・遺伝子

東京都立大・理・生物

東京工大・生命理工

甲南大・理・生物

名古屋大・農・分化遺伝

広島大・理・遺伝子科

お茶の水女大・理・生物

東京農工大・工・応生

京都大・理・生物物理

帝京大・医・化

東京工大・生命理工

大阪大・蛋白研

国立衛試・筑波

農水省・生物研

東京大・薬

東北電力・応技研

東京大・教養・基礎科

東京農工大・工・応生

岡山大・農

ミシガン工科大・生物

新潟大・理・生物

三井植物バイオ研

東京大・教養・生物

理研・太陽光科学
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講演番号

lpA04 

laD09， 2aA01， 2aI06， 2aI07， 2pD03， 

21メ301，2pG03， S lpC4 

laD09， 2aI06， 2aI07， 2pD03， 2pG01， 

2pG03 

laG05， laG06 

lpI06 

3pI06 

laE07，laE08，laEI0，3aE04，3aI04 

3pF07 

2aG02 

3aG03， S2aC5 

2aD08，3戸05，3pC09

2戸似

2pB06 

laB03， laF06， laF07，2aG08，S2aC4 

lpF05， lpF06 

lpGll，2aGOl 

laG09 

3aA05，3aA06，3aA08，3aAω 
3aA03， 3pA06 

2aB09 

laI07 

2pC02，2pC03 

laF08，3aG06 

2aEOl 

laI04， SlpCl 

11メ302，2aB04

lpFl2， lpF13 

2pA03 

3aE08 

S3aC4 

3aFIω 
3pDOl 

3pI05，3aF12 

2aE02 

laFlω 
laAOl 

2aB08 

3aG03 

2pE08 

laH07 



氏名

新勝光

進士秀明

新名惇彦

新免輝男

新家勝

差昌烹

城市篤

神幸男

す
須天由貴子

末次由実

菅井道三

菅沼教生

菅原和幸

菅原康剛

杉浦昌弘

杉田大悟

杉田千恵子

杉田護

杉野守

杉村康知

杉本慶子

杉本敏男

椙谷康一

杉山達夫

杉山宗隆

菅洋

鈴鹿巌

鈴木昭憲

鈴木石根

鈴木英治

鈴木馨

鈴木邦律

鈴木健策

鈴木恒平

鈴木さくら

鈴木晋一郎

鈴木健史

鈴木菜穂

所属

神戸大・理・生物

工技院・生命研

大阪大・工・応生

姫路工大・理・生命科

九州大・農・林

国立環境研

早稲田大・教育・生物

広島大・理・遺伝子科

京都大・農

大阪大・理・生物

富山大・理・生物

愛知教育大・生命科

秋田農短大

埼玉大・理・生体制御

名古屋大・遺伝子

名古屋大・理・化

名古屋大・遺伝子

名古屋大・遺伝子

近畿大・農・植生

東邦大・理・生物

大阪大・教養

神戸大・農・植物栄養

埼玉大・理・生化

名古屋大・農・応生

東北大・理・生物

東北大・遣生研

農水省・生物研

東京大・農・農化

名古屋大・農・応生

茨城大・理・生物

工技院・生命研

東京大大学院・理・植物

農水省・東北農試・生理生態

筑波大・生物

岡山大・理・生物

大阪大・教養

東京大大学院・理・植物

お茶の水大・理・生物
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講演番号

laHOl 

2aG仰
3al03， 3pI05， 3al02 

lpGll 

lpB12， lpB13 

laE04 

lpG06 

lpD12， lpD15 

3pGOl 

3aG13 

lpA07 

laF03 

3aDOl 

lpAlO，3aD02 

laI08， laI09， lallO， 2aE09， 2aElO， 

3aF09， 3aH02， 3aH03， 3pH02， 3pH05 

2aE03 

3pH02 

lal09， lallO， 3pH02 

laG02 

laH03 

laE03 

2aDll， laA05 

2pD04 

lpI09， lpI10， lpI11， 2aD09， 3pH03 

laB07，3aE02，3pDOl 

2aFlO 

lalOl 

3pI06 

lpGOl， lpI11， 2aD09， 3pH03 

2pBOl 

2aG09 

lpE04 

2aB06 

lpH08，lpHω 

3pEOl 

3pA05 

lpE13， lpEl4 

3aG06 



氏名

鈴木信弘

鈴木英明

鈴木秀穂

鈴木美夏

鈴木理恵

鈴村麻理子

寿永七月男

角一彦

鷲見芳輝

せ
清野諮

瀬尾茂美

関真紀子

関根政実

関野景介

関本弘之

関谷次郎

瀬下智子

そ
惣田呈夫

曽根裕

園池公毅

其木茂則

園田哲也

園部誠司

た
平知明

高市真一

高尾敏文

高木慎吾

高木尚

高木規子

高木正道

高桑進

高城陽子

高野篤生

所属

秋田農短大

理研・植物生活環制御

神奈川大・理・応生

日本女大

国際基督教大

日本女大・家政

北海道大

京都府大・農・生化

東京工大・生命理工

農水省・農環研

筑波大・応生

国際基督教大・生物

大阪大・工

新潟大・理・生物

筑波大・生物

京都大・農・農化

杏林大大学院・保健

神奈川県環境科学センター

筑波大・生物

東京大・理・植物

麻布大・環境保健

新王子製紙・林木育種研

大阪大・理・生物

大阪府大・農・国農

日本医大・生物

大阪大・蛋白研

大阪大・教養・生物

東北大・理・生物

名古屋大・農・生化学制御

東京大・農

京都女大・家政

日本女大

富山大・理・生物
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講演番号

3aDOl 

laG07 

2al12 

2pF02 

laE03 

lpF02 

2pC05 

SlaC5 

2aAOl 

SlaC2 

2pG04 

laE05 

3aIOl， 3aI02， 3aI03， 3pI05 

2aB08 

3p同5，3pF06

laB05， laD07 

laG09 

lpD06 

3pF05 

lpH05， lpH06 

2pC06 

2戸04

laE07， laE08， laI珂9

2pI08 

3aA05，3aA08 

2pA03 

lpA05， lpG09 

laB07 

2al10，2pEOl 

2pD02 

3pA05 

2pF02 

lpH10 



氏名

高野博嘉

高野守

高橋一恵

高橋淳

高橋啓史郎

高橋浩一郎

高橋宏二

高橋咲子

高橋肇

高橋哲郎

高橋久光

高橋秀幸

高橋正昭

高橋真人

高橋康弘

高橋裕一郎

高橋陽介

高橋良二

高畑康浩

高浜有明夫

高部圭司

高倍鉄子

高倍昭洋

高官建一郎

高村勉

滝尾進

瀧本敦

田口富美子

武輝美

武市哲郎

竹内敦子

竹内賢

竹内麻里子

竹内裕一

武内由佳

武居都

武田幸作

竹田恵美

武田真

竹田淳子

竹田匠

所属

東京大・理・植物

東北大・遺生研

京都府大・農

北海道大・農・植物

東京大・農・農化

大阪大・工・応生

東京大大学院・理，名古屋大大学院・農

東京理科大・基礎工・生物工

北海道大・農・植物

北陸先端科学技術大学院大

東京農大・農

東北大・遺生研

甲南大・理・生物

東北大・理・生物

大阪大・理・生物

岡山大・自然科，岡山大・理・生物

東京大・理

農水省・北海道農試

農水省・九州農試

九州歯大

京都大・農・林産工

名古屋大・分子応答センター

名城大・理工・化

東京工大・生命理工

立教大・理・化

広島大・理・生物

京都生物研

岡山大・理・生物

日本女大・理

農水省・生物研

農水省・野菜茶試

立教大・理・化

筑波大・生物

北海道東海大・工・生物工

基生研・細胞機構

大阪大・理・生物

東京学芸大・生物

大阪女大・基礎理

名古屋大・農・生化

京都大・農・農化

京都大・木質研
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講演番号

lpI05 

2aF1O 

2aE12 

3pF04 

2aI03，2aI04 

3aI03 

2aGlO 
2aA06 

2aF02 

lpA07 

3aGOl 

2aFlO 

lpB03，2aB09 

2pIOl 

3pH04 

2pH02 

lpE03，2aEOl，2pI02，2pI03，2pI04 

3aI苅9

laA07 

laB08 

lpB04 

lpDOl， lpD02，2pA04 

1 pD02， 2pAO 1， 2pA02， 2p~似

lpB04， lpB05， lpF12， lpF13， 3aA03， 

3pA06 

lpG14 

2aD03，2aE06 

laGOl 

2pH04 

2aF07，3aB05 

laB06 

3aIll 

lpG14 

lpH07 

SlaC4 

2pEOl，2pE03，3pD08 

lpE02 

3pC06 

lpB08 

3aI09 

3pC07 

3pB05 



氏名

武田徹

武田裕一

竹能清俊

竹葉剛

田坂昌生

田崎清

田沢仁

多田幸代

多田孝清

多田幹郎

立石亮

舘野栄司

田中歩

田中一朗

田中修

田中克幸

田中浄

田中園介

田中敬一

回中俊憲

田中直樹

田中正美

田中芳実

田中喜之

田中良征

田中亮一

回部茂

田辺稔明

種山正登志

田淵彰

田部井豊

玉井直人

玉置雅紀

田村典明

樽井裕

タン・センキー

男充

ち
拘

張嚢潔

所属 講演番号

近畿大・農・食栄

慶応大・理工

東北大・農・園芸

京都府大・生活科学・応生

京都大・理・植物

農水省・森林総研

福井工大・応用理化

日本チパガイギー・国際科研

京都大

岡山大・農・細胞

名古屋大・農・園芸

茨城大・農

京都大・理・植物

横浜市大・文理・生物

甲南大・理・生物

広島大・理・生物

国立環境研・生物

京都府大・農・農化

農水省・果樹試

広島大・理・遺伝子科

埼玉大・理・生化

熊本農研センター

名古屋大・農・生化

農水省・生物研

東京理科大・理工・応生

京都大・理・植物

岡山大・理・生物

日本製紙

東京都立大・理・生物

大阪市大・理・生物

農水省・生物研

金沢大・理・生物

愛知教育大・生命科

福岡女大・生物

大阪市大・理・植物園

筑波大・生物

2aB03 

3pG05 

laG06 

3aF06， 3aF07 

lpIOl，2aI>07，2pF07，2pF08 

2aA04 

2aGOl 

2戸07，2pC08

2aD04 

3pC03， 3pC04 

laBll 

laF04 

lpB06，lpB07，2aEl1 

3pD07 

laG02 

2aD03 

2aD01 

2aAI0，2aAll，2aE12，SlaC5 

2aG06 

lpD14， 2pC02， 2pC03 

2pD05 

lpI04 

3aII0 

laD05， laD06 

lpAOl 

2aA08 

laE06 

lpD12 

laA03 

3pB06 

3pD05 

laD08 

laF03 

lpH03， 2aH08， 2aH09 

3pG04 

3記ω

東京大・農・農化 lpD07， lpD08， 1 pD09 ， lpI12， lpI13， 

2aI03， 2aI04， 3aG05， 3pD06 

lpD04 岡山大・資生研
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氏名

つ
曹腕紅

塚谷裕一

柘植知彦

辻公博

辻英夫

辻真理子

辻野義雄

筒井泉雄

堤伸浩

績 j頃子

績伯彦

角山雄一

査井基夫

円谷陽一

津山孝人

津留英治

鶴崎健一

鶴見誠二

て
手塚修文

寺島一郎

寺田智子

寺本陽彦

輝吉栄治

出路篤

出村拓

と
東近由紀子

遠山知子

得字圭彦

徳富光恵

戸塚良宣

戸津高明

富岡厚

富田英津子

所属

京都大・食研

東京大・分生研

東京大・分生研

東京都立大・理・生物

京都大・理・植物

新王子製紙・林木育種研

神戸大・自然科

生理研・生体膜

東京大・農

椙山女学園大・生活科学

愛知学院大

京都大・人間環境

福山大・工・生物工

埼玉大・理・生化

九州大・農・林

山口大・農・応生化

広島大・総科・自然環境

神戸大・自然科

名古屋大・情報文化・自然情報

東京大・理・植物

三重大・遺伝子

京都大・理・植物

関西学院大・理

名古屋大・農

東北大・理・生物

東京学芸大・生物

京都大・理・植物

帯広畜大・生資化

農水省・生物研

PL学園女子短大付属植物研

弘前大・理・生物

早稲田大・教育・生物

鹿児島大・教養
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講演番号

3aGI0 

3aE03 

3aE03 

3aA08 

laA04， lpB06， lpB07， 2aA08， 2aD06， 

2aD07，2aE11，3aF06，3aF07，3aH05 

2戸刃4

3pF07 

lpG12 

2aA12 

3pH05 

2aE09，2aEI0 

3aHOl 

2pCOl 

laB09，laBlO 

lpB12， lpB13 

3aG02 

3aFl1 

3pF07 

3pCOl 

lpH05， lpH06，2pB07 

SlpC5 

3aF06，3aF07 

3aAl1 

lpI11 

2pIOl，3pI>03，3pIX)4 

3pC06 

3aF06， 3aF07 

3aE07 

2pH07 

3pC08 

2pB04 

3aA02 

3pB07， 3pB08 



氏名

富田香織

靭達也

豊島喜則

豊田和弘

鳥居啓子

鳥山欽也

土肥敬悟

土井道生

道家健二郎

土山直美

な
内藤哲

直井由紀

中井正人

中氏恵美

中川強

中川直樹

中川仁

中川弘毅

中川博之

中津美紀

中島けい子

中島秀明

中嶋信美

中嶋祐二

中島芳浩

中国幹生

中西啓仁

中野明正

中野淳子

中野雄司

中林一彦

中平洋一

中平洋一

仲村亮正

中村郁郎

中村研三

中村進一

中村信吾

所属

昭和薬大

基生研

京都大・人間環境

岡山大・農

東京大・遺伝子

東京大・農・農化

新王子製紙・林木育種研

九州大・教養・生物

北里大・教養・生物

京都大・食研

北海道大・農・応生

早稲田大・教育・生物

名古屋大・理・化

京都府大・農

島根大・遺伝子

広島大・総科・自然環境

三重大・遺伝子

千葉大・園芸・農化

関西学院大・理

横浜市大・文理・生物

椙山女学園大・生活科学

岡山大・理・生物

国立環境研

三菱重工・基盤研

埼玉大大学院・理工

東京大・農

東京大・農・農化

京都大・農・農化

名古屋女大・家政

京都大・農・農化

東京大・農・農化

東北大・理・生物

京都大・人間環境

東京大・生産研

岩手生物工学研究センター

名古屋大・農

東京大・農・農化

京都大・木研
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講演番号

2pF02 

2pH03 

2aH13， 2pHOl， 3aHOl 

laF09 

laGlO 

3pI06 

2が刃4
3aAOl 

2pG02 

2aA1O' 2aAll 

lp113，2がつ05，2pI06， 3aF02 

lpG05 

2aE03 

2aE12 

2aA02 

3pB03 

SlpC5 

laAOl，3aF03 

3pA04 

lpA03 

3pH05 

3pEOl 

laE04，lpH07 

lpB09 

2aH12 

2aA12 

lpD07 

laD07 

3aG04 

2aE07 

3pD06 

2pIOl 

3aHOl 

lpH02 

2aF12 

2aA03， 2pEOl， 3aI06， 3aI07， 3aI08， 

3aI09， 3aIlO， 3pIOl 

3aG05 

3pBOl，3pB02 



氏 名

中村卓造

中村貞二

中村輝子

中村敏英

中村真樹

中部真之

中村道美

中村保典

中村義男

中村良子

仲本準

中屋敷徹

中山卓哉

中山真義

中山善雄

永井俊幸

永井玲子

永島賢治

永田俊文

長田敏行

永田典子

永田龍二

長友武彦

永野幸生

南原英司

南森隆司

に
仁木智哉

西荒介

西井晶子

西津条一

酉津直子

西島隆明

西谷和彦

西国生郎

西尾暁隆

西村いくこ

西村繁夫

西村英世

西村幹夫

所属

昭和薬大

東北大・農・作物

日本女大・理

名古屋大・分子応答センター

東邦大・理・生物

北海道大・地球環境・生態遺伝

秋田農短大・生工研

農水省・生物研

北海道大・理・液体化

筑波大・生物

埼玉大・理・生化

京都大・理・生物物理

京都大・理・植物

帝京大・理工

近畿大・農・植生

名古屋大・遺伝子

大阪大・教養・生物

東京都立大・理・生物

農水省・九州農試

東京大・理

東京大・教養・基礎科

東京大・薬

筑波大・生物

京都大・農・食品工

名古屋大・農・生化学制御

神戸大・農・生物機能

農水省・生物研

富山医薬大・薬

大阪女大・基礎理

関西学院大・理・化

東京大・農

農水省・野菜茶試

鹿児島大・教養

基生研

姫路工大・理・生命科

基生研・細胞生物

農水省・生物研

岡山理大・理・生化

基生研・細胞機構
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講演番号

2pF02 

3aG07 

2aF07，2aF08，2p同2，3aB05

lpDOl 

laH03 

3副似，3副 06

2al05 

laA07，laA08 

3aD07 

laA09 

laH05， 1副06，2pD04， 2pD05 

2aA08 

la102 

3aFOl 

laG02 

3pH05 

lpG09 

3aA09 

lpI04 

lpE03，勾EOl，2pI02， 2pI03， 2pI04 

3pI05 

3aF08 

2aH07 

lpA02， 3pGOl， S3aC2 

3aF1位

2aDll 

2pG04 

2aG04 

lpB08 

3pAOl，3pA02 

laB04， lpD07， lpD08， lpD09 

3aB06 

3pB07，3pB08，3pB09，S2aC2 

lpFll 

laH02 

2pEOl，2pE03，2pE05，2pE06 

3pD05 

laG04 

2pEOl，2pE02，2pE03，2pE04， 2pE05， 

2pE06， 3pD08 



氏名

西村光雄

西山佳孝

ね
根本泰行

の
野内勇

野口勝三

野口貴

野口巧

野坂修一

野尻隆裕

野末一成

野末雅之

野田彰

野田和彦

野田哲治

野並浩

野原哲矢

野見山香

野村美加

は
袴田一彦

橋本研介

橋本徹

橋本博支

橋本祐一

橋本洋一

蓮沼仰嗣

長谷柴二

長谷俊治

長谷川宏治

長谷川裕康

馳津盛一郎

畑信吾

所属

九州大・理・生物

基生研

東京農工大・工・応生

農水省・農環研

基生研，綜合研究大学院大・生命科

東京農試

理研・太陽光科学

滋賀医大・麻酔

筑波大・生物

東京都立大・理・生物

信州大・理・生物

気象庁・気象研

横浜市大・木原生研

島根大・農・応生

愛媛大・農

名古屋大・理・化

福岡女大・生物

名古屋大・分子応答センター

京都大・農

福山大・工

神戸女大・家政

北海道大・理・植物

東京大・分生研

埼玉大・理・生化

横浜市大・木原生研

帝京大・医・化

大阪大・蛋白研

筑波大・応生

東京理科大・理工・応生

東京大・理

姫路工大・理
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講 演番号

lpF06， lpF07， lpF08， lpFIω 

2aH06 

lp(}13，2aE01，2aE02 

S1aC3 

lpFlO 

3aElO 

2aHOl，2aH02 

lp(} 12 

laB01，3pF06 

2aF04 

2pE02 

SlaCl 

2aFOl 

3pC09 

lpDll 

2aE03 

勾H08

lpD02 

3p(}OI 

lpA15 

lpA04 

勾F03

3aF08 

laB09， laBI0 

2aG07， S3aCl 

lpE06 

lpB02， lpI14， 2aE04， 2pA03， 3aG02， 

3pH04 

3pF08 

lpAll 

lpE03 

3aIOl 



氏名

畑中顕和

波多野昌二

波多野美香

秦恵

}¥田 j羊

服部都子

服部束穂

初山慶道

花田智

花野滋

土生芳樹

漬砂聡

潰田玲

潰田達朗

浜田徹

早川俊彦

林隆久

林秀則

林浩昭

林誠

林田信明

早津雅仁

原英之

原正之

原口博行

原沢泉

原田明子

原田宏

原田義則

半田宏

馬場啓一

坂野弘美

ひ
東正一

東四郎

樋口恭子

肥後健一

肥後ひろみ

久冨泰資

久富恵世

所属

山口大・農・応生化

九州大・農・食化工

日本チパガイギー・国際科研

神戸大・理・生物

東京理科大・理工・応生

名古屋大・農・園芸

三重大・遺伝子

北海道大

東京都立大・理・生物

名古屋大・遺伝子

北海道大・農・応生

三重大・遺伝子

静岡大・理・化

九州大・理・生物

横浜市大・木原生研

東北大・農・細胞生化学

京都大・木質研

基生研

東京大・農・農化

基生研・細胞生物

理研・植物分子生物

農水省・野菜茶試

関西学院大・理

工技院・生命研

福山大・工

帝京大・理工

大阪大・教養・生物

筑波大・生物

日立・基礎研

東京工大・生命理工

京都大・木研

名古屋大・理・生物

基生研

鹿児島大・理・生物

東京大・農・農化

農水省・生物研・分子育種

農水省・生物研・分子育種

福山大・工・生物工

東京理科大・基礎工
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講演番号

3aG02 

3aDlO 

2区別

3pC03，3pC04 

3が刃2

3pCOl 

2aI09， SlpC5 

2p(刃5

3aA06 

laI10 

2戸05，2pI06

SlpC5 

3pH05 

lpF07， lpF08 

S3aCl 

3aG07 

3pBOl，3pB02，3pB05 

laD10，2aH06， 2p~ 

3aG05， 3pD06 

2pE02，2pE04，3pD08 

2aAOl，2pGOl，2pG03，SlpC7 

3aIll 

2aH05 

3aA04 

lpA15 

3aFOl 

lpG09 

3aE08，3aE09 

laD09 

2aAOl，3pA06 

3aB05 

2aGll 

lpH04 

laF02 

lpD08， lpD09 

2aA09 

2aA09 

2が刃1

2aA05 



氏名

久松伸

日出閑純

日向康吉

日比野隆

姫野道夫

槍山哲夫

平井篤志

平井(横田)優美

平石明

平出恒男

平岩日子

平津栄次

平田豊

平野久

平野昌彦

平林哲夫

平山修

平山隆志

贋瀬哲也

広瀬哲郎

弘田雅光

蹟橋利哉

ゐ、

深城英弘

深沢利江子

府川幹典

福i事秀哉
福島久代

福田裕穂

福原英之

伏谷翼二

藤正則

藤井和俊

藤伊正

藤井伸治

藤井康代

藤江誠

藤岡昭三

藤津久雄

所属

麻布大・環境保健

東北大・遺生研

東北大・農

名城大・理工・化

大阪府大・農・農化

埼玉大・理・生化

東京大・農・農生

東京大・農・農化

コニシ環境バイオ研

旭光学工業KK
基生研・細胞生物

大阪市大・理・生物

東京農工大・一般教育

農水省・生物研

東レリサーチセンター

園芸生産研

近畿大・農・食栄

理研・植物分子

横浜市大大学院・文理・生物

名古屋大・遺伝子

東京都立大・理・生物

大阪大・蛋白研

京都大・理・植物

東京学芸大・生物

横浜市大・木原生研

京都大・農

北海道大・農・応生

東北大・理・生物

茨城大・農

東北大・薬

埼玉大・理・生化

名古屋大・農・応、生

筑波大・生物

東京大・分生研

京都大・農

東京大・理・植物

理研・植物生活環制御

京都大・理・植物
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講演番号

2が刃6

2pB05 

3pI06 

2pAOl， 2pA02， 2pA04 

2aB02 

laH似， laH06， 2pD04， 2pD05 

2aA12 

lpI12， lpI13 

3aA06， 3aA09 

laH04 

2pE06 

laG08 

3aElO 

laB04， 2aG08 

2aH1O 

3aF03 

2aB03 

2pGOl 

lpA03 

2aE09， 2aElO 

3aA07 

2aE04 

2pF07，2pF08 

3pC06 

2aG07 

2pB03 

2pI06 

laB07， lpE05， lpI02， 2pIOl， 3pD02， 

3pD03， 3pD04 

laF04 

lpD08 

2pD04 

lpI10 

3aBI0，3pF05，3pF06 

3pI04 

laB02 

lpE07 

laG07 

lpIOl，2aD07，2pF07，2pF08 



氏名

藤田耕之輔

藤田直子

藤田祐一

藤田善彦

藤野介延

藤原仲介

藤巻秀

藤原武志

藤原徹

船田良

舟山幸子

降旗敬

古川憲治

古沢厳

古庄敏行

古橋勝久

古谷雅樹

ヘ
平敷りか

別府敏夫

ほ
星田尚司

星野敦

保尊隆事

母坪研巳

保浦徳昇

保谷彰彦

堀輝三

堀江宣行

堀口吾朗

堀口達矢

堀越孝雄

堀畑真希

本多修三

本間知夫

所属

広島大・生物生産

大阪府大・農・国農

大阪大・蛋白研

基生研・細胞生物

北海道大・農・植物

農研センター

東京大・農・農化

大阪大・理・生物

東京大・農・農化

北海道大・農・森林科

東京大・理・植物

早稲田大・教育・生物

コベルコ科研

京都大・農

杏林大大学院・保健

新潟大・理・生物

目立・基礎研

琉球大・理・生物

西東京科学大

京都大・人間環境

東京理科大・基礎工

大阪市大・理・生物

北海道大・低温研

三重大・遺伝子

名古屋大・農・分化遺伝

筑波大・生物

名古屋大・農・応生

九州大・理・生物

東京大・農・農化

広島大・総科・自然環境

岡山大・理・生物

筑波大・生物

東京農工大・工・応生

講演番号

M
W
 
凶うh

M
桝・組

A
『

'

1

4

4

内

E
d
-
-
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H
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m

n

n

 

n

r

r

k

r

t

 

3

1

6

d

 

M

山

札

口

組

刷

刷

ロ
ω
ω
ω
明

白

獅

叩

門

凶

M
w
m
M
M
w
u
m
ω
M
w
m

p
H
凶
凶
岡
正
仰
仏
，
酬
が
，
m・
凶

仏

凶

必

凶

M
・

1

2

1

1

3

1

3

1

1

2

1

1

3

3

1

2

1

 

lpA14 

2aD01 

2pHOl 

2aA07 

2pFOl，3aBOl，3aB02，3aB03，3aB04， 

3pB06 

3aD05 

勾Iω
laI05 

lpA07 

lpGOl，3pH03 

1 pF07， 1 pF09 

勾103

3aB08 

3pH05 

lpH07 

lpG13，2aEOl，2aE02 

224 



氏名

W
A
H
 

由民一

義

紀

り

雄

彦

健

正

美

ゆ

史

周

秀

税

建

国

』

忠

尾

島

田

田

泰

野

井

田

回

司
d

前

前

前

前

前

牧

牧

桝

増

増

増田宏志

増田芳雄

増田亮一

増村健一

増村威宏

町田泰則

松井章房

松井邦夫

松井啓祐

松井健二

松井南

松浦克美

松岡健

松岡英明

松両信

松川治

松島好見

松田英幸

松永茂

松野隆一

松葉恭一

松林徹

松原央

松村智裕

松本哲

松元哲

松本英明

松本英樹

間藤徹

所属 講演番号

東北大・農・農化

名古屋大・農・生化

北海道大・低温研

農水省・生物研

東京都立大・理・生物

京都大・理・植物

東北大・遺生研

広島大・理・生物

日本たばこ・生命研

東京工大・生命理工

2pB05 

3pIOl 

lpE09 

3aIOl 

laA02 

2aE11 

2pB05 

3pA07 

2aI02 

lpB04， lpB05， lpFl2， lpFI3，2aA08， 

3pA06 

3aE05，3aE06，3aE07 

2pF01，3aB04 

laA06 

laH06 

2aE12 

2aGll 

lpI12 

lpDl2，lpDl3 

laEο9 

3aG02 

2pG05， S1pC2 

3aA06，3aA07，3aA08，3aA09 

2pEOl 

帯広畜大・生資化

帝塚山短大・食品

農水省・食総研

埼玉大・理・生化

京都府大・農

名古屋大・理・生物

東京大・農・農化

トヨタ自動車

大阪大・理・生物

山口大・農・応生化

Dept. Biol.， Ya1e Univ. 

東京都立大・理・生物

名古屋大・農・生化

東京農工大・工・応生

農水省・生物研

九州大・農・食化工

大阪府大・農・農化

島根大・農・応生

筑波大・生物

京都大・農・食品工

ジャパンターフグラス

かずさデイー・エヌ・エー研究所

大阪大・理・生物

大阪大・蛋白研

岡山大・理・生物

農水省・野菜茶試

岡山大・資生研

奈良県立医大

京都大・農・農化

lpGI3，2aE01，2aE02 

lpI03， 2aB12， 3aH07， 3aH08， 3aHω 
3aDI0 

2aBI0 

2aA02 

lpA07 

lpA02，3pGOl 

2aB05 

3pH02 

laAl0， laH09， 3aG 13， 3pH04 

2pA03 

2pH05 

3aI11 

lpD03， lpD04， lpD05， lpF04 

3pα)8 

laB05， laD07 
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氏名

真鍋勝司

真鍋麻里

真野昌二

真野純一

み
米華玲

三浦正明

三上亜希

三上覚範

三上浩司

三沢宏之

水江由佳

水津直樹

水谷正治

水野暁子

水野孝一

溝口正

溝口剛

三田悟

三田高志

三井真一

三ツ井敏明

三石安

光永伸一郎

三橋敏

三橋渉

南淳

南昌宏

南川隆雄

南沢究

峰雪芳宣

三野広幸

美濃部情三

三村徹郎

三室守

宮尾安審雄

三宅親弘

三宅博

宮地重遠

宮本健助

所属

横浜市大・文理・生物

東京大・農・農化

名古屋大・農・生化

京都大・食研

京都大・食研

神奈川大・理・応生

大阪大・理・生物

神戸大・理・生物

基生研・発生生物

埼玉大・理・生化

帯広畜大・生資化

筑波大・生物

日本チパガイギー・国際科研

日本福祉大

大阪大・理・生物

関西学院大・理

理研・植物分子

名古屋大・農・生化

静岡県立大・食品栄養

名古屋大・遺伝子

新潟大・農・応生

工技院・生命研

上越教育大・生活健康

海洋バイオテクノロジー研

理研・フロンティア・ホルモン機能

東北大・理・生物

京都大・理・植物

東京都立大・理・生物

茨城大・農

広島大・理・生物

関西学院大・理

農水省・生物研

姫路工大・生命

基生研

農水省・生物研

京都大

名古屋大・農・生物資源

海洋バイオテクノロジー研

大阪府大・総科

226 

講演番号

lpA03 

3pI06 

3aI08，3aI09 

lpHll， lpH12 

2pA07，2pA06 

2aI12 

3pH04 

laHOl 

laI03， laI04 

laB09 

3aE05，3aE06 

2aH07 

2aI08 

2aF05 

lpEOl， lpE02 

3aA12 

laD仰，2aI07，2pGOl， 2凶03

3aI06 

2pF06 

3aFω 
laD02 

3pB05 

3aI12 

2pB02 

2pF04 

3pD02 

2pI05 

laA02，laA03 

laF04 

lpA05 

lpH13 

3pD05， S 1 pC6 

lpG03， lpG04 

laHlO， 3aA07 

3pD05 

2aD04，2aDOS，2pAOS，2pA08，3aG10 

2pB06 

2pB02 

2p同3



氏名

宮本勝

三好泰博

む
向畑恭男

武藤尚志

宗像浩

村上明男

村上邦睦

村上(嘉納)ゆり子

村田隆

村由紀夫

村田博

村田靖雄

村田善則

村田芳行

村野信仁

村山寛

め
飯哲夫

も
元木章裕

森敏

森仁志

森昌樹

森康夫

森上敦

森川弘道

守口和基

森島明

森田重人

森安裕二

森山真久

所 属

農水省・生物研，茨城大・農・農化

静岡県立大・国際関係

講演番号

laF05 

2pF06， 3pE02 

名古屋大・理・生物 laDOl 

名古屋大大学院・農，名古屋大・生物応答センター

東北大・医化二

基生研・細胞生物

日本製紙

農水省・果樹試

東京大・教養・生物

基生研

大阪大・蛋白研

広島大・総科・自然環境

甲南大・理・生物

岡山大・農・細胞生理

名古屋大・農・生化

大阪府大・農化

京都大・理・植物

東レリサーチセンター

東京大・農

名古屋大・農・分化遺伝

農水省・九州農試

京都大・農・農林生物

名古屋大・農・生化

広島大・理・遺伝子科

名古屋大・遺伝子

京都大・農・農生

京都大・理・植物

静岡県立大・国際関係・教養

農水省・北海道農試
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2aG 10， S3aC3 

2pG02 

lpBω，lpBI0 

lpD12 

lpI03，3aH09 

laEOl 

laDlO， lpFlO， lpFll， lpH04，2aH06， 

2aIOl，2pD06 

2pA03 

3aFl1 

lpB03 

lpG07，3pC04 

3aI06 

2aBOl 

2plO5 

2aHlO 

laB04， lpD07， lpD08， lpD09， 2a103， 

2aI04， 3aG05， 3pD06 

laI05， 3aF04， 3pB02 

lpI04 

3aHll 

2aI09， 3aII0， 3plOl 

lpD12， lpD13， lpD14， lpD15， 2pC02， 

2pC03 

laI09 

3aHlO， 3aHll 

2aI苅7

3pE02 

3aD07 



氏名

や
八木愚

矢崎芳明

安田斉

保田浩

柳津修一

矢野明

薮宏典

薮田尚弘

山内大輔

山内靖雄

山川清栄

山木昭平

山口和也

山口淳二

山口秀明

山口博隆

山口文子

山口雄記

山崎武信

山崎秀雄

山崎健一

山崎素直

山下光治

山下耕生

山下澄子

山下貌

山下博史

山田恭司

山田健志

山田隆

山田哲治

山田晃弘

山田康之

大和陽一

山西弘恭

山村庄亮

山本勇

山本興太朗

山本周史

山本拓生

所属

福山大・薬

農水省・生物研

信州大・理・生物

帯広畜大・生資化

東京大・教養

東京大・分生研

広島大・理・生物

京都大・農・農生

東京都立大・理・生物

神戸大・農・自然科

東京大・農・農化

名古屋大・農・園芸

大阪大・教養

名古屋大・生物応答センター

名古屋大・農・園芸

工技院・電総研

名古屋大・農・園芸

名古屋大・農・分化遺伝

東邦大・理・生物

琉球大・理・生物

名古屋大・農・分化遺伝

東京大・農・農化

岡山大・理・生物

岡山大・資生研

島根大・農・応、生

筑波大・生物

東京大・理・植物

富山大・理・生物

信州大・理・生物

広島大・工

岡山大・農

北海道東海大・工・生物工

京都大・農・農化

農水省・生物研

農水省・東北農試

慶応大・理工・化

広島大・理・生物

北海道大・地球環境・環境分子生物

大阪大・理・生物

大阪大
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講演番号

lpA15 

la以民 laD05，2pE08，lpG03

2pE02 

3記05

3aHI0 

lpI08 

3pHOl 

3aG08 

laA02， laA03 

laA05 

3pI06 

laB 11， 3pG03 

3pA05 

laD02，laD03，3alI2 

3pG03 

2aH02 

3pα)1 

lal06， lal07 

lpB14 

lpA14 

lal05， lal06， lal07 

3pA08 

2pH似

lpF04 

2aD08 

2aH07 

lpI05 

2aE08， 2pB06 

2pE02 

2戸02

laFω 
2al02 

2aE07，2pDOl 

3aH08，3aHω 
lpF01， S3aC5 

3pF08 

3pA08，3pHOl 

勾F03，S2aCl 

laE07， 1記08

3al02 



氏名

山本直樹

山本光章

山本泰

山本由弥子

山本洋子

山本義治

山本良一

山谷知行

ゆ
湯浅高志

湯本健司

よ
横井崇秀

横田明穂、

横田孝雄

横山敏孝

横山崎幸

横山隆亮

吉崎文則

吉田泉

吉田和市

吉田和正

吉田達

吉田茂男

吉田静夫

吉田真琴

吉田みどり

吉永光一
=と事呑足長
口 '11司でr

吉原経太郎

吉羽洋周

吉元誠

米倉圭子

米倉博子

米山忠克

頼藤徹也

所属 講演番号

農水省・生物研

千葉大・園芸

岡山大・理・生物

岡山大・理・生物

岡山大・資生研

北海道大・地球環境・生態遺伝

帝塚山短大・食品

東北大・農・細胞生化学

3必I12

3aF03 

lpBOl， lpB02 

2pHi似，2pH05

lpD03， lpD04， lpD05， lpF04 

3副04，3aH05， 3副06

3aB13 

3aG07 

東京大大学院・理，名古屋大・生物応答センター

2aGI0， S3aC3 

埼玉大・理・生化 laH04 

大阪大・理・生物

地球環境研RITE

帝京大・理工

森林総研・多摩

資生堂・基礎研

北海道大・理

東邦大・理・生物

大阪市大・理・生物

京都大・農・農林生物

農水省・森林総研

帝京大

理研・植物機能

北海道大・低温研

東京学芸大・物質生命

農水省・北海道農試

静岡大・理・化

京都大・農・農化

分子研

日立製作所・基礎研

九州大・農・食化工

サントリー基礎研

PL学園女子短大付属植物研

筑波大

東京大・教養・生物

3a104 

2aBOl 

3aFOl 

2aF07 

laGOl 

3pI04 

laH03 

laG08 

3aHll，3pC07 

2aA04 

laG03 

laG03， 2aH12 

3a1苅3，3aD04，3aD05，3aD06

2aE05 

3aD07 

3pH05 

1凶07

laH08 

la∞9 
3aDlO 

lpI14 

3pω8 

laFOl 

3aEll 
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氏名

り
李増周

力石早苗

わ
若杉達也

若林和幸

鷲尾健司

渡辺明夫

渡辺昭

渡辺正

渡辺奈津

渡辺正夫

渡辺正勝

渡辺誠幸

渡辺泰堂

渡遁由美

渡辺佳宏

渡辺竜五

和田明

和田敬四郎

和田拓治

和田忠、土

和田元

和田正徳

和田正三

和田裕

和田洋

和田野晃

所属

国立環境研・生物

岡山大・資生研

講演番号

2aD01 

lpD04 

名古屋大・遺伝子 2aE09，2aEI0，3aF09，3pH05 

大阪市大・理・生物 3aB01，3aB02，3aB03 

北海道大・地球環境・環境分子生物 2pI07 

名古屋大・農・生化学制御 2aI1O 

名古屋大・生物応答センター，現:東京大・理・植物

東京大・生産研

東京大・農

東北大・農

基生研

東北大・理・生物

関西学院大・理

立教大・理・化

農水省・生物研

広島大・総科・自然環境

京都大・理・物理

金沢大・理・生物

基生研・遺伝子第1

東京工大・生命理工

九州大・教養

鳥取大・工・物質工

東京都立大・理・生物

福山大・工・生物工

東京大・教養・生物

大阪府大・農化
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2aI1O，勾111，3a105

1 pH02， 2aH06 

2aA12 

3pI06 

lpA07，lpFIO 

3pD03， 3pD04 

3aAll 

lpG14 

laB04 

3pB03 

2aEll 

laD08， laD09， 3aG09 

SlpCl 

2aAOl，3pA06 

lpFll 

lpHOl 

laEOl， laE02， lpA06， lpE10， 2aF04 

2戸刃1

2aG05，2pE07 

2aBOl，勾B10， 2aB02， 2pI08 



日本植物生理学会 1994年度年会委員長

筑波大学・生物科学系 原因宏

日本植物生理学会 1994年度年会準備委員会

筑波大学・生物科学系 藤伊正

筑波大学・生物科学系 猪川倫好

筑波大学・生物科学系 鎌田 博

筑波大学・生物科学系 酒井憎吾

筑波大学・生物科学系 山下貌

筑波大学・生物科学系 桑原朋彦

筑波大学・生物科学系 佐藤忍

筑波大学・農林学系 半田 高

筑波大学・農林学系 野村港二

筑波大学・生物科学系 和田 雅人

筑波大学・生物科学系 斉藤力

筑波大学・生物科学系 関本弘之

筑波大学・生物科学系 小佐野 ひわ子

国立環境研究所・地域環境 近藤矩朗

国立環境研究所・生物 田中 浄

国立環境研究所・生物 清水英幸

国立環境研究所・地域環境 佐治光

国立環境研究所・生物 久保明弘

国立環境研究所・生物 中嶋信美

国立環境研究所・生物 青野光子

農水省・食品総合研究所 笠毛邦宏

理化学研究所・ライ刊行ン日ント 篠崎一雄

日本植物生理学会 1994年度年会および

第 34回シンポジウム講演要旨集

発行日 1994年3月25日

発行者:日本植物生理学会 1994年度年会準備委員会

干305 つくば市天王台 1ー 1-1 筑波大学・生物科学系

印刷所:中西印刷(株)〒 602 京都市上京区下立売通小川東入
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日本植物生理学会 1994年度年会の開催にあたり、多くの企業、団体等から広告掲載、展示、寄

付等の御援助を頂きました。大変ありがとうございました。ここにお名前を掲載させていただき、感

謝申し上げます。 (3月3日現在、順不同)

茨城県

つくば市

(株)トミー精工

キッコーマン(株)

ソフトウエア開発(株)

ローヌ・プーランアグロ(株)

ハリマ化成(株)

日本エイドー(株)

タカノフーズ(株)

H本ゼ;tン(株)

中山商事(株)

宝酒造(株)

茨城半井化学(株)

(株)資生堂

(株)秀樹社

(株)池田理化

DNA依頼合成

遺伝子関連機材

組織培養関連機材

生化学関連機材

画像解析装置

アイソトーブ機材

限外濡過装置

純水製造装置

各種自動化装置

実験室用設備

その他研究用機材

日本植物生埋学会 1994年度年会準備委員会

(有)小松屋

美諸野尚事(株)

日産化学工業(株)

岩井化学薬品(株)

アプライド・バイオシステムズ・ジャパン(株)

味の素(株)

中西印刷(株)

日本バイエルアグロケム(株)

理科研(株)

l::j:本ノ1イオ・フッドウボフトリース t株)

旭光通商(株)

日産化学工業(株)

(株)アイシーエム

(有)アースサイエンス

(株)ニュートリノ

和光純築工業(株)

F長タρ而b 室

攻θ-
べ 、y ク マ ン

フ ァルマシア

ABI ジャパン
「ゴーェ可 j酉 l、会Et 

エム工ス機器

平日 石汗 薬

富士フィルム

日本ミ リポア

朝日ライフサイエンス

日本バイオラット

他国内外メー力一

。理科珊株式会祖

炉東 京〒113東京都文京区本郷二丁目日番10号
TEL(03) 3815-日目51 FAX (03)3818-0日日日

炉神奈川/〒222慣浜南港北区新横浜一丁目印密日
新有量浜葉山第日ビル5F

TEL(045)471-1251 FAX(045)471-0031 
怪つくば/干305つくば市二の富三丁目白番地l日号

TEL(0298)56-2151 FAX(0288)5日5071
岐阜/干500岐阜市岩地二了目 25番 E号
TEL (0582) 40-0721 FAX (0582) 40-1082 

一重/干510-12四日市市桜町三反田2129番1
TEL(0583) 26-0231 FAX (05日3)26-3577

本社/干463名古屋市守山区元郷二丁目107番地
TEL(052)78日-6151 FAX (052)788-6157 



自然の恵みをより豊かにするために。
「確力、さ」を追求・..バイエルの農薬

.モンハイム

fIl'{t勿 lリ!j1~ピセンター

(ドイツ)

世界三大研究開発拠点

のための植物防疫は、今や地球全体U)川!wであり、常にtJI:界的規野に立って研究すべきH、?二代。

当社は、ドイツのバイエノレ、アメリカのモーベイとともに 111 界にお(fるノ fイエノレの~)\.研究開発拠点の

会っとして、ますます重要な1党書IJを.j:1Iっています。

-初・中期一発処理除草剤 ~:"''Jiø.''J 

葉処理除草剤，次サ

Bayer 
日本バイエルアクロケム株式会社
東京都港区高輪4-10-8 愚 108

情報処理印刷
111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 
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〈回収穫置〉NB圃 7000型

作
品
一
に

で
一
イ
一

b

単
一
デ
一
丸

笥
一
一
一
ユ

引
一
ピ
一
一

よ一ス一マ

クローニンクスケールの

DNAfIñ.片'/BJI/XI~威力を発揮レます/

能可4υ nv〈
叶
H
吋

こ

回
↓
の
ア

A

フ

N

b

D

 

l

e

 

の

凶

喧

a

l

-

-

6

V

 

、11
1
1
t
t
E
I
E
1
1

可用吏続連問主寸-VA 
回K
・

に

ン

接

パ
直

け

明

院

宅

ら

叫

作

刀

児

操

を

~

な

レ
4
J
M
F

I
'
'
f京
町
ー
ド
=
-

ゲ

叩

簡

••• 

￥80，000 PAT.P明治乳業ヘルスサイエンス研究所

This DNA Recovery Method 
We report a simple and uItrapid method that is Very useful for cloning -scale 

preparative work. A mong the methods reported to date for recovery of 

DNA f什ragment也sfrom gels， this is the most time一 savingand 1凶abor一savlngone. 

国日京工イドー穂武信祉 Z:1;AA12(ごよZ品f…二6?



PAMクロロフィル蛍光測定装置 -変調原理の応用0

・1001くz高分解能。
，r 

a:I '.骨 O
、J 戸、ー， F 

司匝

・縫物のストレス診断。

.PSIIの量子収率。
・酸化還元型Qの分析。(qP.qn) 
・PSI励起測定。
• P700の測定。

ー~ '~4験豊 構 事場 クロロフィル蛍光の測定により光合成測定情

報を補足し、光合成作用の詳しい情報ガ得ら

れます。急速な初期反応から、電子伝達率の

測定まで¥さまざまな応用ガ可能です。世界

で数多くの研究者lご応用さ杓ています。

.... 予 週長 G 間間合 輯¥懇 邸. l 

a 

PAM2000ポータブル蛍光測定器 CI-203ポータブルレーザー面積計

ePAMシステムのポータブル化0
・測定のオンライン化。

・キーボードの測定設定。

・測定データの自動計算、メモ1)-0

<<44k. 
CI-203RL 
根長測定戸タッチメント

Cト203仕様

・分解能

・測定サイズ

・測定項邑

幅o.1m冊、長さ0.1mm
幅154mm、長さ無制限
面積、長さ、全問、長さ/

幅の比、外観比率

C 1-203CA 
コンベアアタッチメント特徴

・連続測定のオートコンペ戸。

・Cト203箇積計と接続。
・べjレト変換不必要

・種々光源とテ、ィテクターイ本化、リ¥型化 0

・葉温、光量子同時測定。

-測定スピード

・メモリ容量

MA X400mm /秒
32KJ iイト(5，400テー
タ)

• 254mITの広い測定幅。
・里いコンベ戸スピード (10
cm/秒〕

6050Xlトレースシステム ICI-301PSポータブル光合成蒸散測定装置
(TDR土壌水分測定器)

-:tiV>> 

-任意地点でリ戸ルタイム!こ測定できます0

・絞正の必要ガありません。

・多チャンネル化による自動測定ガできます。
CMAX25och) 
・深さごとの測定ガできます。

・司鍛~、ロガー機能、パッテリー駆動。
※関連晶 泥床水分密度.樹木水分密度雪中水分密度測定装置

-絶対値/差動値CO?pナライザ一。 ・ICカードによるデータメモリ
・さまざまな葉に対応するチゃン'J¥-ヘッド。 .C02、湿度コントロ Jし可。
・ォープ〉ゾクローズドシスアム高罵での見定可。 ・門書記I~:ツテ II で24時間以」二使用~o
・赤外線による非接触葉湿測定。 ・温度、大気圧自動補正。

・露点言十lこよる高精度な湿度測定。 ・ゼ口の自動補正。

・ディスプしィょに光合成白線(f)表示門

Es有限会社アースサイエンス 子18~ ""[ (;': 1:1\調布市染地:~-1-tZ ・:士 1 :1- 202

TEL 0424(80)8001 FAX 0424(80)8008 


